
使役表現 と受身表現の接近 に関するおぼえが き

早津恵美子

1 は じめ に

 次の(1)～(6)は 、 小 説 な どか らの引用 で あ るが、 それ ぞれ に一箇 所 ずっ、 使役

動詞 と受身 動詞 を対 に して書 いて ある箇所 が あ る(注1)。 そ れぞれ の文脈 の 中で、

どち らが 自然 な表 現 と感 じ られ る だろ うか。

(1)(駒 子が 島村 に)「 初 めて 会 った時、 あん たな んて いや な人 だ ろ うと思 った

 わ。 あん な失礼 な こ とを言 う人 な いわ。 ほん とう にいや あな気 が した。 」島

 村 はうなず いた。 「あ ら。 それを私 今 まで黙 って た の、分 か る? 女 に ごん

なことを[喜 翻 ようになつたらお しまいじゃないの・ 」 「いいよ・ 」

「そう?」 と、 駒 子 は 自分 を振 り返 る よ うに、 長 い こ と静 か に して いた。 (

雪 国)

(2)そ こへ 丁度 岡 田が 通 り掛 か って、 帽 を脱 い で会釈 を した。 お玉 は帯 を持 っ た

まま顔を真つ赤にして棒立に立つていた餉 も言うことが出来ずに瑠

騰 諜 諜1調 ・お玉は手を焼いた火箸をほうり出すように

帯 を棄 てて、 雪 踏 を脱 いで 急 いで上 が った。 (雁)

(3)こ な な私 の心 は、 私 に も合 鮎が まゐ りませ ぬ。 ほ んの い まの い ままで、 あの

 や うに思 うて た こ とで ござ りますの に、 その わが胸 の 中の思 ひ を、 一 と きの

間でもこのおかよに[第:糊 … めに6�,私 はそのとき・もうわれ

か ら飛 びっ いて、 どな な こ とで も しての け たや ろ と思 ふので ご ざ ります。 (

お は ん)

(4)私 は その子 を どう して もブ ラ ンコ に乗 せ た くて、 自分の 順番 が まわ って くる

 と、 その男 の子 を藤棚 の と ころか らはが して ブラ ン コに乗 せ よ う と引つば り

にいつてワ… 鮭 網 思い出がありま引 でもその子は・ついにど

う して も乗 りません で した。 (弁 護士 にか け た夢)

(5)夜 まで行 儀 を守 っ て人 な か にいな けれ ば な らないの は、彼 女 に少 しうん ざ り

 な ので あ った。 けれ ども健康 で活 気が あ る佐 々は、 伸子 の引 っ込 み思案 を多

くの場合うけつけなかつた・彼は・六+歳 に近い老人と 粋 ない擁
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思われない

さで、 いっ も伸 子 を引 き廻 したOそ れ には、 自分が 滞 して い るうち に、 地

理 も覚 えさせ、 交友 もこ しらえて置 い てや ろう とい う心遣 いが潜 んで い るの

は明 らか であ っ た。 (伸 子)

(6)け れ ど も、 父 がや っ と落 着 いて い るこち らの生 活 を壊 した くな い と思 うの も

 無理 はな い と思 え た。 小 ち ん ま りと したきれ い事 の暮 ら し、 それ は、 今 一人

 の 人間 が この 上 にま じって も壊 れ る程 度 の もの にちが いな か つ た。 ご た ごた

とした祖母たち翻 気を[鍬 翻 ・とは・世間の体裁も悪いにち

が いな い。 (素 足 の娘)

 この稿 を書 くの に先 だ つて、大 学 生 を中心 に135人 の人 に簡単 な調査 をお こな った。

それ は、 上の例((6)以 外)を 含 めて30ほ どの用例 を上 と同 じよ うな形 で示 し、 使役

動 詞 と受身 動詞 どち らが 自然 だ と感 じ られ るか を選 ん で も らう とい う もの であ る(

以下、 「小調査 」 とよぶ)。 その小調 査 では、(1)～(5)に っ い て次の ような結 果 と

な った。 それ ぞれ、 使役 動詞 を選 ん だ人数 を[ ― ]の 左 側 に、 受身動 詞 を選 んだ

人 数 を右側 に記 す と、(1)[63人 ―72人]、(2)[57人 ―78人]、(3)[8人 一127人]、

(4)[52人 ―83人]、(5)[81人 一54人]で あ る。(3)は 受 身動 詞 を選 ん だ人 が 圧倒 的に

多 かっ たが、 その他 の例 は使 役 ・受 身 の選 ば れ 方 にそれ ほ ど差 が な い。 (以 下 の考

察の 中で も、 この小 調査 に用 いた用例 を示 す 場合 には、 ひ とっの参 考 と して、 その

結 果 を引 用部分 の最 後 に[―]内 に、 同 じ方 式 で数 字 のみ 記す こと にす る。)

 実際 の原 文 では、 上 の例の うち、(1)～(3)は 使役 動詞、(4)～(6)は 受 身動 詞が用

い られ て い る。(3)は 、原 文 で は使 役 動詞 で あ るに もかか わ らず 、 小調査 に協力 して

くれ た人 の多 くに とっては受 身表 現 の ほうが 自然 だ と感 じ られ た こ と にな る。

 上の 諸例 にみ られ るよ うに、 あ る文 脈の 中 で、使 役動 詞 による表現 と受身 動詞 に

よる表現 とが それほ ど大 きな違 いを感 じさせ な いこ とが あ る。 い いか えれ ば、 ある

事態 を叙 述 す るの に使役 動詞 によ る表 現 も受 身動詞 によ る表現 も可能 とな る ような

ことが ある。 この稿 では、 この よ うな現象 を と りあ えず 「使役 と受 身 の接近 」 とよ

ぶ こ とに し、 「使役 と受身の 接近 」が生 じるの には どの よ うな こ とが 関わ って いる

のか、 また、 そ こでな お使役 ・受 身 いずれ か が用 い られ て いるの は どう いった要 因

が関わ っ て いるのか 、 といつ たこ とにっ いて 考 えてみ よ う とした。

 しか し、 様 々な要 因が複雑 に関わ っ てい そ うな こ と、 検 討 に用 い た手 元 の用例 が

とうて い十分 な数 とは いえな いこ と、 さ らに、 考察 の しか たが 要領 をえな か ったこ

とな どの ため、 ず いぶ ん不十 分 な もの とな って しまつた。 今後検 討 す べ き点 を多 く

残 して しま って いるの だが、 い くつ か気づ いた こ との現 在 の時 点 での おぼ えが き と
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して、 ま とめ る こ と に し た・

2 使 役 と受 身 の接近 の起 こ りに くい構 文 ・起 こ りやす い構 文

 使役 と受身 の接 近 に関 わ るひ とつ の要 因 と して、 まず、 主 と して構 文 的な特 徴 を

考えて み る。 手元 の使 役 動詞 の文 ・受身 動詞 の 文 のうち、 使 役 と受身 の接 近が み と

め られ る ものは、構 文的 に い くつ かの タ イプ に分 け られ る。 も との動 詞 に よる文が

どのよ うな補 語 を要す る文か、 そ して使 役動 詞 ・受身 動詞 によ る文 の 主語 が、 も と

の動詞 に よる文 にお いて は どの ような 文要素 にあ たるか、 とい う観 点 か ら大 き く五

っの類 に、 そ して それ ぞれ い くつ かの下 位類 に、 分 け るこ とがで き る と思 われ る。

また、 あ る類 にお い ては、 その使 役 表現 ・受 身表現 が いわ ゆる典 型 的 な使役表 現 ・

受身表 現 で あるか否 か とい うこ とも重要 な要 因 とな る ことが あ る。 こ う いった面 か

らみ た と き、 あ くま で傾 向で はあ るが使役 と受身 の接近 が 起 こ りやす い構文 タ イプ

とそ うで な い構 文 タ イプ とが あ りそ うで あ る。

2.1 主 と して構 文的 な面 か らす る五 つの タ イプ ー

 鈴木(1972)に 「う けみ の たち ば の説明 」 と して、 「も と にな る たち ばの文 とうけ

みの たち ばの文 との 関係(な にが 主語 にな るか、 も との 主語 は どう な るか… …)」

という面 か ら述 べ られ、 「う けみ の たちば の動 詞 」 には次 の四つ の 「用法 」が あ る

とされ て い る。 「第 三者 の う けみ 」 「もちぬ しの う けみ 」 「あい手 の うけみ 」 「直

接対象 の うけみ 」で あ り、 本 稿で こ ころみ た五 っ の分類 は基 本的 にこれ にな らった

もので あ る。 す なわ ち、 使役 文の ほう にも も との文 との 関係 にお いて は受 身文 にお

いて と同様 な性質 をみ る こ とがで きるの で、 鈴 木の 四つ の分 類 をほぼ その まま、 使

役 と受身 の接 近す る もの の分 類 に もか りる こ とに し、 その 四つ に加 え、 もうひ とっ

の類 と して、 使役 文 の主語 と受 身 文 の主 語 とが 異 な るもの で あるに もか かわ らず 、

その表現 と して は両者 に接 近 のみ られ る もの をひ とっの類 として たて(受 身文 の ほ

うは鈴 木(1972)が(補)を 設 けて 「直接対 象 の うけみ 」の変 種 と して扱 った 「内容 の

うけみ 」 にほぼ近 い と思 われ る)、 これ ら五 つ の類 を 《A》 ～ 《E》 類 と した。 さ

らに 《A》 ～ 《C》 につ いて は、 もとの動詞 が他 動詞 で あ るか 自動 詞 で あるか で小

類に分 け、 それ ぞれ 《A1》 《A2》 の よう に、 他動 詞 のほ う を1で 、 自動詞 の

ほうを2で 示す こ とにす る。 《D》 《E》 は原 則 的 にも との動詞 が 他動詞 で あ る

ので この 点で は分 けず、 別 な観 点す なわ ち意 味的 な面 の特 徴 もやや 考 慮 にいれ てそ

れぞれ 〈ア 〉～ 〈ウ 〉の三 つの 小類 をたて た。 これ につ いて の詳 細 は以 下 の各類 の

説明 に ゆず る。

 以下、2.2で は、 そ れ ぞれの類 の使 役表現 ・受 身表現 が どの よ うな もの であ る

かを、各 類 の 実際 の用例 を使 役 ・受 身一例 ず つ示 しなが ら簡単 に紹介 し、3で は、
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3.1～3.5で 、 各 類 ご とにや や 詳 しくみ て い くこ とにす る。 なお、 必要 に応 じ

て、使 役表 現 の例 に はそれ を受身 表 現で いいな お したもの を、 受身 表現 の例 にはそ

れ を使役 表 現 で いいな お した もの を、 や や長 くな るこ とも あるが 〔 〕内 に示す。

さ らに、 い くっか の用例 につ いて は、 も との 動詞 による文 の構造 をaの[]内 に、

使 役動詞 によ る文の 構造 をbに 、 受 身 動詞 に よる文 の構 造 をcに 示 す。

 使 役文、 受身 文 と もに、 その表 わ す意味 が 多様 であ る こ とはい うま で もな く、佐

藤(1986,1990)、 村上(1986)そ の 他 で詳 しく論 じられて い る。 したが って本稿 で両

者 を くくって大 き く五つ のi類に分 けたの はず いぶ ん無理 もあ るのだ が、 もとの文 の

文要 素 と使役 文 ・受 身文 の主語 との関 係 とい う面 か ら分 け て考 えて み るこ とは、使

役 と受身 の接 近 にか かわ る要 因を も とめ るの に い くらか で も考察 を進 めや す く して

くれ そ う に思 われ た。 本稿 以 降の 考察 を続 け るな かで さま ざ まな 要 因が あ き らか に

な り整 理 され て い くにつれ、 別 の分 類 が必要 にな った りあ る いは こう いった面 か ら

の分類 は不 用 あるい は まちが いだ という こ とにな るか も しれな い。 それ は今後 の と

り くみの な かで改 め て いきた い と思 う。

2.2 各 類 の 特 徴

2.2.1 《A》 類

 《A》 類 は、 使役 文 ・受 身文 の主 語 が、 も との動詞 によ る文 にお いて少 な くとも

第 一 次的 な文 要素 と して は明示 さ れな い ような もの であ る。 それ らは 意味 的 に も、

も との動詞 の表わす 事 態 に直 接 には関 わ ってお らず第三 者 的 な存在 で あ る という こ

とか ら、 これ らの使 役表 現 ・受身 表 現 を 〈第 三者 が主語 の使役 ・受 身 〉 とす る。 次

の ような用 例 に使役 と受身 の接近 をみ る こ とが で きる。

((A1))

{使 役}

(7)(盗 人 が、 あ る男を薮 の 中 に連 れ込 ん で縄 で杉の 木 に くく りっ けた こ とにつ

 いて後 日述 べ て い る場 面) 縄 です か?縄 は盗人 の 有難 さ に、 何 時塀 を越 え

 るか わ か りませ んか ら、 ち ゃん と腰 にっ けて いたの です。 勿論 声 を出 させ な

 込 為 にも、 竹 の落 葉 を頬 張 らせ れ ば、 外 に面 倒 は あ りませ ん。 (薮 の 中)

 [80-55]

 :〔 勿論声 を 出 されな い為 にも、竹 の落 葉 を頬張 らせれ ば、 外 に面 倒 は あ り

 ませ ん。 〕

(7)-a [男 が 声 を 出 す]

 ―b私(盗 人)が 男 に 声 を 出 させ る

 一c私(盗 人)が 男 に 声 を 出 され る

{受 身}
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(8)け れ ど も、父 が や っ と落 着 いて い るこち らの生 活 を壊 した くな い と思 うの も

 無 理は な い と思 えた。 小 ち ん ま りと した きれ い事の 暮 ら し、 そ れ は、 今一 人

 の人間 が この上 にま じって も壊 れ る程 度 の もの にち が いな か っ た。 ごたご た

 と した祖母 た ちの雰 囲気 を持 ち込 まれ る ことは、 世 間の体裁 も悪 い にち が い

 な い。 (素 足 の娘)

 :〔 ごた ごた とした祖母 たちの雰 囲気 を持 ち込 ませ る ことは、 世間 の体裁 も

 悪 いにちが い な い。 〕

(8)-a [祖 母 た ちが 祖母 たちの雰 囲 気 を 持 ち込 む]

 -b父 が 祖 母 たち に 祖母 たち の 雰囲気 を 持 ち込 ませ る

 ―c父 が 祖 母 たち に 祖母 たち の雰 囲気 を 持ち 込 まれ る

((A2))

{使 役}

(9)そ こへ 丁度 岡 田が通 り掛 か つて、 帽 を脱 い で会 釈 を した。 お玉 は帯 を持 つ た

 ま ま顔 を真 っ赤 に して棒 立 に立 って い たが、何 も言 う ことが出 来ず に、 岡 田

 を行 き過 ぎさせ て しまった。 お玉 は手 を焼 いた火箸 をほ う り出 す よう にﾘを

 棄 てて、 雪 踏 を脱 いで急 いで上が つた。 (雁) [57-78}

 :〔 何 も言 うこ とが出来 ず に、 岡 田 に行 き過 ぎ られ て しまっ た。 〕

(9)―a [岡 田が 行 き過 ぎ る]

 -bお 玉 が 岡 田 を 行 き過 ぎさせ る

 一Cお 玉 が 岡田 に 行 き過 ぎ られ る

{受 身}

(10)私 は その子 を どう して も ブ ランコ に乗 せ た くて、 自分の順番 が まわ って くる

と、 その男 の子 を藤棚 の と ころか らはが して ブ ラン コ に乗せ よ うと引 っぱ り

に いって ワー ワー泣 か れ た思 い出が あ ります。 で も その子 は、 つ い にどう し

て も乗 りませ んで した。 (弁 護士 にか けた夢)[45―90]

:〔 その男 の子 を …  ブ ランコ に乗 せ よ う と引 っ ぱ りにい って ワー ワー泣

か並 た 思 い出が あ ります。 〕

(10)―a [男 の子が 泣 く]

  -b私 が 男の子 を 泣 かせ る

  ―c私 が 男の 子 に 泣 かれ る

 上 の例 か らもうかが える よう に、 この類 で接近 の み られ る使 役文 ・受身 文の主 語

は いず れ も人 で あ り、 それ は ま た、 も との動 詞 に よ る文 で表 わ され る事態 に とって

「第三 者 」 とはいえ全 く無 関係 な 存在 な ので はな く、 その事 態 か ら何 らかの影響 を

受 ける存 在 で ある。 そ うい った意 味で これ は井 上(1976)な どの いう 「経験者 」 にち

か いもの とも いえよ う(注2)。
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 受 身の ほ うは、 鈴木(1972)そ の他 で 「第 三 者 の うけみ 」 とよばれ て い るもの で あ

るが、 一 方使 役の ほ うは、 使役 文の 主語 が、 も との文 で表 わ さ るよ うな事態 を外 側

か ら引 き起 こす、 とい う点 で はいわ ば典型 的 な使 役の タ イ プで あろ う。 しか しなが

ら`外 側 か ら引 き起 こす'と いう の には現 象 と して は さま ざまな場 合 が あ り、 強 制

的な意 味 あ いの強 い ものか ら、 `放 任の使 役' `許 容 の使 役'な どとよばれ るよ う

な強制 力 ・支配 力 といっ た もの の ま った く感 じ られな い状 況 まで いろ い ろな段 階が

あ る。 そ して この うち、 強制 ・支 配 の意味 合 いの強 い使 役 表現 で は使役 と受 身 の接

近 はみ られ に くい。 た とえば次 の よ うな使 役 表現 は、 受身 表現 に代 え る こ とが で き

な いか、 あ るいは代 える こ とは大 幅 な意味 の 変容 を ともな う。

(11)か つは女 中 たち に命 じて、 提 灯 を用 意 させ た。 (宴 の あ と)

(12)わ た しは近 くにい た若 い男 に多少無 理強 いを して、 船長 の体 を担 え⊇歴 せ.

  た。 (花 の あ る遠 景)

(13)私 が前 にこの地 方へ調 査 に行 つた とき、 村 の子供 たち に作文 を書笈 みて

  驚 いた こ とに は、 …  (文 化人類 学 のすす め)

(14)木 谷 は控 え の兵 隊 をつ れて 歩 哨 を交 代 し、 立哨 して いた歩哨 を休 ませ るため

  に引 きつれ て衛兵 所 に も どって きた。 (真 空地帯)

(15)す ぐ立 ち上 が つて行 こう とす る女 中の 袖 を女が と らえて、 また そ こにす わ ら

  せ上 。 (雪 国)

(16)ま ずS署 に行 って署長 に会 い、 捜査 協 力 の依 頼状 な どの は いつ て いる書類 を

  封 筒 の ま ま出 した。署 長は 司法 主任 を 来 させ た。 (張 込 み)

それ ぞ れの使 役文 の主 語 「かつ 」 「わ た し」 「私 」 「木 谷 」 「女 」 「署長 」は、

「女 中が提灯 を用意 す る 」 「若 い男 が船長 の 体 を押 え っ け る」 「子供 たち が作 文 を

書 く」 「歩 哨が 休 む 」 「女 中がす わ る」 「司 法主任 が来 る 」 という事 態 の積極 的 な

引 き起 こ し手 として関わ る存 在で あ り、直 接 の関与 者 であ る。 `人 が 人 にはた らき

か けてあ る行 為 をさせ る'こ とを表 わ して い る とい う意 味 で は典型 的 な使役 文 とい

え るもの で、 こうい った事態 を受 身 表現 に よ って表 現 す る こ とは むず か しい。

2. 2. 2  《B》i類

 《B》 類 は、 使役 文 ・受 身文 の主 語 が、 も との動詞 によ る文で は、 ノ格 を とって

名詞 の修 飾要 素 とな って いる もので ある。 「娘 が父OJ肩 を揉 む 」に対 す る 「璽 娘

に肩 を揉 ませ る」 とい う使役 文 と 「父塑 娘 に肩 を揉 まれ る 」 という受 身文、 「教 師

が望生璽 秘 密 を知 る」 に対す る 「堂生 亜教 師 に秘密 を知 らせ る 」 とい う使役 文 と 「

鍵 教 師 に秘密 を知 られ る」 とい う受 身文 な どが そ うで ある。 これ らを 〈持 ち主

が主語 の 使役 ・受 身 〉 とよぶ こ とにす るが、 こ こで 「持 ち主 」 と いうの は、 具 体的

な物 の所 有者 とい うの に限 らず、 か な り広 く、 た とえば、 子 を もっ もの として の親・
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ある身 体部 位 ・属性 を有 す る とい う面 を と らえ た ときの人、 あ る考 え を抱 いて い る

とい う面 を と らえ た ときの 人な ども含 ん で考 え る ことにす る。 次の よ う な用例 に使

役 と受 身 の接近 がみ られ る。

(Cs1)〉

{使 役}

(17)多 津 枝 は掴 ん だズ ボ ンご と相 手の膝 をゆす ぶ った。 「わ た しは 今 日まで、 し

  よ う と思 う こ とは誰 にも邪 魔 させ な いで や って来 た のは、 あん た知 つて る で

  し ょう。 わ が まま だの、 困 り者 だの と いわれ て も、 それで押 し通 して来 た ん

  じゃな いの。 …  」(迷 路)[87-48]

  :〔 しよ う と思 う こ とは誰 に も邪魔 され な いでや って来 た〕

(17)-a[誰 か が わ た しの しよう と思 う こ とを 邪魔 す る]

  -bわ た しが 誰 か に しよ うと思 う こ とを 邪魔 させ る

  一Cわ た しが 誰 か に しよ う と思 う こ とを 邪魔 され る

{受 身}

(18)「 ここ誰 のお部 屋?」 つ いて来 た悦 子が 白川 にそっ くりの 白い細面 の顔 を傾

けて き くの に倫 は、 「お父 さ まが書 物 を御覧 な さ るの にお建 て にな ったの だ

よ。 悦 は あ っちへ お いで 」 と押 しの け る よう にきつ く言 っ た。 自分 を際 限 な

く犯 して来 るもの に娘 まで 犯 されて は な らな い。 必死 な気構 えが悦 子 には た

だ母 を こわ い人 だ と思 わせ る。 (女 坂)

:〔 自分 を際 限な く犯 して 来 る もの に娘 まで犯 させ ては な らな い。 〕

(18)―a[そ の こ とが 私 の娘 を 犯す]

  ―b私 が その こと に 娘 を 犯 させ る

  ―c私 が その こ とに 娘 を 犯 され る

((B2))

{使 役}

(19)ア パー トの ほ うを向 くと、 一 階二階 の 戸 口 ごと に女 が まち まち の恰好 で立 ち、

  な か には子供 を腰 にす が りっ かせ、 そ ろ って こち らを じつ と見て いた。 (夜

  の 香 り)[85-50]

  :〔 子供 に腰 にす が りつ かれ、 そろ って こち らを じつ と見 てい た。 〕

(19)-a [子 供 が 女 の腰 に す が りっ く]

  -b女 が 子 供 を 腰 に すが りつか せ る

  一c女 が 子供 に 腰 に す が りつ かれ る

{受 身}

(20)「 ねえお前、 卓 ち ゃん か ら悪 い報 せ で もあ ったの か い。 どう したん だい、 そ

  ん な こわ い顔 して。 」私 は急 いで手紙 を封 筒 に入 れ る と、大 儀 そ う に立 ち上
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が っ て大 き く伸 び を し、 部 屋 の隅 に腰 を下 ろ してぼ んや り外 を 見た。誰 に も

気 づか れて は な らな かつ た。 (北 帰 行)

:〔 誰 にも気 づ かせ てはな らなか った。 〕

(20)―a[誰 もが 私 の気 持ち に 気 づかな い]

  -b私 が 誰 にも 自分の気 持 ち に 気 づか せな い

  一c私 が 誰 にも 自分の気 持 ち に 気 づか れな い

 これ らの例 か らわ か る よう に、 使 役 文 ・受 身文 の主 語 は、 も との 文 では ノ格 を と

つて名詞 を修飾 す る要素 で あっ た もので、 た しか に動詞 の表 わ すは た らきか け を直

接 に受 け る存在 で はな い。 しか し、 は た らきか けを直接 に蒙 る物 や人 の 「持 ち主 」

であ る とい う点 で はや は り影響 を受 け る存 在 で ある。 した が って 《B》 類の 「持 ち

主 」も、 《A》 類 の 「第 三者 」が そ うで あっ た よう に、 事 態の 「経験 者 」 とい う意

味 あ いも そな えて い る とい える面 が あ る。 な お、(20)に つ いて は上 で示 したa,b,

c以 外 の解釈 も可 能で あ る。 それ にっ いては3.2.2で ふれ る。

2.2.3 《C》 類

 《C》 類 は、使 役 文 ・受 身 文の主 語 が、 も との動詞 に よる文 にお いて は相手 を表

わす 二格 の補 語 に よって表 わ され る よ うな要 素 で ある。 も との動 詞 の表 わす は た ら

きか けの 向け られ る 「相手 」(人)で あ る とい うζ とか ら、 〈相 手が 主語 の使 役 ・

受身 〉 とす る。 次 の ような用例 に使 役 と受身 の接近 がみ られ る。

((c1

{使 役}

(21)(駒 子 が 島村 に)「 初 めて会 っ た時、 あん たなん て いや な人 だ ろう と思 った

  わ。 あん な失礼 な ことを言 う人 な いわ。 ほ ん とう にいや あな気 が した。 」島

  村 はうなず いた。 「あ ら。 そ れ を私今 まで黙 って た の、 分 か る? 女 に こん

  な こ とを言 わ せ るよ うにな っ た らお しま い じやな いの。J「 い いよ。 」 「そ

  う?」 と、 駒 子 は 自分 を振 り返 るよう に、 長 い こ と静 か に して いた。 (雪 国)

  [63-72]

  :〔 女 にこん な こ とを言 わ れ る ように な った らお しま い じやな いの。 〕

(21)―a[女 が 男 に こんな こ とを 言 う]

  -b男 が 女 に こん な ことを 言 わせ る

  一c男 が 女 に こん な こ とを 言 われ る

{受 身}

(22)ハ ウ ス ・ボ ー イ の ジ ョ ゼ フ は 、 テ ー ブ ル の 上 に並 べ た 朝 の 料 理 と、 わ た しの

顔 とを それ とな く交互 に見較 べな が ら、 何 か不足 な もの が あっ た ら言 っ て欲

しい、 たち ど ころ に準 備 して みせ ます よ とい った表 情 で、 台 所 の入 口辺 りに
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動 かず に突 っ立 つて いる。 ア メ リカ 南部 な どをテ ー マに した映 画で よ く見 る、

"年 老 い た忠 実 な召使 い"と いった図 で あ る
。 だが、 わた しは、 この ような

態 度 を他人 に と られ るこ とが苦手 で あ る。 (花 の あ る遠 景)

:〔 わ た しは、 この ような 態度 を他人 にと鼓Lる こ とが苦手 で ある。 〕

(22)-a[他 人 が 私 に こんな態 度 を とる]

  -b私 が 他 人 に こん な態度 を とらせ る

  ―c私 が 他 人 に こんな態度 を とられ る

((C2))

{使 役}

(23)一 二年 もすれ ば、 ドイ ツ兵 かイ タ リア兵 のほ かは 日本 には住 め な くな るって

  いう のよ。 そ う して、 軍部 に乱暴 させ な い ため には、 日本 の婦 人 たちがみ ん

  な 避妊 法 を学 ぶ こ とだって。 (迷 路)

  :〔 軍部 に乱 暴 され な いた め には、 日本 の婦 人た ちが みん な避 妊法 を学 ぶ こ

  とだ って。 〕

(23)-a [軍 部 が 女 た ち に 乱暴 す る]

  -b女 たちが 軍部 に 乱暴 させ る

  一c女 たちが 軍部 に 乱暴 され る

{受 身}

(24)私 は他 の五六 人 の少年 と共 に、 案 内 の有 為子 を先立 ててゆ く第 一隊 に加わ っ

た。 月の道 を、 有為 子 が憲 兵 に附添 われ て、先 頭 に立 って歩 くその確 信 にみ

ち た足取 に、 私 は お どろ いた。 (金 閣寺)

:〔 有 為子 が憲 兵 を附添 わ せて、 先頭 に立 って歩 くその確信 にみ ちた足取 に、

私 は お どろい た。 〕

(24)-a [憲 兵 が 有 為 子 に 附添 う]

  ―b有 為 子 が 憲兵 に [自分 二] 附添 わ せ る

  一c有 為 子 が 憲兵 に      附添 わ れ る

 受身表 現 の例(24)に っ いて は、3.3.2で 述 べ る よう にや や問 題 が あるか も し

れな い。

2. 2. 4  《D》 類

 《D》 類 は、 使役 文 ・受 身文 の主 語 が、 もとの動詞(他 動詞)の 表 わす は た らき

か けの 「直接対 象 」 であ って他 動詞 文 では ヲ格 の補語 とな るもの であ る。 〈直接 対

象が主 語 の使役 ・受 身 〉 とよぶ。

 とこ ろが、使 役 文 には そ もそ も この タ イプの もの はそ れ ほ ど多 くな い。 先 にも述

べ たよ う に、使 役表 現 の多 くは、 も との文 で表 わ され るよ うな事態 を ― 強 制 力 ・
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支配 力の 程度 には さまざ まな段 階が あるが ― 外側 か ら引 き起 こす、 外 側 で受 け と

め る、 と いう事 態 を表 わす もの が 多 いか らで あろう。 したが って、 この類 とみ とめ

られ る使 役表 現 は少 な いの だが、 あ る種 の限 られた事 態 にお いて はそ れ を叙 述す る

使役 文が 〈直 接対 象 が主語 の使役 〉 といえ る もので ある こ とが あ り、 その 中 には、

受身 との 接近 が感 じ られ る もの が い く らかは あ る。

 他方 、 受身表 現 の ほうは 〈直接 対 象が主 語 の受身 〉 だ とみなせ るもの は たいへ ん

多 いのだ が、 これ らの うち使 役 との接 近 が感 じ られ るのは ご くわず かで しか な い。

た とえば 次の よ うな受 身表現 は、 意 味 を近 く保 ったま ま使役 表現 に代 え るこ とは し

に くい。

(25)私 が 喋 り始め る と、 受話 器 を通 して は っ と息 を呑 む音 が して送 話 口が塞 がれ

  た。 (北 帰行)

(26)肉 のかたま りが食紅で染めO小 山のように盛迦 た。 (不 良少女 と

  よばれて)

(27)椅 子 にか けて いる男の膝 には、場所 柄 にな く白 と黒 との斑猫 が 一 匹丸 くな っ

  て抱 かれ て いた。 (伸 子)

(28)木 谷 はか な り前 か ら学校 を 出 ていな い 自分 が 中堀 中尉 か らみす て られて い る

  こ とを感 じとって い た。 (真 空地 帯)

(29)制 服 のデ モが広 場 いっ ぱい に涌 きあが る と、 富 士前 署 か ら トラ ックが駈 けつ

  け、 学 生 はキ ャベ ツの よう に片 っ端 か ら押 しこまれ、 運 び去 られ る。 (迷 路)

 これ らの受 身 文の主 語 「送話 口 」 「肉のか たま り」 「斑 猫 」 「自分 」 「学 生 」は、

は、 「(相 手 が)送 話 口 を塞 ぐ」 「(店 の入 が)肉 の か た ま りを染 め る/盛 る」 「

男が斑 猫 を抱 く」 「中堀 中尉 が 自分 をみす て る」 「警官 が 学生 を押 し込 む/運 び去

る 」 とい う他 動詞 文 で表 わ され て い るはた ら きか けの受 け手 にあ たる もの だが、 こ

れ らの事 態で は受 身文 の主語 「送 話 口 」 「肉 の かた ま り」な どは、 い わば一 方的 に

は た らきか けを`受 ける'存 在 で しか ない。 それ は、 主 語 が(25)～(27)の よう に物

や動物 で あ る場 合 だ けでな く、(28)(29)の よう に入 で あ る場 合 で もそ うで ある。受

身 表現 で表 わ され る こう いっ た事 態 は使役 動詞 によ って は表 現 しに くい もの で ある。

 お そ らくこう いつ た ことが 原因 で、 〈直接 対 象 を主語 とす る使 役 ・受 身 〉が 接近

す るこ とはそ れ ほ ど多 くはお こ らず、 接近 が み とめ られ るの はかな り限 られ た場合

にお いて なの で あろ う。 そう いっ たタ イプ と して は三つ の類 〈ア 〉～ 〈ウ〉が あ り

そ うで ある。 〈ア〉は、 直接 対象 にあ たる ものが人 で ある場 合 の一部 、 〈イ〉 は、

動詞 が 感情 的 なは た らきか けを表 わ す もの で、 直接 対象 にあ たる ものが感 情の 向か

う対象 と いえる ような もの の一部、 〈ウ〉は、 直接 対象 にあ たる もの が判断 の対象

といえ るよ うな ものの 一部 で ある。 それ ぞれ の詳 しい説 明 は3.4で お こな うこ

とと し、 ここで はそれ ぞれ次 の よ うな例 に使役 と受 身の接 近 が み られ る ことを示 し
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て お く。

〈ア 〉

{使 役}

(30)問 題 は私の 降伏 の意 志 を どう して 「敵 」 に表示 す るかで あつ た。 私が思 いつ

  い たのは、 や は り白旗 とい う古典 的 な方 法 であ った。 この時私 の 持物 で 白い

  もの といえば、 揮一 つ であ っ た。 そ れ も垢 と泥 によ ごれ、 茶褐 色 にな って い

  た。 この標 識 が通用 す るで あ ろ うか。 敵 は それ を遠 方か ら 「白旗 」 と認 め る

  で あろ うか。 ことに私 に障 害 と映 った のは、道 まで の一 町の泥 檸 で あった。

  米 兵 に曖昧 な標 識 を持 っ た敵 兵 と して、 私 を射 たせ る こ とな く、 この距 離 を

  渡 るこ とが で き るで あろ うか。 (野 火) [41―94』

  二 〔米 兵 に曖 昧な標 識 を持 っ た敵 兵 と して、 私が射 たれ る ことな く、 〕

(30)―a [米 兵 が 私 を 射 っ]

  -b私 が 米兵 に 私 を 射 たせ る

  一c私 が 米兵 に    射 たれ る

{受 身}

(31)佃 は 伸 子 の 問 い に か え つ て お ど ろ い た ら し く、 「あ あ こ れ はY・M・C・A

の 服 です 」 と手 短 に答 え た。 「―おや す みな さ るが いいで す よ。 疲 れが 出 た

の で しょう。 きっ と―心 配 され たか ら」彼 に手 伝わ れ て伸子 は外 套 をぬ い だ。

(伸 子)[27-108]

:〔 彼 に手 伝 わせ て伸 子は外 套 をぬ い だ。 〕

(31)―a [彼 が 伸 子 を 手伝 う]

  ―b伸 子 が 彼 に (自 分 を)手 伝 わせ る

  ―c伸 子 が 彼 に      手 伝 われ る

〈イ〉

{使 役}

(32)家 を立 派 に して、 家 族 のひ とたち をよ ろ こばせ て、 自分 の胸 の 中がす っ と し

  た つて、 貴 方 のそ の幸福 を っ くる為 に は、 幾 人か を犠牲 に して る事 にな るわ。

  それ を知 らん顔 す るな ンて ひ どい。 (浮 雲)

  :〔 家 を立 派 に して、 家族 の ひ とたち に よろ こばれ て、 自分 の胸 の 中がす つ

  と した つて、 〕

(32)―a [家 族 の ひ とたち 炉 それ を よろ こぶ7

  -bそ れが 家 族の ひ とたち を よろ こぼせ る

  ―cそ れが 家族 の ひ とたち に よろ こばれ る

{受 身}

(33)南 米 では ブ ラジル が強 国 と して周 辺 諸 国 に恐 れ られ る反面、 国家 間 の紛 争 に
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は調停 役 として期待 され る。 (貧 困の 精神 病理)

:〔 ブ ラジルが強 国 と して 周 辺諸 国 を恐 れ させ る反 面、 〕

(33)―a [周 辺諸 国 が ブ ラジル を 恐れ る]

  -bブ ラ ジルが 周 辺 諸 国を 恐 れ させ る

  一cブ ラ ジルが 周 辺 諸 国 に 恐 れ られ る

〈ウ〉

{使 役}

(34)急 に文 平 は快 活 ら しくな っ た。 …  。 天性愛 嬌 の あ る上 に、 清 しい艶 の あ

  るひ とみ を輝 か しな が ら、 興 に乗 つ て よ もや まの話 を初 め た時 は、 た しか に

  お も しろ い人 だ と思 わせ た。 (破 戒)

  :〔 興 に乗 って よ もや まの話 を初 め た時 は、 た しか にお も しろ い人 だ と思血

  並 た。

(34)―a[女 が 彼 を お も しろ い人 だ と 思 う]

  -b彼 が 女 に お も しろい人 だ と 思 わ せ る

  一c彼 が 女 に お も しろい人 だ と 思 わ れ る

{受 身}

(35)そ う言 って 由起 は微笑 ん だが、 どこか媚 び るよ うな その笑 み の蔭 には、 私の

言 葉の重 み を そっ と量 るよ うな醒 め た眼 が感 じられ た。 それ は また、 いつ も

何 か に怯 えて い る少 女の標 え を、 女 の表 情で押 し隠 そ うとす る構 えの よ うに

も感 じ られ た。 (北 帰行)

:〔 それ はま た、 …  構 えの よ う にも感ユ置 た。 〕

(35)―a[私 が それ を 構 えの よ う に 感 じる]

  -bそ れ が 私 に 構 えの よう に 感 じさせ る

  一cそ れ が 私 に 構 えの よう に 感 じ られ る

2. 2. 5  《E》 類

 《E》 類 は、 使役 文 と受 身文 とでそ れぞ れ の主語 が も との動詞 によ る文 にお いて

どの よ うな要 素で あ っ たかが異 な って いて、 な お使 役 と受 身 との接近 が感 じられ る

もの で ある。 〈使 役 と受身 とで主語 が 異 な る もの〉 と した。 た とえば 「子 ど もが親

の不在 に寂 しさを感 じる」 といつ た文 に対 す る 「親 の不 在 が子 ども に寂 しさを盛 豆

さ土 る 」 とい う使役 文 と 「親 の不在 で こ ども に寂⊥趣 感ユ拠 る 」 という受 身文

とは、 か な り近 い意味 が み とめ られ る。使 役 文 の主語r親 の不 在 」は 「こ どもが寂

しさを感 じる 」 とい う事態 を 引 き起 こす原 因 ・きつか け にな る コ トガ ラ的 な もので

あ り、 一 方受 身文 の主 語 「寂 しさ」 は 「こ ど もが感 じる 」対象 で あ る。 《E》 類 に

も三つ の 小類 を もう け た。 〈ア 〉は、 上 の例 の よ うにコ トガラが事 態 の原 因的 な も
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の、 〈イ 〉は、 〈ア 〉の一 種 では あ るが その コ トガ ラが人 や ものの属 性 な どの あ り

か にな っ て いる もの、 〈ウ 〉は、 受 身文 にお いて は っ き りと した主語 を感 じさせ な

いもので ある。 三 つ の小類 の特徴 につ いて も詳 し くは3.5で 検討 す るこ とに し

て、 こ こで は一応三 っ に分 けて例 を示 してお く。 それ ぞれ 次の よ うな用 例 に使 役 と

受身 の接 近が み られ る。

〈ア 〉

{使 役}

(36)し か し、 そ れ以上 に重 大 な のは、 この 時期、 一般 の 市民 が無邪 気 に信 じて い

  た ア メ リカ の生活 様式、 い いか えれば常 識 的な価 値観 が さ まざ まな方面 か ら

  ゆ るが され た こ とだ ろ う。 エ スニ ック問 題 の台頭 は、 かつ て民 族 の 「るっ ぼ」

  と信 じられ て いた この国 を、 民族 の 「サ ラダボ ール 」 と呼びか え させ る こ と

  になっ た。 (日 本 文化 と個 人主 義)

  :〔 エ スニ ッ ク問 題 の台頭 で、 …  この 国は、 民族 の 「サ ラダ ボー ル 」 と

  呼 びか え られ るこ とにな つ た。 〕

(36)-a [人 々が 問題 の 台頭 に よって この 国 を 呼 び かえ る]

  ―b問 題 の台頭 が (人 々に) この国 を 呼び か えさせ る

  ―c問 題 の台頭 で       この国が 呼び かえ られ る

{受 身}

(37)死 刑 を恐 れず といつ た彼 の 態度 にもかか わ らず、 「も し外 に出 た ら …  」

と いう発言 が、 期 せず して あ り、 無期 囚や 有期 刑 にな って、将 来 は社会 に復

帰 した いと いう希望 が潜 在 して い るこ とが 推測 され た。 (死 刑 囚の記録)

:〔 ～ とい う発 言 が、期 せ ず して あ り、 ～ という希望 が潜在 して いる こ と

を推測 させ た。 〕

(37)-a [私 が 発言 の 内容 か ら 希望 の潜 在 を 推 測す る]

  ―b発 言 の 内容が 私 に 希望 の 潜在 を 推 測 させ る

  ―c発 言 の 内容か ら   希望 の 潜在 が 推 測 され る

〈イ 〉

{使 役}

(38)父 は、 た まに そん な風 に帰 るべ き時で な い時 に帰 って きた とき、 妙 に我 が家

  にそ ぐわな い外所 外所 しい顔 を した。 それ は、私 をお どろかせ る こ とを気 の

  毒 が るよ うな弱 々 しい もの と、 主入 の 帰 りの用意 され ない我家 の明 らさ まな

  姿 を眺 め る という ような、 しんね り した 目っ き とを感 じさせ る ので あっ た。

  (素 足 の娘)

  :〔 それ には、 …  弱 々 しいもの と、 …  しん ね りした 目っ きとが 感 じ

  ち■Lる の で あ った。 〕
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(38)―a[私 が それ に しんね り した 目つ きを 感 じる]

  ―bそ れ が 私 に しん ね り した 目っ きを 感 じさせ る

  ―cそ れ に    しん ね り した 目っ きが 感 じられ る

{受 身}

(39)暗 闇 に眼 が馴 れ る と、 ぼん や りと男 の顔 が浮 かび上 が つて き たが、不 思議 な

こ とに その表 情 には、 あの冬 の 日に男 を醜 く見せ て いた兇 悪 な ものが、 少 し

も感 じ られ な か つた。 (北 帰行)

:〔 その表情 は …  兇 悪 な ものを、 少 しも感一 ユ た。 〕

(39)―a[私 が そ の表情 に 兇悪 な もの を 感 じる]

  -bそ の表情 が 私 に 兇 悪 な もの を 感 じさせ る

  一cそ の 表情 に    兇 悪な ものが 感 じ られ る

〈ウ〉

{使 役}

(40)そ の闇 の世界 はあ ま りに深 く、 あそ こ にはこの ま ま 「夜 明 け」 な どとい うも

  の は永遠 にめ ぐって こな いの で はない か と思 わせ るほ どだ った。 (メ キ シ コ

  か らの手 紙)[81―54]

  :〔 そ の闇の 世界 は あ ま りに深 く、 ～ と思 われ る ほ どだっ た。 〕

(40)―a [わ れわ れが 闇 の世界 の様 子 に(カラ) ～ と 思 う]

  -b闇 の世 界 の様子 が  (わ れわ れ に) ～ と 思 わ せ る

  一c闇 の世 界 の様子 ノセイデ (わ れ われ に) ～ と 思 わ れ る

{受 身}

(41)桜 並木 の 下を 通 って いるそ の小 径の周 辺 の草 は、 茂 り放題 に茂 ってお り、 夏

の草 い きれ は どん なだ った ろ う と想像 され た。 (宴 のあ と)

:〔 その小 径 の周辺 の草 は、 茂 り放題 に茂 ってお り、 ～ と想  せ こ。 〕

(41)―a[私 が その様 子 に よって ～ と 想 像 す る

  -b(そ の様 子 が)   (私 に) ～ と 想像 させ る

  ―c(そ の様子 に よっ て)(私 に) ～ と 想 像 され る

2.3 構文 的な 面 の ま とめ

 前 節 で述べ た 《A》 ～ 《E》 類 のそ れぞれ につ いて、 も との動詞 に よる文、 使役

動詞 によ る文、 受 身動 詞 によ る文の 要素 の関 係 を、 単純 化 しす ぎる き らいは あるが・

以下 の考 察 での言 及 の便 のた め、 略 号 を用 いて簡 単 に書 き表 して お こ う と思 う。 こ

こで使 う略号 は それ ぞれ次 の もの を表わす。 な お ここで二 重下 線 を付 して あ るのは・

使役 文 ・受身 文 の主語 にあた る要素 で あ る。

A:も との動 詞 の表わ す行為 の 主体
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P:

E:

G:

M

u

〃

〃

〃

行為 の対 象

行為 に とつての第 三者(注3)

行為 の 向 け られ る相手

行為 の きっかけ とな る コ トガ ラ

《A》 ― 第三者が主語の使役 受 身

KA1)〉

Aが Pを V七

 Eが Aに Pを Vt一 せ る

 堕 Aに Pを Vt一 れ る

((A2))

Aが Vi

 Eが Aを Vi一 せ る

 Eが Aに Vi一 れ る

《B》 一 持ち主が主語の使役 ・受身

((B1)〉

Aが EのPを Vt

 Eが Aに Pを Vt一 せ る

 躍 Aに Pを Vt一 れ る

((B2))

Aが EのPに Vi

 Eが Aを Pに Vi一 せ る

堕 Aに Pに Vi一 れ る

《C》 一 相手が主語の使役 ・受身

((c1)〉

Aが Gに Pを Vt

 G> Aに Pを Vt一 せ る

 鍵 Aに Pを Vt一 れ る

KC2))

Aが Gに Vi

 G> Aに Vi一 せ る

 鐙 Aに Vi一 れ る

《D》 一 直 接対 象 が主語 の 使役 ・受 身

〈ア>

Aが Pを Vt

ヱ塑 Aに  (Pを) Vt一 せ る

理 Aに(カ ラ)     Vt― れ る

〈イ>

Aが Pを Vt

堕 Aを   Vt一 せ る

ヱ」邑 Aに(カ ラ) Vt一 れ る

〈ウ>

Aが Pを ～ と(～ ヨウニ) Vt

ヱが Aに   ～ と(～ ヨウニ) vtせ る
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Pが Aに(カ ラ) ～ と(～ ヨウニ) Vt一 れ る

≪E≫

〈ア>

Aが Mに よ つて

一 使 役 と受身 とで主語 が異 な るもの

旦皇  (～ と(～ ヨウニ)) Vt

(カ ラノテ"/二/ノ セイテ")

Mが    (Aに)

Mに よ っ て

 (カラ/テ"/二/ノセィテ")

〈イ>

Aが Mに Pを Vt

雌(Aに) Pを

Mに     」i翌

〈ウ>

Aが Mに よって

(M�)

(Mに よ っ て)

Pを  (～ と(～ ヨウニ)) Vt一 せ る

工≧蚕  (～ と(～ ヨウニ)) Vt一 れ る

Vt― せ る

Vt― れ る

～ と(～ ヨウニ) Vt

(Aに) ～ と(～ ヨウニ)

(Aに) ～ と(～ ヨウニ)

Vt一 せ る

vtれ る

 使 役 と受身 が お こ りや す いか否 か にかか わ る条件 を、構 文的 な タイ プの面 を 中心

に、 意 味 的な こ とも い くぶ ん考慮 にいれ なが らみ て きた。 ここまで の観 察か ら次 の

ような傾 向をみ るこ とが で き る。

 まず、 《A》 ～ 《D》 と 《E》 とでは、 そ の主語 の面 で違 いが あ っ た。 前者 は使

役文 の主 語 と受身 文 の主 語 とが同 じで あるの に対 し、 後者 で は使 役文 と受身文 とで

主語 が 異 なって いる。 この こ とは、 《A》 ～ 《D》 にお いて は、 使役 表 現 を用 い る

か受 身表 現 を用 いるかが 叙述 の際 の主 語の 選択 とはかか わ らな い問題 であ るの に対

し、 《E》 では、 何 を主 謬 にす るか という こ とと使 役 ・受 身 いず れ の表現 を用 いる

か という こ ととが、 関連 の あ る問 題 だ とい う ことで ある。

 次 に 《A》 ～ 《D》 にっ いてみ る と、2.2.1お よび2.2.4で 述 べ た よ

うに、使 役表 現 の うちで その主 語 が`人 にな にか をや らせ る主体'と い う性格 のは

つき りしてい る もの、 お よび、 受 身表 現の うちで その主 語 が も との動 詞 の表 わす は

た らきか けの`受 け手'と い う性 格 の強 い もの にお いては、 使役 と受 身の接近 はお

こ りに くい。 これ らは いわ ば典型 的 な使役 表 現 ・受身表 現 で あ る とい え、 こう いつ

た表 現 におい て両者 の接 近が お こ りに くいの は む しろ当然 で あろ う。 それ に対 し、

使役 と受身 が接 近す る ような例 で は、 使役 文 ・受身 文 の主 語 が 当該 の 事態 にお いて
`人 にな にか をや らせ る主体'と も`受 け手'と もみ な しうる ような 存在 なの だ と
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思わ れ る。 なお、 《D》 の 〈イ 〉 〈ウ〉 を除 いて は使 役 文 ・受 身文 の主 語 が人 で あ

るこ とも特徴 で あ る。3で 用例 をみ なが ら確 か め て いこう と思 う。

 《E》 の使 役表 現 ・受身 表現 が叙 述 す る事 態 は、 も との動詞 によっ て表 わ され る

事態 が成 立す る原 因 ・きっか け とな る コ トガ ラ的な もの が存在 して い る(と 話者 が

み とめて いる)よ うな事態 で あ る。 これ につ いて は、 そ の コ トガ ラを 主語 に した使

役文 を用 いる ことに よっ て、 コ トガ ラか らのは た らきか け として事 態 を述べ るこ と

がで き、 ま たその 同 じ事 態 を、原 因 ・き つか け とな る コ トガラは あ くまで原 因的 な

もの と して 「～ によ って 」な どで表 わ して、 別 の ものを主 語 と した り、 また 《E》

〈ウ〉の よ う に文 中 に主 語 にあた る もの をたて る こ とな く受身 文 で表 現 す る こ とも

で きる とい う ことだ ろう。

 使役 と受身 の接近 が お こ りや す くな る条件 の うち主 に構 文的 な面 か らは おお よそ

上 の よ うな傾 向が、 これ まで に示 した用 例か らも うか が え るの だが、 もち ろん、 こ

れ らの構 文的条 件 の場合 にお いて さえつ ね に接 近 が起 こる とは限 らな いの は言 う ま

で もな い。 こう いつ た一単 文 内で の構文 的な 条件 に加 え、 複文 的な 文 にお いて は当

該 の使役 ・受身表 現 に先 行 あ るい は後行 す る部 分 か らの影 響 を受 ける こ とが あ ろう

し、 また その 文の前 また は後 ろ に くる文 か らの文 脈的 な影 響 もあ ろう ― それ らは、

文構 造 的(《E》 類 にお ける主語 の 選択 な ど)に も、 あ る いは 意味的(迷 惑性 ・支

配性 ・放 任 性 な ど)に も関係 して くる ― 。 ま た、 個 々の 動詞 の語彙 的 な意味 や そ

の文中 で の形、 コロ ケー シ ョンな ども関 わ るこ とが あ り、 さ らに はそ こで表 わ され

てい る事 態 に関 わ つて い る人 と入、 人 と コ トガ ラな ど との 関係、 そ の間 の`は た ら

きか け性'や`受 け手性'な ども要 因 とな りそ うであ る。

 使 役 と受 身 の接 近 とい う現 象 に は、 こう いっ たさ まざ まな こ とが複 合 的 にかか わ

って いる にちが い な く、 そ れ らに も とつ く総 合 的 な研究 は さ らに今後 考 察せ ねば な

らな い課 題 で あるが、3で は、 《A》 ～ 《E》 の類 を順 にみて いき、 先 に述 べ た構

文 的な面 の傾 向を用 例 をみ なが らさ らに確認 し、 また、 そ の他 の要 因の うち個 々 の

例 に関わ つて気づ か れ る こ とを い くつか ノー ト風 に書 き とめて い くこ とにす る(注

4)0

3 使役 と受身の接近

 使役 と受 身の接 近 が起 こる例、 起 こ らない例 を各類 ご と にい くつか 例 を あげ、 関

わ って い る要 因 を考 えて い くこと にす る。 な お、 各類 を述 べ る節 の最 初 に、 その類

に相 当す る構 文(2.3で 挙 げ た もの)を 再 度示 してお く。

3.1 《A》 類

3.1.1 ((A1))
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― 第 三者 が主 語 の使役 ・受 身(他 動 詞の 場合)

Aが Pを Vt

 Eが Aに Pを Vt一 せ る

 Eが Aに Pを Vt一 れ る

 先 に もふれ たが、 《A1》 で も 《A2》 で も、 rE」 は、 も との動詞 によ る文 「

Aが Pを Vt」rAが Vi」 で 表わ され る事 態 に とって直 接 の参与 者 では ない

という意味 で は 「第 三者 」 といえ るわ けだが、 その事態 に全 く無関係 な人間 な ので

はな く、 「A」 の行 為 に何 らか関 わ りの あ る存在 で ある。 「A」 の行 為 を 「E」 が

とめ られ るあ るい は避 け させ うる立場 にあ りなが らもそれ がで きな か つた、 そ して、

「A」 の その行為 が 「E」 には望 ま し くない もの ・喜 ば し くな い もの であ る という

ような とき、 使役 表 現 と受身表 現 が接 近す る よ うに思わ れ る。

 この類 の使 役表 現 の うち受身 表現 との接近 が感 じられ る もの に次 の ような もの が

ある。

(42)(盗 人 が、 ある男 を薮 の中 に連 れ込 ん で縄で杉 の木 に くく りっ けた こ とにっ

  いて後 日述 べ て いる場面) 縄 です か?縄 は盗 人 の有 難 さ に、 何 時塀 を越 え

  るか わか りません か ら、 ち ゃ ん と腰 につ けて い たの です。 勿論 声 を出 させ な

  い為 に も、 竹 の落葉 を頬 張 らせ れば、 外 に面倒 は あ りませ ん。 (薮 の 中)

  [80-55]

  :〔 勿 論声 を出 され な い為 に も、 竹 の落 葉 を頬 張 らせ れ ば、 外 に面 倒 は あ り

  ませ ん。 〕

(43)彼 は まだ どこか に逃 げ てい るが、 金が な くな る まで には、 必ず、 さだ子 の

  と ころ に会 いに くるはず だ と思 う。 …  。 この 見込 み に 自信 は あっ た。

  が、 や は り不 安 はっ きま とう。 思 いき つて、 さだ子 ひ と りの時 に会 って 事

  情 を打 ち明 け よ うか と思 っ たが、 やは りよ した。 こ んな場合 、 女 が こち ら

  の 側の 味方 をす るこ とは、 まず、 あ る まい。 み すみ す犯 人 を逃 がす手 伝 い

  を させ るよう な ことが今 まで 多 かっ た。 (張 込 み)[82-53]

  :〔 み すみ す犯 人 を逃 がす 手 伝 いをさ」生る ような こ とが今 まで 多 かっ た。 〕

(44)自 分の 肉体 の純 潔が破 られ た、 という風 にで はな く、 誰 も知 らな い私 と いう

  もの を、 彼 だ けが知 って い るそ の権 利 を持 たせ た、 とい う ことで、彼 を憎 悪

  す るものが あ った。 出来 るな らば、 この 男だ け世 の 中か ら除 けて しま いた か

  っ た。 (素 足 の娘)

  二 〔彼 だ けが知 って い るその 権利 を持 たれた、 〕

(45)し か し佳 穂 は この機会 を逃 した くはな か った。 今 それ(金 ノ援 助)を 頼 め るの は

  仁 科 しか いな かっ た。 星野 は陣 いた。 結局 は金 の あ る人 間 だ けが踊 るの だ ろ
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う か。 「僕 は いや だ。 仁科 に(金 ヲ)出 させ る位 な ら、罷 め て も らう 」こ こまで

きて、 彼女 を また仁科 に結 び合 わせ る のは厭 だ った。 どんな関 係 も持 たせ た

二 はな か った。 (花 霞) (「 〔金 ノ援 助)」 「(金ヲ)」は早津 が補 っ たもの)

:〔 どんな関 係 も持泌 はな か っ た。 〕

 これ らは`放 任 の使役'な ど といわれ る もの に類 す るが、 「A」 の 行 為 た とえば

「男が 声 を出す 」 「女 が(犯 人逃 亡 の)手 伝 い をす る」 「彼 が その権 利 をもっ 」 「

彼女 が仁 科 との 関係 を もっ 」 とい う事 態 が 生 じるのを許 す か どうかは あ る程度 「E」

(「 私(盗 人)」 「こち らの側(=警 察)」 「私 」 「僕(=星 野)」)の 関与 しう

ることで あ り、 それ ゆえ使役 動詞 が用 い られ て いるの だ ろ う。 しか し一 方、 そ う い

った行 為 を 「E」 は迷惑 ある いは不 本意 な が らも蒙 らねば な らな い立 場 だとも感 じ

られ るの で受身 動詞 によ って も表 現 す る こ とがで き、 その場 合迷 惑性 や 不本意 性 が

やや前 面 に感 じられ るよ う になる。 それ に対 し次 の 「犬 に食わ せ る』の 例の よ う に、

rE」 が 不特定 者 で あ り 「犬が病 人 を食 う 」行 為 が 「E」 にとって と りたて て迷惑

で も不 本 意で もな い よう な ものは 受身表現 が不 自然 で あ る。

(46)病 人は、 依然 と して、 眼 を つぶ った 侭、 顔 の筋 肉一 っ動 か さな い。 …  「

  それ じゃ、死 んで い るの さ」次郎 は 、 三度 白い歯 を見せ て、 笑 っ た。 「死 ん

  で いたつて、 犬 に食 わせ る の は、 ひ どいや ね 」(楡 盗)

  :〔?死 ん で いた って、 犬 に食姫 の は、 ひ どいやね)

 一方 、 この類 の受身 表現 の例 で 使役表 現 との接近 が感 じ られ るの は次 の ような も

ので あ る。

(47)け れ ども、 父 がや っ と落着 いてい る こち らの生 活 を壊 した くな い と思 うの も

  無 理 はな い と思 え た。 小ち ん ま りと した きれ い事 の 暮 らし、 それ は、 今一 人

  の 人間 が この 上 にま じって も壊 れ る程度 の もの にち が いなか っ た。 ご たご た

  と した祖母 たち の雰囲 気 を持 ち込 まれ る ことは、 世 間 の体裁 も悪 い にち が い

  な い。 (素 足 の娘)

  :〔 ご たご た と した祖 母 たち の雰囲 気 を持 ち込 ませ るこ とは、 〕

 ここ で は 「A」 の行 為(「 祖 母 た ちの雰 囲 気 を持 ち込 む 」)に 対 して 「E」(「

父 」)が 制御 力 ・支配 力 を持 ち得 るよ うな状 況 で あ り、 これ は使役 で も表 現す る こ

とが可 能 であ る。 「祖母 た ち 」が 現在 離れ て暮 らして い る 「父 」の と ころ に身 を寄

せ るか い なか は、 「祖母 た ち 」だ けの意 向 で決 め られ る こ とで はな く、 「父 」の裁

量 にか か って いて 「父 」が許 可す る ことが必 要 なの で ある。

 これ に対 し、 次の 受身 表現 の例 は使 役表 現 で は いいか え に くい。(48)で は、 「親

類 たち が 勝手 な まね をす る こ と」 に対 して を 「葉子 」は積極 的 に阻止 した りしよう

とせず、 「見 向 き も しな いで黙 つて いた 」 とい うのだ か ら、 一方 的 に受 け る姿勢 で

ある。 この文脈 で使 役 にす る こ とが 不 自然 な のは その ため だろ う。(49)で は、 「肴
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を切 る包丁 で蛇 を切 る」 こ とは、 その包丁 を普 段使 って いる 「女 中 」 の許 しが 必 要

とな る とも考 え られ るの だが、 この場 面で は もはや 避 け よう もな く、 「～ と困 る」

とい う表 現 に もうか が え るよう にや は り女 中 は受 け手 と しての性格 が 強 い。

(48)住 居 は住 居で、 葉 子の洋 行 後 には、両 親 の死後 何 か に尽力 した という親 類 の

  某 が、 二束 三 文で譲 り受 け る事 に親族 会議 で決 っ て しまった。 少 しばか りあ

  る株券 と地 所 とは愛 子 と貞 世 との教育 費 に充 て る名 儀 で某 々が 保管 す る こ と

  にな った。 そ んな勝手 放 題 の まねを され るの を葉 子 は 見向 き も しな いで黙 っ

  て いた。 (或 る女)

  :〔?勝 手放 題 の まね をさせ るのを葉 子 は見 向 きも しな いで黙 って いた。 〕

(49)そ の娘 は女 中 だっ た と見 え て、稽 古 に隣へ 来て い る と云 う外 の 娘達 と同 じよ

  うな湯 帷子 を着 た上 に紫 の メ リンスで くけた裡 を掛 けて いた。 肴を切 る 包丁

  で蛇 を切 られ て は困 る とで も思 つたか、 娘 は抗議 を す るよ うな 目附 きを して

  主人 の顔 をみ た。 (雁)

  :〔?肴 を切 る包丁 で蛇 を切 らせ ては 困 る とで も思 っ たか、 〕

 な お、 上 にあげ た使役 と受 身 の接近 が み られ る用 例か らうかがえ る よ うに、 この

類 の用例 で用 い られ て い る動詞 には、(42)「 声 を 出す 」(43)「 手 伝 い をす る」(44)

「権 利 を もっ 」(45)「 関係 を もっ 」(47)「 雰 囲気 を持 ち込 む 」の よう に 「Pを V

t」 と いう形 を とる他 動詞 では あるが他 へ のは た らきか け性 とい った ものが希 薄 な動

詞 で あ るこ とが多 い。 ま たこれ らを含 め、 使役 ・受 身の接 近が み とめ られ る例 では

ほ とん ど 「P」 が省 略 され る ことな く明示 され て いる。 こ れは、 「Pを Vt」 とい

う動 作 の主体 であ る 「A」 が ほ とん どの例 で 明示 されて い な いの と対 照的 で あ る。

「A」 が 「P」 にとっ て広 い意 味 で の所有者 であ るので 明示 す る必 要 が それ ほ どな

い という こ となの だろ うか。 ここで所有 者 というの は 「A」 と 「P」 との問 に、(4

2)で は 「男の 声 」、(43)「 女の手 伝 い(蓄 助)」 、(44)「 彼 の権利J、(45)「 彼 女

の 仁科 との関 係 」、(47)「 祖―母埜 の雰 囲気 」 といった関 係 が ある こ とをさ して い

うの だが、 《B》 類 との近 さ を感 じさせ る。 な お、使役 と受身 の接 近 がみ とめ られ

な い(48)に お いて も 「Pを Vt」 が 「まねをす る 」であ り、 「親 類 たちの 勝手 放題

の まね 」であ って、 その点 では(42)～(45)(47)と 同様 で あ る。

3.1.2 ((A2))

― 第 三者 が主語 の使役 ・受 身(自 動 詞の 場合)

 Aが Vi

Eが Aを Vi一 せ る

Eが Aに Vi一 れ る
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 この類 で も、 使 役 文 ・受 身 文の主 語 が 「Aが Vi」 とい う事態 にと って の第 三者

で あ る とはい うもの の、 「E」 と 「A」 とは、 密 接 な関係 にあ るもの、 た とえ ば[

親 ―子]、 [夫 一妻]、 [上 司 一部 下]、 [自 分 一級 友]、 [女 性 一憧 れ の人物]、

[男 性 一女友 だち]な どの例 が多 い(注5)。

まず 、 使役 の例 の うち、 受身 との接近 の感 じ られ る もの。

(50)「 それ は心細 かっ た と思 うわ。 で も、 あ た しに く らべ た ら、 あ な たなんか 恵

まれす ぎて る くらい よ。 あ た したちが満 州 か ら引 きあ げて来 た時 なん て、 思

い出 して も泣 きた くな るわ。 生 まれて 一年 めの 男の 子 を死 なせ て しまう し。 」

(よ き隣人)

:〔 一年 目の男 の子 に死 なれ て しま う し。 〕

(51)ぺ んぺ ん草 の實 ほ ど もな い血 筋や とは 思 うて も、 お のれ の血ひ いた ただ一 人

  の 子を死 なせ て、 な んで この よそ の子 に、 「お父 は ん、 」 と呼 ば れなが ら立

  ち す くむの で ござ りませ うそ。 (お は ん)

  :〔 お のれ の血 ひ いた ただ一 人の 子 に死 な れて、 〕

(52)あ とか たづ け を して い たおば さん は、雑 誌 を手 に とつて、 ゆ き子 の指差 した

  目次 を眺 め た。 おば さん は、 お しげ さん と云 った。 二入 の息子 を戦 死 させ て、

  魚 の行 商 をや って いた。 つ れ あ いには、 この春亡 くな られて い た。 (浮 雲)

  :〔 二人 の息 子 に戦死 され て、 〕 (注6)

 この例 では、 息子 の死 は使 役動 詞 で表現 され て い るの に対 し、 夫の 死 につ いて は、

「っ れ あ い に亡 くな られ て い た」 と受 身動 詞 で述べ られ て いる。 「亡 くな る」にっ

いては 「亡 くな らせ る」 とい う言 い方が そ もそ もな じまな いの で、 そ の ため受 身動

詞が使 われ て いるの か も しれ な いが、 か りに 「死 ぬ 」 を用 いて 「っれ あ い もこの春

死 なせ て いた 」 と して も この 文脈 で は不 自然 な感 じがす る。 息子 と夫、 戦 死 とそ う

でな い死 とい うこ とが関係 して い るのだ ろうか。 妻 の立場 か ら夫 の死 が述 べ られて

いる次 のふ たっ の例 の うち、(53)で は受身 動詞 「死 なれ た 」が(54)で は使役 動詞 「

死なせ る 」が 用 い られて い るが、 どち らも使 役 と受 身の接 近 は感 じ られ ない。(53)

で は、 夫 の死 に対 して 「お貞 」は お そ ら く引 き起 こ し手 で はなか つた の だろ うが、

(54)で は、 「環 夫 人 」は 「亭主 が 料理屋 の 一室 で はな く病 院 のベ ッ トで死 ぬ 」よ う

に積極 的 に動 こう と して い る。 そ ういっ たこ とか らくる違 いだ ろうか。

(53)(お 貞 は)前 田家 の奥 で、 三十 まで勤 め て、 夫 を持 ったが間 もな く死 な れて

  しまっ たと云 う。 (雁)

  :〔?三 十 まで勤 めて、 夫 を持 っ たが間 もな く死 なせ て しまっ た と云 う。 〕

(54)「 僕 は今、 女 の虚栄 心 という もの にっ いて考 えて い た ところだ。 …  。 環

  夫 人 は亭主 の死 期 を た とえ 早 めて も、 亭主 を料 理屋 の 一室 では な く病 院 のベ

  ッ トで死 な せ た いわ けだ。 僕 の情 か ら言 えば、 古 い友人 の命 は ま こ とに惜 し
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い。 …  。 しか しだな、 人 の細君 の虚栄 心 の前 に は、 友人 と いえ ども友情

を押 し売 りにす るわ け には行 かん の だ。 」(宴 の あ と)

:〔?亭 主 の死 期 をた とえ早 めて も、 亭主 に料理 屋 の一室 で はな く病 院 のペ

ッ トで死 なれ た いわ けだ。 〕

次 の例 は使役 動詞 の例 だが、 小 調査 で は受 身 を選ん だ人 が きわ めて 多か っ た。

(55)「 そ うそ う。 昨 日の今 日 とい うこ とだ ろう。君 が 自殺 少年 の記 事 をお く り、

局長 が その次 の朝 、 また 自殺 にぶ つ か ったん だか らな。 それ で 今朝 の会議 は、

そ の話 で もち き りだった。 あげ くの はて に、少年 の 自殺 を とりあげ てみ よ う

とい う ことにな っ たん だ。 うちの 社 の者 のな か にだ つて、や ば い親 が い るだ

ろ う。 子 ども を 自殺 させ ぬ うち に、 と りあげ てみ よ う という意 見 まで あって

ね。 」(死 に たが る子)[23―132」

:〔 子供 に 自殺 され ぬ うち に、 〕

 「子 ど もが 自殺す る」 とい うこ とは、 「戦 争 で死 ぬ」 「病 気で死 ぬ 」な どに比べ

て親 にとって精 神的 な負担が 大 き い もの と感 じられ て、 そ の不本意 性 ・迷惑 性 を表

わす もの として受身 動 詞の ほ うが 自然 だ と判 断 され たの だ ろ うか。 それ に対 し次の

(56)の よう に、 親が 子供 の行 為 に対 して監 視 者 ・責任者 とい う要素 が 強 いよ うな ら

ば使役 もふ さわ しい か も しれな い。

(56)諒 子が 居て も居 な くて も、 父 とは何 の関係 もな い毎 日で あつ た。 しか し父 は

  や は り、 置 き去 りにされ、 見捨 て られ て しまう孤 独 を感 じて い た。理 屈 はみ

  な解 って いる。 若 い者 が 自分 の新 しい生活 を求 め て親 をはな れて い く。 そ の

  事 に何 の不思 議 もな い。 したが って、 諒 子 を行 かせ た くない気 持が あ って も、

  自分で それ を抑 え よう と して いた。 (そ の最後 の世 界)[90―45]

  :〔 諒 子 に行 かれ た くな い気 持 ち 〕

次 の例 も(55)同 様 、 小調査 で は受 身が 比較 的 多 く選 ば れ て いる。

(57)曽 田は 夕食後 事 務室 へ週 番士 官が 安西 二等 兵 の処分 を どうす る だろう か をう

かが い にお りて行 つたが、 週 番士 官 は む しろ安西 を徒 らに刺激 して逃亡 させ

る.ような こ とにな って は、 最 初 の学徒 出陣 に傷 をっ け るこ とに なるの で ただ

それ を おそれ て い るようだ っ た。 (真 空 地帯)[55-80}

:〔 安 西 を徒 らに刺 激 して逃 亡 され るよ うな こ とにな つては、 〕

 この例 の構 文 的な性 質 をみ る と、 r安.西、を徒 らに刺激 して 」が先行 して いるの で・

その ヲ格 を保 った まま 「逃 亡 させ て 」 とす るほ うが 自然 だ と感 じ られ る という こ と

が あ る。 また一 方、 意味 的な面 を考 える な らば、 「ただそ れ をおそ れ て いるよ うだ

った 」 という表現 に続 くことに もう かが え るよ うに、 「週 番士官 」に とって は 「安

西 が逃 亡す る 」 ことは起 こつて欲 し くな い事 態 であ るため、 そ ういっ た事態 を受 け

るこ と になる という迷惑 性 を表 現 す る もの と して 「逃亡 され て 」 とい うこ とも 自然
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であ ろ う。 ただ し後 者 の場合 、格 関 係 を うる さ く考 えれ ば、 「週番 士官 は安西 を徒

らに刺激 して安酉―㈹ ―に逃血 る」で あろ う。先行 す る部 分 か らの影響 とい う

こ とで は次 の例 も、 「死 なせ て」 は 「お母様 を …  い じめ て、 困 らせ、 」 とい う

「母 」 に対 す るは た らきか け を表 わ す表 現 に続 いて お りこれ は受身動 詞 にす る と不

自然 にな る。

(58)こ んな い いお母 さまを、私 と直治 と二 人 で い じめ て、 困 らせ、 いまに死 なせ

  て しまうの で はなか ろ うか と、 ふ うつ とた ま らな い恐怖 と心配 の雲 が胸 に涌

  いて、 …  (斜 陽)

  :〔?二 人 で い じめて、 困 らせ、 いま に死 なれ て しまうの では なか ろ うか と〕

 か りに この部 分が 「お母様 を …  い じめ て、 困 らせ る と、 いま に死 なせて しま

う」 とな っ て いれ ば(つ ま り複 文 的で あ るこ とが よ りは っ き り して いれ ば)、 「お

母 様 を …  い じめ て、 困 らせ る と、 い まに(お 母 さま に)死 な れて しまう 」の よ

うに受 身 動詞 で表 わす こ ともで きそ うで ある。

 次 の例 で は、 も との動詞 によ る文 と しては 「岡 田が(お 玉 の前 を)行 き過 ぎる 」

を考 え る ことがで き るが、使 役 動詞 な らば傍観 の気持 ち、 受身 動詞 な らば残 念 な気

持ち を強 く感 じさせ るだ ろ うか。

(59)そ こへ 丁度 岡 田が通 り掛 か つて、 帽 を脱 いで会釈 を した。 お玉 は帯 を持 つた

  ま ま顔 を真 っ赤 に して棒 立 に立 って いたが 、何 も言 うこ とが 出来 ず に、 岡 田

  を行 き過 ぎさせ て しまった。 お玉 は手 を焼 いた火 箸 をほ う り出す よう に帯 を

  棄 て て、 雪踏 を脱 いで急 いで上 が った。 (雁)[57-78]

  :〔 岡 田に行 き過 ぎ られて しまっ た。 〕

 次 に受 身動 詞の例 を示す。 使 役 で も表 現 で きそ うな もの と して次 の よ うな例が あ

る。

(60)(悟 は)ま 新 しい浴 衣 きて、 ほん に、 どこぞ祭 にで も行 きます や うな姿 の ま

  ま、 そ こに寝 て たので ござ ります。 な にや ら私 は、 わ が身 もそ こに引 き込 ま

  れ るよな心持 にな りま して な ア、 「悟! 俺や、 お前 のお父 は んや、 」 と掻

  き 口説 くよ に聲 お と して、 枕 も とに縄 りま した。 わ が子 に死 な れ る と申す こ

  とは、 まア こなな 心持 や と誰が 言 うて くれ ま した らうそ。 (お はん) [21-

  114]

  :〔 わが子 を死 なせ る と申す こ とは、 〕

(61)「 それ まで ウィ スキー を あお りなが ら、 何 事 が起 こ って も慌 て ち ゃいか ん、

  オ レに まけせ てお け、 と豪 傑風 を吹 か して いたの に、 庭 に引 きず り出 され た

  ら、 そ いっ が ま っ先 に泣 き出 した んだ。 へ たに取 り乱 され た ら全員 の命が危

  な い ところだ っ たので、 オ レたち は必死 で取 り押 え た」(サ イ ゴンの いち ば

  ん長 い 日)
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:〔 へ た に取 り乱 させ た ら全 員 の命 が危 ない とこ ろだ ったの で、 〕

(62)そ の ため に道 は二っ。 一っ は今上 が東宮 に譲 位 して 東宮位 をあ ける よう にす

  る こ と、 もう一つ は現 東宮 を廃 太子 に導 くこ と、 で あ る。 だが 前者 の方 が よ

  り賢 明 であ る こ とは考 え る まで もな い。 現東宮 は 一条 帝 よ り四歳 の年上 だか

  ら、 即 位 され て も短 期 在位 で終 わ らせ る こ とが出来 る、 無 理 に廃太 子 な ど と

  い う強 硬手 段 に出る こ とは な い。 (大 鏡 の人 び と)

  :〔 即 位 させ て も短 期在位 で終 わ らせ る ことが 出来 る、 〕

(63)二 七歳 の時、 女友達 の ひ と りが 妊娠 した。 女が 結婚 して くれな けれ ば強姦 で

  告 訴 してや る と言 った の に腹 を立て、 女 の腹 を蹴飛 ば した ら、 女 は流 産 した。

  医 者 に行 かれ る と証 拠が 残 る と思 い、 薬 草 を買 い与 えて、女 の 故郷 へ送 り返

  した。 (貧 困 の精神病 理)

  :〔 医者 に行 かせ る と証拠 が 残 る と思 い、 〕

(64)私 はそ の子 を どう して もブ ラ ンコ に乗 せ た くて、 自分 の順番 が まわ って くる

  と、 そ の男 の子 を藤棚 の ところ か らは が してブ ラ ン コに乗せ よう と引っ ぱ り

  にい つて ワー ワー泣 かれ た思 い出 があ ります。 で もその 子 は、 っ いに どう し

  て も乗 りませ ん で した。 (弁 護 士 にか け た夢)[45―90]

  :〔 引 っぱ りにいっ て ワー ワー泣 かせ た思 い出が あ ります。 〕

 上 の(62)で は、 実 際 には東 宮が 天 皇 に即位 す るこ とには おそ ら く道 長 が積極 的 に

関与す る わ けだが ら、 その はた らきか け性 を表 わす もの と して 「即位 させ る」 とい

う ことも で きるだ ろ う。(63)は 、 「行 かせ る 」 にす る と、 「薬 草 を買 い与 えて 」 「

故郷 へ送 り返 した 」 とい う後続 の他 動 詞文 の表 わす積 極性 とあ い まって、 いわ ゆる

`放 任 の使役'と も いえず や や強制 的な意味 あ いが感 じ られやす く
、 この文脈 で は

不 自然 か も しれ な い。 「行 か れ る」 な らば女 の勝手 な行為 で男 はそれ を望 んで いな

い とい う意味 あいが感 じられ る。(64)に 対 して は小調査 で 使役 動詞 も比較 的多 く選

ばれ て い る。 これ には、 先 行す る箇 所 に 「男 の 子を藤棚 の とこ ろか らはが す 」 「男

の子 を ブ ラン コに乗せ る」 「男の子 を引つば りにい く」 という、 「私 」か ら 「男 の

子J'へ の 積極 的 なは た らきか けを表 わ す表現 が あ るこ とが 関 わ って い るよう に思わ

れ る。 す なわ ち、先 行 す る部 分 が事 態 の`引 き起 こ し手'を 主 語 と した表現 で あ る

ため、 そ の主語 の ま ま意味 的 に も同 じ性 質 を保 って表現 す る とすれ ば、 使役 表現 が

ふ さわ しいと考 え られ るか らで あ る。 しか しな が ら、 この 例 で 「私 」は泣 かせ よ う

と思 って 「引 っぱ りに いった 」ので はな く、 いっ も仲 間 はずれ にされ て ブラ ン コに

乗 せて も らえ な い男の子 を何 とかブ ランコ に乗れ る よう に して や ろ う と して引 っぱ

りにいつ たの で あ り、 「男 の子が 泣 いた」 こ とは 「私 」 に とって、 意外 な こ とで ど

う して よ いか わか らな くな って しま い困って いる事 態 で あ る。 そ う いう意味 的 な面

を考 え る と受 身の ほ うが 自然 だ とい うこ とにな るの だろ う。
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次 の例 は使 役表 現 にす る と不 自然 に感 じ られ る例で あ る。

(65)殺 人事 件 は、 す ぐ近 所 に知 れ わた り、刑 事 が張込 な よう にな りま した。 妹 が

自首 しろ と言 う か ら、何 を言 うか、 犯 人 はお前 の夫 だ と言 う と、 妹 は主 入 に

行 かれ る と困 る と泣 くんで す。 (死 刑 囚の 記録)

:〔?妹 は主 人 を行懲 と困 る と泣 くんです。 〕

(66)彼 はま るで木 谷 に上 にあ一 の をふせ こ う と して寝 台 の上 に身 体

  をの ば して いる かの よ うだ った。 (真 空 地 帯)

  :〔?彼 は まるで木 谷 に上 にあが って こさせ るの をふせ こう と して)

 上 の(65)で は、 「妹 」は夫 の行 為 に対 して影 響 力 を もち えず、 受 け る立場 で しか

な い こ と、 「行 かれ る と困 る」の よう に続 いて い るこ とな どのため で あ ろう。 《A

1》 の(49)も 「切 られ ては困孟 」で あっ た。(66)も 、 「～ をふせ こ う と して 」 とい

う表現 に続 いて い る ことか らもうかが え る よう に、 「木 谷 が上 にあが って くる 」 こ

とは 「彼 」に とつて で きれば避 けた い迷 惑 な事 態 で ある。 その ため(65)(66)は 受身

表現 の ほ うが ふ さわ しいの だろ う。

3.2 《B》 類

3. 2. 1  ((B1))

一 持 ち主 が主語 の使役 ・受 身(他 動 詞 の場 合)-

 Aが EのPを Vt

Eが Aに Pを Vt一 せ る

Eが Aに Pを Vt一 れ る

 手元 の用例 で使 役 ・受 身の接 近 がみ られ る もの には、 この 《B1》 《B2》 が他

の類 に比 べて 多 い。 「A」 は ほ とん どが 人 だが 、 その他 に 「雨 」 「風 」な ども あ り、

いず れ の場合 も使 役 ・受 身 と も 「Aに 」 の形 で文 中 に明示 され て いる こ とが 多 いの

が気 づ かれ る。

 使 役構 造 の文 で受 身で も表現 で きそう な もの には次 の よ うな もの が あ る。 これ ら

で は、(67)「 按摩 が かつ の腕 を揉 む 」(68)「 他 人 がわ た しの思 う こ とを邪 魔 す る」

(69)「 人 々が 太住 里 豊 の特 異 な存 在 をみ とめ る 」(70)「 女 中が(客 並 の)話 を聴

く」(71)「 おか よが私の 思 いを知 る」よ う にな るこ とに対 して、 「かつ 」 「わ た し」

「大 住軍 曹 」 「客 たち 」 「私 」 はそれ を積 極 的 に引 き起 こ した り、 あ る いは と どめ

た りす る こ とが でき る立場 にあ る と考 え られ る。 そ う した`引 き起 こ し手'と いう

面 を と らえて、 「かつ 」な どを主語 に した使役 表現 が な されて い るの だろ う。 そ の

一方 で、 これ らの事 態 にお いて は、 「かつ 」 「わ た し」な どは 「按摩 」 「他 人 」な

どか らの はた らきか け を受 けて い るとも考 え られ る。 こ う した、 `受 け手'と して
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の面 もた しか にみ とめ る ことがで きるので、 それ を主語 と した受 身表 現 も自然な も

の と感 じ られ るので あ ろ う。 なお(67)に つ いては、(74)と の関係 で後 に も触 れ る。

(67)「 一寸 私 が脅迫 をや りま してね。 そ れ で もう大丈夫 なの 」か つ は山崎 の返事

  も きかず に、 う しろ向 き にな つて、 按摩 に腕 を揉 ま せな が ら、 更 にこう言 っ

  た。 (宴 のあ と)

  :〔 かつ は …  按摩 に腕 を揉 まれ な が ら、 〕

(68)多 津枝 は掴 ん だ ズボ ンご と相 手 の膝 を ゆす ぶっ た。 「わ た しは今 日まで、 し

  よ うと思 う こ とは誰 にも邪 魔 させ な い でや って来 た のは、 あ ん た知 っ て るで

  しょう。 わが ままだの、 困 り者 だの といわ れて も、 それ で押 し通 して来 たん

  じやな いの。 …  」(迷 路)[87-48]

  :〔 しよう と思 うこ とは 誰 に も邪 魔 され な いでや つ て来 た 〕

(69)そ れ故 に大住 軍 曹が 中隊 にあっ て しば しば横車 をお し乱暴 を は た らき、 そ し

  て 自分 の特異 な 存在 を人 々 にみ とめ させ て きた こ とな どは全 くか え りみ られ

  なか つた …   (真 空 地帯)

  :〔 自分 の特 異 な存在 を人 々 にみ とめ られ て きたこ とな どは 〕

(70)こ み い った事 情 らしいが、 事 が らよ りも主 に悪 口 で、 悪 口の ほ うは明 け っぱ

  な しな大声 と笑 いで話 され、 事 が らの ほ うは聴 き と りに くい。 来 たば か りの

  女 中 に聴 かせ た くな い話 ら しい とか ん ぐつ て、 梨花 は染香 さん の した くを手

  伝 う。 (流 れ る)

  :〔 来 た ばか りの女 中 に聴 かれ た くな い話 らしい とかん ぐつ て、 〕

(71)こ なな 私 の心 は、 私 にも合 鮎 が まゐ りませ ぬ。 ほん の いまの い ままで、 あの

  や う に思 うて た こ とで ござ ります の に、 そ のわが胸 の中 の思 ひ を、 一 と きの

  問 で も この お か よに知 らせず にす む た め には、 私 は その とき、 もうわ れか ら

  飛 びつ いて、 どな な ことで も しての け たや ろ と思 ふ ので ござ ります。 (お は

  ん)[8-127]

  :〔 その わが胸 の 中の思 ひ を、 一 と きの問 で もこの おか よ に知 られず にす な

  ため には、 〕

 最後 の例(71)は 、 小 調査 にお いては圧 倒 的 に受身 のほ う が選 ばれ て いるが なぜ だ

ろ う。 この引 用部 分 か らは、 `お か よが わ が胸 の 中の思 ひ を知 る'と いう事態 は、

もしかす るとそ うな って しま うか も しれ な い ので はあ るが 「私 」 に とっては避 け ら

れ る ものな ら避 けた い望 ま し くな い こ とで あ る とい うこ とが読 み とれ る。r知 らせ

ず にす む 」ため には何 で もす る とい う思 いで あ った こ とか らもそ うで あろ う。 そう

い った 「私 」 に とっ ての迷 惑性 が感 じられ る事 態 であ るた め に 「知 られず にす む」

とい う受 身表 現 のほ うが 自然 と感 じ られ たの で あろ う。 原 文 では 「知 らせ る」 が使

われ て い るわ けだが、 その こ とには この 引用部 分 の い く らか まえ に述 べ られ て いる
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事 実 が関 係 して いる のか も しれ な い。 それ は、 引用部 分 に ある 「あの や うに思 うて

た こ と」 「わ が胸 の思 ひ 」の 内容 なの だが、 「私 」は 「おか よ 」の も とを訪 れ る前

には、 `「 お か よ。 俺 は も う、 こ の家 にゐ る人間 で はな うな ったの や。 …  」 と

別れ話 を もち か けるべ きではな い か、 そ うす るこ とが 「おか よ 」の た め にも よいの

だ'と いっ たん思 っ てい たの であ る。 「お か よ」 に会 う と結局 は そう す る ことがで

きず その 思 いを隠 してお こ うと して しまうわ け だが、 そ う いった、 別 れ話 を`伝 え

、る'こ とをせ ず にす む、 という意味 で 「知 らせず にす む 」が用 い られ た とも考 え ら

れ るので あ る(注7) (注8)。

受身 構造 の 文の うち使 役 で も表現 で きそ うな もの には次 の よ うなも のが あ る。

(72)「 ここ誰 の お部屋?」 っ い て来 た悦子 が 白川 にそ つ くりの 白い細 面 の顔 を傾

けて き くの に倫 は、 「お父 さ まが 書物 を御 覧 な さるの にお建 て になった の だ

よ。 悦 は あっち へ おいで 」 と押 しの け るよ うに きつ く言 った。 自分 を際限 な

く犯 して来 る もの に娘 まで犯 され ては な らな い。 必 死な 気構 え が悦子 に はた

だ母 をこわ い人 だ と思 わ せ る。 (女 坂)

:〔 自分 を際 限 な く犯 して来 るもの に娘 まで犯 させ て はな らな い。 〕

(73)お 玉を 目の球 よ りも大 切 に して いた爺 い さんは、 こわ い顔 の お まわ りさん に

  娘 を渡す の を、 天狗 にで も さ らわ れ るよ う に思 い、 その婿 殿 が 自分の 内へ這

  入 り込 んで来 るの を、 この上 もな く窮屈 に思 って、 …  (雁)

  :〔 天狗 にで もさ らわせ る よ うに思 い、 〕

(74)そ の灰 を頭 か ら浴 び て、 ち ぢれ髪 の、 色 の 黒 い、 肥 っ た、 十六 七 の下衆 女 が

  一人、 これ も酒肥 りに肥 っ た、 禿頭 の老 人 に、髪 の 毛 をつか まれ なが ら、怪

  しげな麻 の単 衣 の、前 も露 に取乱 した侭 、 足 をば たば た動か して、気 違 いの

  よう に、 悲鳴 を上げ る。 (楡 盗)

  :〔 禿頭 の老 人 に、 髪 の 毛 をつか ませ なが ら、 〕

 これ らで、(72)の 「自分 を際 限 な く犯 して くる もの 」、(73)の 「天 狗 」、(74)の

「老 人 」は、 この事 態 にお いて あ らが いきれ な い力 をも った存在 で あ りr倫 」 「爺

いさん 」 「下衆女 」は それ らか らの望 ま しくな い影 響 を受 け る立場 の もの と して捉

え られ て いる ので、 そ れ を主 語 と して描 くの に受身 表現 は ふ さわ しい。 しか し他方、

強 い存 在者 にそれ を許 して おか ざ るをえ な い という面 もみ とめ る ことが で き、 使役

表現 も不 自然 でな い とい うこ とで あろう。 先 の(67)「 腰 を 揉 ませ なが ら」 と、 この

(74)「 髪 の毛 をっか まれなが ら」 とは いず れ も 自己の身体 に対す る動 作 を受 けて い

るこ とを表 わ して い るの だが、 前 者 は使役、 後 者 は受身 で表 現 され て いる。 この違

いは、(67)で は 「か つ 一按摩 」の うち この場 では強 い立 場 とみ な しう る 「か つ 」が

主語 で あ り、(74)で は 「老人 一下 衆女 」の うち 弱 い立場 にあ るr下 衆 女 」の ほ うを

主語 と した表 現 で あ るこ とが 反映 されて の こ とで はな いだ ろ うか。 次 の(75)で も、
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「老 婆 」 に対 して 「俺 の 足 を拝 な 」 よう に しむ けたのは 「俺 」で あ って 「俺 」 には

主導 権 の ような もの が ある。 その た め使 役表 現 も可 能な の だろ う。

(75)俺 は鹿 爪 ら し く語 り始 めた。 俺 が生 ま れ た とき、母 の夢 に仏が 現 じて、 この

  子 が成 人 した暁、 この子 の 足 を心か ら拝 ん だ女 は極 楽 往生 す る とい うお告 げ

  が あっ た、 と俺 は語 った。 信心 の深 い寡 婦 は、 数珠 を爪 ぐ り、 じっ と俺 の 目

  を見つ め て きいて い た。俺 は …  屍 の ように、.裸 のま ま仰 向 けに横 たわ っ

  た。 …  。 俺 の 内部 は笑 い に溢 れ て い た。 そ して俺 は露 ほ どもおのれ を夢

  み て は いなか っ た。 老婆 が経 を称 え な が ら、 俺の足 を しき りに拝 んで い るの

  が わか っ た。 俺 は拝 まれ て い る 自分 の足 の こ とだけ を考 え、 その滑稽 さ に息

  が 詰 りそ うな心 地 が した。 (金 閣毒)

  :〔 俺 は拝 ませ て い る自分 の足 の こ とだ けを考 え、 〕

 次 の例 で も、 「男 が私 の写真 を手 に入れ る こと」 「母 が僕 の夜 尿癖 を知 るこ と」

「彼 が玲 子 の こだわ りをさ とる こ と」は、 「私 」 「僕 」 「玲 子 」 に とって蒙 るの が

好 も し くな い事態 で あ り、 一方、 そ うい う事 態 が起 き る こ とには 「私 」 「僕 」 「玲

子 」の方 か らの はた らきか けが 与 る こ とで も あ る。 いず れ の面 を強 く とらえるか に

よって受 身 あ るいは使 役 の いず れ かが選 ば れ るの だろ う。

(76)「 あの 大 き い方の写 真、 い らないん で しょう。 僕 に呉 れ な い? ね、 い いだ

  ろ う」 と、 尻 あが りに言 つ た。私 は、 会 社へ 入 る と早速、 そ の よ うな 申込 み

  を され るこ とを、 なん て早 い のだ ろう、 とで もい う風 に感 じた。兎 に角 、 写

  真 な ど男 の手 に握 られ る とい う ことは 由 々 しきこ とだ と思 った。 そ んな用 心

  を私 は いつ とな しに心 の中 にち ゃん と据 えて いたの で あ る。 (素 足 の娘)

  :〔 兎 に角、 写真 な ど男の 手 に握 らせ るとい うこ とは 由々 しきこ とだ と思 っ

  た。 〕

(77)マ ルテ ィン には、 実 は、 夜 尿 の癖が あ り、 それ を母 に知 られ た くな いば か り

  に、 セ ン トロの路上 で浮 浪 児達 と一 緒 に寝 た こ ともあ る。 (貧 困の精神 病 理)

  :〔 マル テ ィンは …  そ れ を母 に知 らせ た くな いばか りに、 〕(「 知 らせ

  る 」にす る と、 いわ ゆる伝 達動 詞の よ うにな る。)

(78)(玲 子 は)久 永 と行 ったバ ー 「K・G」 で、 美 しい女優 と同 伴 して いた彼 を

  見 た時 の こ だわ りを、彼 に さ と られ るの は厭 だっ た。 (花 霞)

  :〔 彼 を見 た時 の こだわ りを、 彼 にさ脳 の は厭 だ った。 〕

 上 でみ て き た(67)～(78)が 使 役 と受 身の 接 近す る例 で あ った(注9)。 これ に対

し、 次 の受身 の例 は使 役表 現 にす る と不 自然 で あ る。(79)(80)は 、 「彼 」 「彼 女達 」

にはま っ た く主 導権 がな く、 一方 的 に`受 け る'行 為 で あ るので使 役 で はあ らわ し

に くい。(80)で 、 「女 性性 の芽 を摘 む 」こ とが、彼 女達 に とって望 ま しい ことな ら

ば、 な しろ使 役 のほ うが よ いだ ろ うが、 こ こで はその こ とは彼 女達 に とって好 ま し
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くな いこ と と して述 べ られて い るの で使役 動詞 は ふ さわ しくな い。 ま た、 と もに 「

～ を に ぎ られ、 ～ と いわ れて 」 「～ を摘 まれ、 ～ が引 き伸 ば されて 」 とい

う受身 動詞 の重 な りが あ る。

(79)(彼 の)話 には身 振 り手振 りが入 り、表 情 は よ く変 り、笑 いな が ら話 して い

  た と思 う と、 被害 者 に対 して、 「あ あ、 ただ 申 し訳 な いの一語 です。 第 一回

  公判 の ときに、 磯 部 さん(被 害 者)の 息 子 さん に外 套 を にぎ られ、rお 母 さ

  ん、 お姉 さん を かえせ 』 といわれ て、 あ あ悪 いこ と を した と思 い ま した 」 と

  涙 ぐな。 (死 刑 囚の記 録)

  :〔?磯 部 さん(被 害 者)の 息 子 さん に外 套 をに ぎ らせ、 〕

(80)し か し、 ア イデ ンテ ィテ ィの在 り方は異 な る。 彼 女 達は それ ま での 〈背の び〉

  の過 程 で女性 性 の芽 を摘 まれ、 母性 性 のみ が 引 き伸 ば されて い る。 (貧 困の

  精神 病理)

  :〔?彼 女達 は …  女性 性 の芽 を摘 ませ 、 〕

 次の2例 は 「(金 を)ま きあげ る 」に よる使役 表現、 受 身表 現 の例 で ある。 どち

らも使 役 と受身 が接 近 す る例 だが、(81)で はそ う いった事 態 を阻止 しよ う という意

図性 、(82)で は、 「騙 され て 」被 害 にあっ た とい う`や られ性'が やや 強 く感 じ ら

れ る と いう違 いが あ るだ ろう(注10)。

(81)な に も物好 き に、 政党 屋 のお てん ば娘 なん ぞ しよい こむ ことは な い。 ふん、

  お れの代 になれ ば、 そん な因 りで、 一 文 だ って捲 き あげ させ や しな い。 (迷

  路)[112―23]

  :〔 そ んな 因 りで、 一文 だ って捲 きあげ られや しな い。 〕

(82)リ マ に来て す ぐ、 父 の居 所 を知 って い る という同郷 人 に会 い、 騙 されて有 り

  金 をす つか り巻 き上 げ られ て しま った。 (貧 困の精 神病 理)

  :〔 騙 され て有 り金 をす っ か り巻一 しま つた。 〕

 以上 み て きた もの は、 「Pを Vt」 の主 体 「A」 が人 で ある もの だっ た。 使役 ・

受 身が 接 近す るもの には そう い う例 が多 いの だが、 「A」 が 「雨 」や 「風 」な どの

例 もい くらか あ る。 まず 使役 の例。

(83)「 朝雨 、傘 い らず、 と申 し ますか ら、 」一緒 に行 っ て くれ る助 手 の女 の子 は、

  そ う言 って笑 いな が ら、 傘 を持 たず に出掛 ける こ とを主 張 した。 ほんの少 し

  の 雨 に、わ ざ と頬 を打 たせ なが ら、私 たち は那須 の家 を出 た。 (残 って いる

  話)

  :〔 ほんの 少 しの雨 に、 わ ざ と頬 を打 たれ なが ら、 〕

(84)太 郎 は、 そ こを栗 毛の裸 馬 に跨 って、 血 にまみれ た太刀 を、 口 に くわ え なが

  ら、 両 の手 に手 綱 を とって、 嵐 の よう に通 りす ぎた。 …  彼 は、乱 れ た髪

  を微風 に吹 かせ なが ら、 馬上 に頭 をめ ぐら して、 後 に罵 り騒 ぐ人 々の群 を、
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誇 らか に眺め や っ た。(楡 盗)

:〔 彼 は、 乱 れ た髪 を微 風 に吹 かれ な が ら、 〕

 (83)で は、 承知 の うえで雨 の影響 を受 けて い るの であ り、(84)で は、 「彼 」は余

裕 あ るい は満 足 の心情 を もっ て 「微 風 」の なか に身 を まかせ て いる。 いわ ば`自 ら

望 んで打 たれ る/吹 かれ る'と い っ た感 じで あ り、 そ うい った状況 を表わす ため に

使役 の ほ うが ふ さわ しいだろ う。 しか し一方、 「雨 」や 「風 」の影 響 を蒙 る と いう

点で は`受 け手'で あ り、 受身 で表 現 され た と して も不 自然 さ を感 じさせ な い。 次

の2例 は 「頬 を吹 かせ る」 と 「頬 を吹か れ る 」の例 であ り、 互 いに言 いか え る こと

がで き る。 ただ(85)で は 「窓 を開 け る」 とい う、 風 を受 け るため にな され た行 為の

叙 述 が先行 して いる こ とで、 受身 表現 が やや 不 自然 に感 じ られ るか も しれ な い。(8

5)は 積 極 的な 行為 で ある こ とを、(86)は 単 に受 ける行為 で あるか とい う違 いを い く

ぶん は感 じさせ るだ ろうか。

(85)神 戸の駅 は雑 踏 して いた。 降 りる人が 降 りて しま う と、 どや どや と入 り込 ん

  で きて、 汽車 は揺 れ るほ ど だつ た。 私 は疲 れて きて いて、 窓 を 開 けて冷 た い

  風 に頬 を吹 かせ た。 (素 足 の娘)

  :〔 窓 を開 けて冷 たい風 に頬 を吹趣 た。 〕

(86)外 は可成 り強 い夜 風が 吹 いて い る。 が、 肩 をすぼ め なが ら、 も うその風 に頬

  を吹 かれ るの も、 そ そ られ るよ うな心 よ さがあ った。 (素 足 の娘)

  :〔 そ の風 に頬 を吹雌 るの も、 そそ られ る ような 心 よさが あ った。 〕

 ところ で、(84)～(86)の 「風 に吹 かせ る」 「風 に吹か れ る 」に対 して 「風 が ～を

吹 く」 という文 を考 え てみ よう。 「微風 が彼 の髪 を吹 く」 「風が 私 の頬 を吹 く」 と

いう他動 詞文 はいず れ も奇 妙 な表現 に感 じられ な いだ ろう か。 「風 」 は 「～を吹 く」

とい うは た らきか けの主体 とは と らえ に くく、 同時 にこう い つた他 動 詞 的な 「吹 く」

もみ とめ に くいよ う に思 われ る。 しか し 「ビュー ビュー風 が吹 く」 にお け る 「吹 く」

の よ うな 自動 詞 的な もの とも同 じで はなか ろ う。 不 安定 な他 動詞 とい うべ きか も し

れず、 そ うだ とす る と、 「私が 風 に頬 を吹 かせ る 」 「私が 風 に頬 を吹 かれ る」 を、

「風 」を 「A」 とみ な した他動 詞 文 「風 が私 の頬 を吹 く」 に対す る使 役文 ・受 身文

と とらえ るこ とがは た して妥 当だ ろ うか とい う疑 問 が生 じて くる。 この場合 の 「風

に」は、 自動 詞 文 「風 にば さば さ揺 れ る窓 の ない天幕 」 (サ ー カス放 浪記)、 「長

い髪 が風 にな び いて い た」あ る いは 「雨 に濡 れ る 」 「寒 さ .にふ るえ る 」な どにお け

る 「に」 に近 いもの で はない だろ うか(注11)。

 《B1》 類 で、 使役 ・受 身の接 近 がみ とめ られ るもの は 「A」 がや は り人で あ る

のが普 通 で あ って、 「雨 」 「風 」 はやや 特殊 な例 とす るべ きなの か も しれ な い。 次

の よ うに 「清 流 の響 き 」 とい うや は り自然現 象 で あって も、 それ を主 語 にす る受身

文 は い くぶん 不 自然 に感 じられ る。
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(87)風 呂場 の窓 の外 には、 石 を越 して流 れ 下 る水 の声 もお も しろ く聞 こえ た。 透

  き とお るば か りのわ か し湯 にか らだ を浸 しあた ため て、 しば ら く清流 の響 き

  に耳 をなぶ らせ る その楽 しさ。 (破 戒)

  :〔?し ば ら く清 流 の響 き に耳 をな劃Lる その楽 しさ。 〕

 最後 に、 《B》 類 と 《D》 類 との 類似性 にっ いてふ れ てお き たい。 先 の(69)で は

「大 住 軍曹 が 自分 の特異 な存 在 を 」、(71)で は 「(私 が)わ が 胸 の思 い を」、(75)

では、 「俺 は揉 まれ て い る自伽1足 を 」の よ うに、 使役 文 ・受 身文 の 主語 であ る 「

E」 が 広 い意味 で 「P」 の持 ち主 で もある こ とが、文 中 で代名 詞 な ど によって表 わ

されて い る。 《B》 類 の使役 ・受 身 の接近 の 例 にみ られ る この特徴 には 《D》 の 〈

ア〉 〈直接対 象 が主 語 の使役 ・受 身(「P」 が人 で あ る場 合)〉 との つ なが りをみ

るこ とが で きそう に思わ れ るの で ある。

3. 2. 2  ((B2))

― 持 ち主 が主 語 の使 役 ・受身(自 動詞 の 場合)

 Aが EのPに vi

Eが Aを (Eノ)Pに Vi一 せ る

Eが Aに (Eノ)Pに Vi一 れ る

 《B2》 類 に属 す るの は、 自動 詞 とは いっ て も 「す が りっ く」 「ま といつ く」 「

気 づ く」 の ような、 二格 の補 語 を必 須成分 に近 い もの と して とる動 詞 で ある。 受 身

との接 近 が感 じられ る使 役動 詞の 例 に次 の よ うな ものが あ る。

(88)ア パー トの ほ うを向 くと、 一 階二階 の 戸 口 ご とに女 が まち まち の恰好 で立 ち、

  子 供 を腰 にす が りっ かせ、 そ ろっ て こち らを じつ と見て いた。 (夜 の香 り)

  [85-50]

  :(子 供 に腰 にす が りっか れ、 〕

(89)「 お ま えは鳥 を体 一面 にま といっ かせ て い るん だ か ら、 羽根 ぶ とんをひ っか

  ぶ って いる よ うな もん だ。 あ ったか い し、 恥ず か し くな いだろ う?」(鳥)

  :〔 お まえ は鳥 に体一 面 に ま といっ か れ て いるん だか ら、 〕

 いず れ も受 身動 詞 による表 現 も可能 で あ る(注12)。 「女 」 「おま え 」は、 「子供

が 自分 の腰 にす が りつ く」 「鳥が お まえの 身 体一 面 に ま といっ く」 こ とをゆ る して

いる、 と いう意味 で いわ ゆ る`放 任 の使 役'の よ うな もので あ るが、 一方、 「子 供J

r鳥 」の そう いった は た らきか けは 「女 」 「お ま え」 に向 けて 行 なわ れ る もの で あ

るか ら、 それ を`受 ける'存 在で もあ る。 そ の ため使 役表 現 と受身 表現 とが近 くな

るの だ ろ う。

「Eが Aを Pに Vi― せ る 」 という使役 文 で あつて も、 「A」 が人 でな い も
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の は 受 身 表 現 が 不 自然 で あ る 。(90)で は 「樹 木 」 が 、(91)で は 「汗 」 が 、(92)で は

「険 しい 色 」 が そ れ ぞ れ 「A」 に あ た る。

(90)部 落 か ら五 六百米 しか はなれ て いな いA島 は、 全 身 に濃緑 色 の樹 木 を密 生 さ

  せ、所 々 に五六 間 も直立 す る灰 色 の岩 をむ き出 して、 深 い水面 に うず くま っ

  て いた。 (海 肌 の匂 い)

(90)-a[樹 木 が A島 の全 身 に 密生 す る]

  ―b A島 が 樹 木 を 全 身 に 密 生 させ る

  一c?A島 が 樹 木 に 全身 に 密 生 され る

(91)猪 熊 の 婆 は、 黄 ば ん だ 髪 の 根 に、 じっ と り と汗 を に じ ま せ な が ら、 足 に か か

  る 夏 の 埃 も 払 わ ず に、 杖 を つ き つ き 歩 い て 行 く。(楡 盗)

(91)―a[汗 が 婆 の髪 の根 に に じむ]

  ―b 婆 が 汗 を 髪 の根 に に じませ る

  一c?婆 が 汗 に 髪 の根 に に じまれ る

(92)太 郎 は、 橋 を渡 りなが ら、 うす い痘 痕 のあ る顔 に、 叉 険 しい色 を閃盤Lた 。

  (楡 盗)

(92)-a[険 しい色 が 太 郎 の顔 に 閃 く]

  -b 太 郎が 険 しい色 を 顔 に 閃 かせ る

  一C?太 郎が 険 しい色 に 顔 に 閃 かれ る

 こ れ ら(90)～(92)は い ず れ も、 原 文 で 「全 身 に 樹 木 を 密 生 さ せ る 」 の よ う に 「ド

コ に ナ ニ を Vi一 せ る 」 と い う語 順 に な っ て お り、 こ の 点 で も(88)(89)が 「ナ ニ

を ド コ に Vi一 せ る 」 で あ る こ と と 異 な っ て い る 。

 次 の例 は受 身動 詞の例 で、 使 役表 現 も可能 で ある。 た だ し、 何 に 「気づ く」の か

がやや あ い まい であ り、 「私 の気持 ち ・心 の動 揺 」な らばこ の 《B2》 類 だ ろ うが、

「手 紙 の 内容 」 な らば 《A2》 〈第 三者 が主語 の使 役 ・受身 〉 とい うこ とにな ろ う。

(93)「 ねえ お前、 卓 ち やん か ら悪 い報 せ でもあ っ たの か い。 どう したん だい、 そ

  ん な こわ い顔 して。 」私 は急 い で手 紙 を封筒 に入れ る と、 大儀 そ うに立 ち 上

  が って大 き く伸 び を し、部 屋 の 隅に腰 を下 ろ してぼ んや り外 を 見 た。i進鵬

  気 づ か れて はな らなか った。 (北 帰 行)

(93)-a[誰 もが 私 の気 持ち に 気づ か ない]

一b(私 が) 誰 に も (自 分 の気 持ち に) 気づ か せ な い

―c(私 が) 誰 に も (自 分 の気 持ち に) 気 づか れな い

(93)―a'[誰 もが 手 紙の 内容 に 気づ か ない7

  -bl(私 が) 誰 にも (手 紙 の内容 に) 気づ かせ ない

  一c' (私 が) 誰 にも (手 紙 の内容 に) 気づ か れ ない
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3.3 《C》 類

 鈴 木(1972)な どで いわ れ る 「あ いて の受身 」 には、 「太 郎 が の ら犬 に か みつ

かれ た。 (← → の ら犬が 太 郎 に かみ つ い た。)」 「花子 は 太 郎 に 算数 を

お しえ られ た。 (← → 太 郎 は 花 子 に 算数 を お しえた。)」 の よ うな受身 文 も

ふ くまれ るが、本 稿 で 〈相手 が主 語 の使 役 ・受 身 〉 とす る もの で使 役 と受身の 接近

が起 こ りうるの は、 その 動詞 が か な り限 られ て い る。 他動 詞 の ほうで いえば、 「人

が 人 に 何 か を 言 う 」の よう な発話 行為 を表 わ す動詞 であ り、 自動詞 の ほ うで

は、 「人 が 人 に 乱羅 」の よ うに`人 に向 け られ る行 為'を 表 わ しその 点 で

他動 詞 に近 い動詞 で ある。 ただ、 《C2》 類 は、 使役 動詞 のほ うの例 が 多 くそ れ ら

は受 身動 詞 で も表 現 で き る と感 じ られ るの だが、 実 際の用 例 と しては 受身動 詞 が用

い られ て い る例 は それ ほ ど多 くな い。

3. 3. 1  ((C1))

― 相手 が主 語 の使役 ・受身(他 動詞 の場 合)―

 Aが Gに Pを Vt

Gが Aに Pを Vt― せ る

Gが Aに Pを Vt一 れ る

 使役 文 ・受 身文 の主 語 とな るの は、 もとの動詞 の表 わす 発話 行為 な どの相 手 で あ

る。 使 役 ・受 身 と も手元 のほ とん どの例 で、 発話 の主 体 は 「Aに 」で、 発話 の 内容

は 「Pを 」で文 中 に明示 され て いる。

 使役 と受身 の接近 がみ とめ られ る もの には次 の ような もの が ある。(94)～(97)は

使 役動 詞、(98)(99)は 受 身動詞 の 例 であ るが、 「言 う 」の例 がほ とん どであ る。

(94)(駒 子 が 島村 に)「 初 めて 会 った時、 あん たなん て いや な人 だ ろ う と思 った

  わ。 あん な失礼 な こ とを言 う人 な いわ。 ほん とうに いや あな気 が した。 」島

  村 はうなず いた。 「あ ら。 それ を私今 まで黙 つて たの、 分か る? 女 にこん

  な こ とを言わ せ る よう にな っ た らお しま い じやな いの。 」 「いい よ。 」 「そ

  う?」 と、 駒 子 は 自分 を振 り返 る よう に、 長 い こ と静 か に して い た。 (雪 国)

  [63-72]

 :〔 女 にこん な こと を言われ るよ うにな った らお しま い じゃな いの。 〕

(95)こ のひ との芸 は この土地 で は免 され た ものの 一ツで あって、 だ か ら主人 の舞

  台 の とき には三味 線 もお離 子 も粒 よ りだ し、立 方 は も とよ りで あ る。 と しま

  か らも若 い もの か らも、 うち のお ねえ さんの 唄だ という と喜 ば れ る。踊 りい

  い よ うに助 けて唄 っ て くれ る し、 どう い う唄 いか た を して も、 鳴物 の連 中 に

  は 文句 を云わ せ な いだ けの 押 え をもつて い る し、 それ だ けの 唄 の技偏 も あ る。

一205一



(流 れ る)[118-17]

  :〔 鳴物 の連 中 に文句 を言 われ な いだ けの押 えを もって い る し、 〕

(96)(リ ハー サル を何度 も繰 り返 した こ とに対 して)「 あそ こは ね、 撞 木 を もろ

に客席 の上 に吊 ったで しょ。 何 か あつ た らお客 さん の上 に落ち るわ け。 ・・

・自分 で は大丈 夫 だ と思 っ てた け ど、 お客 さん に不 安感 じさせ るよう じゃ い

けな いつて お もっ たの よ」(サ ーカ ス放 浪記)

:〔 お客 さん に不 安 を感 じ られ る よう じゃ いけな い ってお も ったの よ 〕

(97)相 手の話 を じつ と聞 いて いて、.最後 に決定 的な 自分 の意 見 を いう ― そ の真

  似 には キザ っぽ い気取 りもみ られ たが、 それで もそ ん な 「心 が け 」になれ る

  とこ ろが、 相 手 にみ な まで いわせず にや っっ けて しまう こ とに互 いに快 感 を

  感 じて きた今 までの安 吉 たち の行 き方 よ りもいい こ との よ う に見え た。 (む

  らぎ も)[118―17]

  :〔 相 手 にみ な まで いわれず にや つっ けて しまう こ とに …  〕

(98)父 の提 言 に賛 同 して救助 隊 に加 わ つた十 名 の遺 族 は、 も しあの とき父 が軽 は

  ず みな挙 に出 な かっ た ら、 とい うふ う に母 を責め 立 ては じめ た のだ った。 そ

  れ は遣 り場 の な い怒 りの 自然 な動 きだ つ た と言 える か も しれ な い。 しか し、

  それ が 自然 す ぎるだ けに、 なぜ その感 情 を抑 え よう と しなか っ たのか、 押 し

  流 され るま ま にな って い るの か私 は疑 問 に思 っ た。 ただ、厭 味 を言われ るよ

  う な素 地 は た しか に あった よ う に思 う。 なん と言 っ て も父 の決 心 は冷静 に詰

  め られ たもの では な く、行 き掛 か り上 の もの で しか なか った し、 その非 を認

  め るには母 とい う人 の気性 は激 しす ぎ、 私 も幼 す ぎ たの だか ら。 (北 帰行)

  :〔 厭味 を言わ せ るよ うな素 地 はた しか にあ った よ うに思 う。 〕

(99)ハ ウス ・ボー イの ジ ョゼ フは、 テ ーブ ル の上 に並べ た朝 の料 理 と、 わ た しの

  顔 とを それ とな く交互 に見 較 べな が ら、 何 か不 足な ものが あ った ら言 って欲

  しい、 たち どころ に準 備 して みせ ます よ とい った表 情 で、 台 所 の入 口辺 りに

  動 かず に突 っ立 って い る。 ア メ リカ南 部 な どをテー マに した映 画で よ く見 る、

  "年 老 いた忠 実 な召使 い"と い った図 で ある。 だが、 わ た しは、 この ような

  態度 を他 人 に と られ る ことが苦 手 であ る。 (花 のあ る遠 景)

  :〔 私 は この ような態度 を他人 に跳 るこ とが苦 手で あ る。 〕

 使 役 ・受 身の 接近 が感 じ られ る この ような例 にみ られ るひ とつの特 徴 と して、(9

7)以 外 は、 発 話 や態 度な どが、 使 役文 ・受 身 文の主 語 にあ た る人物 に向 け られ た も

のであ る こ とが 気づ かれ る。(94)で は 「男 に対 す る意見 」、(95)で は 「お ねえ さん

に対 す る文句 」、(96)で は 「私 に対す る不 安 」、(98)で は 「私 たち に向 けた厭 味 」、

(99)で は 「私 に対 す る態 度 」で ある。 その た め に、 その発 話 や行 為 を 向 け られ た人

物 の立場 か らす れば`受 け る'行 為 であ るの で、 それ は受 身動詞 で も表 わ され る。
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一方、 これ らで表 わ され て いる状 況 は、 相手 の その よ うな行為 をその まま許 してお

く ・放 つ て お くとい う状 況 ともみ なす こともで きるもの なの で いわ ゆ る`放 任 の使

役'を 表 わす もの と して使 役動詞 で も表 わ しうるので あ ろ う。(97)は 、 引用部 分 以

外 の箇 所 によれ ば 「相手 」が言 う意 見が 「安 吉 たち 」 に向 け られ たも ので ない こと

が わ か るの だが、 この 引用 部分 だ けか らな ら、 「安吉 た ち 」に向 け られ た発 話 とも

と りうる。 受身 動詞 「いわ れ る」 にす る とそ ち らのほ うの 意味 あ いが強 く感 じ られ

て こよう。

 (94)～(99)で は使 役 と受 身の接 近 がみ られ たの だが、 も との 動詞 の あ らわす 行 為

が た とえ受 身文 の主 語 とな って い る人 に向け られ た もので あ って も、 それが ひ たす

ら`受 け る'行 為 と して しか考 え られな いよ うな状 況 の場合 には、 そ の受身動 詞 を

使役 動 詞 にか える こ とはで きな い。

(100)(父 は)酔 い にまかせ て母 にか らんで は母 を殴 るの だっ た。 母 は物静 かな人

で実 際の年 齢 よ りず っ と老 けてみ えた。 夫 に暴言 を浴 びせ られ て も、 暴 力 を

振 わ れて も、 二言 三言 何や らケチ ュア で眩 くだ けで、 全 て に じっ と耐 えて い

た。 (貧 困の 精神 病理)

:〔?夫 に暴 言 を浴 びせ させ て も、 」

(101)「 気 をっ け い!」 「は い、 気 をつ けます 」安 西二等 兵 は上半 身 をふつて 言 っ

  た。 彼 は班 の 中央 の廊 下の ところで、 「安西 …安西 …薪 取 りに営庭 へ行 って

  き ます 」 とど も りなが ら声 が小 さいと言 われ は しま いか とカー 杯 の声で 言 っ

  て、 敬 礼 をす る と、 …  出 てい つた。 (真 空地帯)

  :〔?声 が小 さい と言 わせ は しまいか と〕

(102)(彼 の)話 には身振 り手 振 りが 入 り、 表情 はよ く変 り、 笑 いな が ら話 して い

  た と思 う と、 被 害 者 に対 して、 「ああ、 ただ申 し訳 ないの 一語 です。 第 一 回

  公 判 の とき に、 磯部 さん(被 害者)の 息 子 さん に外 套 を にぎ られ、 『お母 さ

  ん、 お姉 さん をか えせ 』 といわれ て、 ああ悪 い こ とを した と思 い ま した 」 と

  涙 ぐむ。 (死 刑 囚 の記録)

  :〔?磯 部 さ ん(被 害者)の 息子 さん に …  『お母 さん、 お 姉 さん をか え

  せ 』 といわ れ て、 〕

 な お、 小調査 の結 果 をみ る と、(94)に っ いて は、 使役 ・受 身それ ぞ れが ほぼ 同 じ

程 度 に選 ばれ て いる の に対 し、(95)(97)で は使役 が圧 倒的 に多 く選 ば れ てい る。 「

押 え を もって い る」 「や っっ けて しまう」 とい った表現 が ある ことか ら、 「お ね え

さん 」か ら 「鳴物 の連 中 」への、 「安吉 たち 」 か ら 「相 手 」へ の、影 響 力 ・支配 性

といつ た もの の強 さが読 み とれ る か らだろ うか。

 上 にみ て きた例 は、 使 役 文 ・受 身 文の主 語 「G」 が入 で あ る もの で あ ったが、 次

の例 の よう に 「G」 が 明示 的 には人 でな い ものの うち に も、 この 《C》 類 と してよ
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さそ うな もの が ある。

(103)彼 女は 自分 のて いねいな 東京 弁が、 相 手 に反感 を起 こさせ た こ とに気 が っか

  な かっ たの で あ る。 (大 岡昇 平 『酸 素 』 佐 藤(1990)の 用 例(270)を 借 りた)

  :〔 彼女 は 自分 のて いね いな 東京 弁が、 相手 に反 感 を起 こされ た こと に〕

(104)「 ほ らね、 あな たは、 存在 して いるだ けで、 同性 に反擁 を感ユ幽 搬 が

  あ るの よ。 」 (花 芯)

  :〔 あ なた は、 …  同性 に反 掻 を感 じ られ る何 か が あるの よ。 〕

 「G」 にあ たる ものが、(103)で は 「東 京弁 」、(104)で は 「何 か 」で あつ て人 で

は な いの だが、 これ らは単な る コ トガ ラでは な く 「彼 女 の 東京弁 」 「あなた の何 か」

だ と考 え られ る。 したが って これ らの例で は、 「反感 を起 こす 」 「反 発 を感 じる」

とい った感情 の 向 け られ る直接 の対 象 は、文 の 要素 をみ る 限 りでは入 で はな く人の

もつ ある属性 が直 接 の 「G」 に相 当す るわ け だが、 その感 情 は結 局 その属 性の 主で

あ る人 に向 け られ た もの で もあ る。 す なわち、 反感や 反発 の対 象 は 「彼女 」 「あな

た」で も あ りその 「東京 弁 」 「何 か 」で もあ る。 そ して そ の属 性 を主 語 に した使 役

文 ・受身 文 は、 使役 文の ほ うはそ の属性 を感 情 の引 き起 こ し手 と と らえ たもの、 受

身文 の ほ うは感情 の 受 け手 と とらえ た ときの 表現 で あろ う。 これ らには次 の よ うな

構造 を考 える こ とが で きる(注13)。

(103)―a [相 手 が 彼 女 の東 京弁 に 反感 を 起 こす]

  ―b彼 女 の東京 弁が 相 手 に 反 感 を 起 こさせ る

  一C彼 女 の東京 弁が 相 手 に 反 感 を 起 こされ る

(104)-a[同 性 が あな たの 何か に 反発 を 感 じる]

  ―bあ な たの何 かが 同性 に 反 発 を 感 じさせ る

  ―cあ な たの何 かが 同性 に 反 発 を 感 じ られる

ま とめ る と 次 の よ う で あ る 。

(105)―a[Aが G'のGに Pを Vt] (「G'」 は 属 性 「G」 の 持 ち 主)

一bG'のGが Aに Pを Vt一 せ る

一cG'のGが Aに Pを Vt一 れ る

 これ らはrAが Gに Pを Vt」 のrG」 が 人 でな い とい う点 で後 述 す る 《E》

類 に似 た ところが あ る。 しか し、(105)に も示 され るよう に、 受 身文 で も 「Pを 感

じられ る」 と 「P」 が ヲ格 を とる こ とも特徴 で、 《E》 類 で は 「輔 感 じられ る」

とな る こ とと比 べ る と、 この 点 では 《E》 類 と異 なっ てお り、 《C》 類 とす る ゆえ

ん で あ る。 また、 「あな たに対す る反発 」 「彼 女 に対す る反感 」 とみ なせ る点 も、

先 述 の(94)～(99)な ど と同 じで あ る。 この よう に考 えて く ると、(94)～(99)の うち

動 詞 が 「言 う」で な かっ た(96)は 、 「G」 にあ たるのが 「私 」で はな く 「(私 の)

演 技 」で あ って(96)は(103)(104)と 似 た もの だ と考 えるべ きな のか も しれ ない。 こ
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れ に も次 の ような関 係 を考 え るこ とがで き るか らで ある。

(965)-a [客 が 私 の演技 に対 して 不 安 を 感 じる]

  ―b私 の演 技 が 客 に 不 安 を 感 じさせ る

  ―c私 の演 技 が 客 に 不 安 を 感 じ られ る

3. 3. 2  ((C2))

― 相 手 が主語 の使 役 ・受 身(自 動詞 の場 合)

  Aが Gに Vi

Gが Aに Vi一 せ る

Gが Aに Vi― れ る

この類 で使役 ・受 身 の接近 が み とめ られ るの は、 自動詞 ではあ るが 「Aが Gに

Vi」 にお け る二格 の補 語 が なか ば必 須成分 で あ って ヲ格 の補 語 と近 く、 ま た、

人 の人 に対 す るは た らきか け'を 表 わす もの で あ る。 例 にみ るよ うに、 使役表 現 に

おいて、 自動詞 の使 役 で ある に もかかわ らず 「A」 が 二格 「Aに 」の形 で 明示 され

て お り、 「Aを 」 は きわめ て不 自然 で あ るこ とに も他動 詞 との近 さが感 じられ る。

使 役 と受 身が接 近 して いる と思 わ れ る手 元 の例 は いず れ も使役 の例 で あ る。

(106)そ の こ とばが かれ の心 を硬 化 させ た。 か れ はその 試 み に頭 か らす っか りのめ

りこん で しまっ た。 あ いつ らに、 おれ の いや らしい兄 き どもに 口出 しさせ て

た まる ものか。 おれ は試 してみ た いん だ、 とかれ は 考え た。 (鳥)[51-84]

:〔 おれ の いや らしい兄 き ども に[]出 しされ て たま る もの か 〕

(107)一 二年 もす れ ば、 ドイツ人 か イタ リア人 の ほかは 日本 には住 め な くな るって

  い うの よ。 そ う して、軍 部 に乱 暴 させな い ため には、 日本 の婦 人 たちが みん

  な 避妊 法 を学 ぶ こ とだって。 (迷 路)

  :〔 軍 部 に乱暴 されな い ため には、 …  避妊 法 を学 ぶ こ とだ って。 〕

(108)「 走 ったか て、 しよう がな い。 しん どいんや もん、 足 をひ きず って かえ った

  らえ えのんや 」 「そう して お母 さん に同情 させ て、 甘 ったれ るつ も りな んだ

  な 」(金 閣寺)

  :〔 そう して お母 さん に同情 され て、甘 ったれ るっ も りな んだ な 〕

 (106)(107)で は、 「兄 き ども」や 「軍部 」の、 自 らに対 す る望 ま し くな い行 為(

「兄 き どもが おれ(の こ と)に 口出 しす る 」 「軍部 が私 たち に乱 暴す る」)を みす

み す放任 して はお け ない、 という意 志が表 現 され てお り、 使役 が使 われ て いる。 し

か し一 方、 望 まな い とは いえ、 彼 らの行為 を受 けざ るを得 な いか も しれ な い、 とい

う様 子 を も感 じさせ る。 そ う いっ た`受 け る行 為'を 表 わ す とい う意 味 で受身 で も

表現 され るの だろ う。(108)も 受身 動詞 に よる表 現 で もよ さそ うだが、 「足 をひ きず
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って帰 る 」 という行 為 を、 それ が 「お母 さん 」には た らきか けて その 同情 を引 きお

こす、 と いう`は た らきか け性'を もっ もの と感 じさせ る には使 役動 詞 のほ うが ふ

さわ しい だろ う。 (な お、 「お母 さん が君 に同情 す る」 こ とは 「君 」 に とって あ り

が た いこ となの だか ら、 それ を受 け る とい う意味 では 「同 情 されて 」 よ りも 「同情

して も らつ て 」の ほ うが よいか も しれな い。)

 これ らの例 で、 「A」 の行 為 は いずれ も 「G」 に向 け られ るもの で あるか ら、使

役 構造 の 文 にお いて次 の よ うに 「お れ 」な どを補 って い う こと もで き る。 その こ と

は 《D》 類 〈ア 〉 との類 似性 を思 わ せ る。

(106)'兄 き ど も に[お れ(の こ と)に]口 出 しさ せ て た ま る も の か。

(107)'軍 部 に[自 分 た ち に 対 して]乱 暴 さ せ な い た め に は 、 …  避 妊 法 を 学 ぶ

   こ とだっ て。

(108)'そ う して お母 さん に[自 分 に]同 情 させ て、 甘 っ たれ るつ も りなん だな。

次の 例 は受身 動詞 「付 きそわれ る」 「泣 き っかれ る 」 「す が りっ く」が用 い られ

て いる。 どち らも、 「Aが Gに Vi」 の構文 で用 い られ る動 詞で あ り`人 の人 に

対 す るは た らきか け'を 表わす もの であ るが、 使 役 動詞 で表 現す るの は不 自然 で あ

る。 「Aが Gに 付 きそ う/泣 きっ く/す が りつ く」で表 わ され る事 態 にお いて

は、 「Gjは 「A」 の はた らきか けを一方 的 に受 ける存 在 であ って 「G」 には`引

き起 こ し手'と い う側面 は ほ とん どな いと考 え られ るか らであ ろ うか。

(109)彼 の上 申書 を書 いて いる うち に、 真犯 人 で ある二人 が憎 くな り、 日夜二 人 を

呪 って いる うち に、 大石 は 頭 が変 にな り、 次 第 に記 憶 が ぼんや りして き た。

入院 時看守 に付 きそわ れて きたのは覚 えて いな い、 私 に問診 を受 け たこ とは

ぼんや り覚 えて いる、 という。 (死 刑 囚の記録)

:〔?入 院時 看守 に付 きそ わせ て きた のは 〕

(110)「 最初 は 自首 したの だか ら無期 だと決 めて いま した。 で も、 法 廷 で磯部 さん

  の息子 さん に泣 きつか れた 晩、 被害者 の夢 を見て、 心 よ り前非 を悔 いま した。

  …  」(死 刑 囚 の記録)

  :〔?法 廷 で磯 部 さん の息子 さん に泣 きっかせ た 晩、 〕

(111)町 の上 層 階級 の パニ ックは もう頂 点 に近 い。他 の記 者 仲間 も、 情報 省 の幹部

  や、 ときには顔 見知 りて い どのベ トナ ム人 にすが りっか れて、 往 生 して いた・

   (サ イ ゴンの いち ばん長 い 日)

  :〔?ベ トナ ム人 にすが りっ かせて、 往 生 して いた。 〕

 と ころが次 の 「附添 わ れて 」は、 この場面 では 「有 為子 」の ほ うが 「憲兵 」 を圧

倒 して い るよ うな強 さ を有 して いて、 「憲兵 を従 えて/伴 って 」 とで も表現 で きそ

うな事 態 で あ る。 そ の ため、 「自分 を 」を補 った り、 「憲兵 」を ヲ格 で示 した りす

れば、 使 役表 現 も可能 か も しれな い。
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(112)私 は他 の五六 人 の少 年 と共 に、案 内 の有 為子 を先 立 てて ゆ く第 一 隊 に加 わ っ

た。 月 の道 を、 有 為 子が憲 兵 に附添 われ て、先 頭 に立 って歩 くそ の確信 にみ

ち た足取 に、 私 はお どろい た。 (金 閣寺)

;〔?有 為子 が憲 兵 に附添 わせ て、 先 頭 に立 つて歩 くその確 信 にみち た足取

に、 〕

:〔 有 為子 が憲兵 に/を[自 分 に]附 添 わ せて、 先頭 に立 って歩 くその確 信 に

み ち た足取 に、 〕

 とこ ろで、 「Aが Gに Vi」 の構 文 を とる動詞 に、 人 の心理 状 態 の動 き ・感

情な どを表わ す 自動詞(「 驚 く、 困 る、 こ りる、 満 足す る、 困惑 す る、 ハ ラハラす

る」な ど)が あ つて 「G」 が なか ば必須 の成 分 で あ り、 これ らの動詞 が あ らわ す事

態 には 「A」 「G」 ともに人 であ る場合 もあ る。 これ らの事 態 は使 役 動詞 によっ て

表現 され るこ とは少 な くな いの だが受身 動詞 によ る表 現 は不 自然 とな る ものが 多 い。

(113)父 は、 たま にそん な風 に帰 るべ き時 でな い時 に帰 っ てき た とき、 妙 に我 が家

に そ ぐわ な い外 所外 所 しい顔 を した。 それ は、 私 を お どろかせ るこ とを気の

毒 が る ような 弱々 しい もの と、主 人 の帰 りの 用意 され な い我 家 の 明 らさまな

姿 を眺め る と いうよ うな、 しんね りと した 目つ き とを感 じさせ る ので あっ た。

(素 足 の娘) (注14)

:〔?私 にお どろかれ る こ とを気 の毒 が る ような …  〕

(114)古 川栄 太郎 は、 ゼ ロ番 囚の な かでず ばぬ けて騒 が しい男で、 看 守 を遡

  た が、 な おひ ょうきん で、 人 を笑 わ せ る ことが あつ た。 (死 刑 囚 の記 録)

  :〔?古 川は …  騒 が しい男で、看 守 に捌Lた が、 …  〕

(115)親 たちは息 子 の死 を悲 しみ は した ものの 息子 のア パ ー ト暮 ら しにた い して は

  きわ めて冷 淡 で、 息子 が 日夜使 つて い たさ さやか な夜具 一式 の 引取 りを、 ま

  る でその責 任 は そち らにあ る と言わ んば か りに拒 ん で、 家主 をま た困惑 させ

  た。 (夜 の香 り)[131-4]

  :〔?親 たち は …  ～を拒 んで、 家主 にまた困惑 遡Lた 。 〕

(116)妹 たち は公 立 でず っ ときたが、私 は高校 は私 立で あ った し、 浪 入 して留年 し

  た。J大 への 入学 金 を ブイ に して芸 大 を受 ける ため に浪人 したの だ。 とこ ろ

  が そんな に まで して入 った芸大 も途 中で 中退 したい な どと言 いだ し、 親 を△

  一 た あげ くに留年。 (サ ー カ ス放 浪 記)[132-3]

  :〔?…  ～ と言 いだ し、 親 にハ ーハ ー  たあ げ くに留年。 〕

 これ らの使役 文で は 「A」 は ヲ格 で表わ され てお り、 この点で も先 の(106)～(10

8)で 「Aに 」で あ っ たこ と と異 な る。佐 藤(1986)に 、 自動 詞 派生 の使 役動 詞が ヲ格

ある いは こ格の補 語 を とるこ とにつ いて、 「「行 く」 な どが 「あいっ にいかせ る/

あいっ を いかせ る 」のふ た とお りにい えるの に対 し、 「こ ま らせ る、 よろ こば せ る、
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まよわせ る」な どはか な らず ヲ格 の 人代名 詞 を支配 す る こ とに関 して、 「を格 とに

格 のふ た とお りを支 配 しう る 自動 詞派 生 の使 役動詞 と、 を格 しか支配 で きな い 自動

詞派 生 の使役 動詞 との対 立 は、 意 志動 作 と無 意志動 作(う ごき、 現 象)と の、 も と

にな る動 詞 の語 い的 な意 味の対 立 に照 応す る。 」 と述べ られて い る。(106)～(108)

の 「口 出 しす る」 「乱 暴 す る」 「同情 す る」 は使役 動詞 が 二格 の補語 を と り(ヲ 格

の補語 は不 自然 であ る)、(113)～(116)の 「驚 く」 「こま る 」 「困惑 す る」 「ハラ

ハ ラす る 」が 二格 の補 語 を とって い る ことも、 佐藤 の いう意 志動 詞 ・無 意志動 詞 の

違 いが反 映 され た もので あろ う。 なお(113)で は、 感 情 を いだ く主体 が 「私 」で あ る。

《D》 〈イ 〉で述 べ る よう に、感 情 を抱 く人 が 一人称 者 「私 」 「われ わ れ 」で ある

場 合、 「?私 に喜 ばれ る」 「?私 に恐 れ られ る 」な どが不 自然 にな る こ とが多 いの

でそ の こ とも関わ っ てい るだ ろう。

 「あ きる 」は、 「G」 が人 で あ る とき 「あ きさせ る 」 と 「あ き られ る」が文 中 で

近 い意 味 を表 わす こ とが ある よう で ある。 た だ し、 使役 文 で 「あ きる 」主体 が や は

りヲ格 で示 され る点 で、(106)～(108)と は異 な る。

(117)…  美 夜 はお そ らくどんな 男 を もあ きさせず愛 され っづ け る女で あろ う。

(女 坂)

:〔 美夜 は お そ ら くどん な男 にもあ き られず 愛 され っ づ ける女 で あろう。 〕

 「喜 ぶ 」 も、 「喜 ばせ る」 と 「喜 ばれ る 」が近 い意味 を表現 す る こ とが ある。 「

喜 ぶ 」は 「Aが Gに 喜ぶ 」 とも用 い られ 《C2》 と似 た点 が ある が、 「Aが

Bを 喜 ぶ 」の構文 で の ほうが多 く用 い られ 他動詞 的 だ と思わ れ るの で、 《D》 〈

イ〉で 述べ る こ とにす る(注15)。

3.4 《D》 類

 2.2.4で 述べ た よ うに、 直 接対 象 「P」 を主 語 とす る使役 文 と受 身文 とが接

近す るの は、 「P」 が人 で ある場 合、 「P」 が感情 の 向か う対象 で あ る場 合、 「P」

が判 断 な どの対 象で あ る場 合、 の うちの あ る種 の状 況 にお いて であ る。

3.4.1 《D》 〈ア 〉

一 直 接対 象 が主語 の使 役 ・受 身(「PJが 人 であ る場 合)-

  Aが Pを Vt

Pが Aに [Pを] Vt一 せ る ([Pを]に っ いては後 述)

Pが Aに(カ ラ)   Vt― れ る

 次 の(118)(119)は 使 役 動詞 によ る文、(120)は 受 身動詞 によ る文で あ るが、 そ れぞ

れ、 受身 動詞 、使 役 動詞 による表現 もそれ ほ ど不 自然で は な い。
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(118)問 題 は私 の降 伏の意 志 を どう して 「敵 」 に表 示 す るかで あ った。 私が 思 いっ

いたのは、 や は り白旗 という古 典 的 な方 法 で あっ た。 この時私 の持 物 で 白 い

もの とい えば、揮 一 つ であ った。 そ れも垢 と泥 によ ごれ、 茶褐 色 にな って い

た。 この 標識 が通 用 す るで あろ うか。敵 はそれ を遠 方か ら 「白旗 」 と認 め る

で あろ うか。 こと に私 に障害 と映 ったの は、 道 までの一 町 の泥 檸 で あ った。

米兵 に曖 昧 な標識 を持 った敵 兵 と して、 私 を射 たせ るこ とな く、 この 距離 を

渡 る こ とが で きるで あ ろ うか。 (野 火)[41-94]

:〔 米 兵 に曖 昧な標 識 を持 っ た敵 兵 として、 私 が射 たれ る こ とな く、 〕

(119)普 通 の人 の よ う に富 を誇 り と したが る津 田は、 そ の点 にお いて、 自分 を な る

  べ く高 くお延 か ら評価 させ るため に、 父 の財産 を実 際 よ りはる か によけ いな

  額 に見積 もっ た ところ を、 彼 女 に向か っ て吹聴 した。 (明 暗)

  :〔 自分 が な るべ く高 くお延 か ら評価 され るため に〕

(120)佃 は伸 子の 問 い にかえ って お どろ いた らし く、 「あ あ これ はY・M・C・A

  の服 です 」 と手短 に答 えた。 「一おや す みな さる が いいです よ。 疲 れが 出 た

  の で しよう。 きつ と一心酉己され たか ら」彼 に手 伝 われ て伸子 は 外套 をぬ い だ。

   (伸 子)[30-105]

  :〔 彼 に手伝 わせ て伸子 は外 套 をぬ い だ。 〕

 一般 に 「A(人)が P(人)を Vt」 で表わ され る ような行為 では、 そ の主導 権 は

ふ っ う 「A」 にあ る。 したが って、 「Pが Aに Vt一 れ る」 とい う受身 文で は 「

P」 が や や一 方的 に その行 為 を受 け るこ とが 表 わ され る こ とが多 く、 そ うい った場

合 の受 身 表現 は使役 動詞 に よって表 現す るこ とが で きな い。 ところが、 ある場合 に

は、 「A(人)が P(入)を Vt」 とい う行為 の主 導権 を 「P」 が持 って い る(あ る

いは、 そ うみ な しう る、 そ うみ な そ う とす る)状 況 があ っ て、 そ うい っ た場 合、 そ

の 「P」 を主語 と した使 役 表現 と受 身表 現 とが 接近す る こ とがみ られ るので ある。

 上 の例 において、(118)で 「米兵が 私 を射 つ 」 とい う事 態が 生 じるか どうか は、道

を渡 ろ う とす る とい う 「私 」 の決 断 に大 き く関 わ って いる。 っ ま り、 「米兵 が私 を

射 つ 」 こ とは私 の制 御 の及 ぶ こ と と考 え られ る。(119)で も 「お延 」が くだす評 価 は

この場 合 「津 田 」の発 言 内容 に左右 され る。 少 な くとも 「津 田 」はそ う考 えて いる

わ けで、 その ため高 い評 価 を 引 きだす ため に意 図的 に 「父の財 産 」 を多 め に伝 えて

い る。 こう いっ た事 態 を、 「私 」 「津 田 」を主 語 と し、 「米兵 が私 を射 つ 」 「お延

が津 田を 高 く評価 す る 」とい う事 態 の ひ きお こ し手 とと らえ使 役動詞 によって表 現

す るこ とが可 能な の であ る。 これ に対 し、 次 の(121)(122)の よ う に受 身文 の主語 が

単 に一 方 的 に`受 け る存 在'と 考 え られ る場 合 には使 役動 詞 に よる表現 は きわ めて

不 自然 で あ る。

(121)私 は絶 えず 眼 を凝 らして、 この 明瞭な 風景 の どこか に潜 む敵 を、 彼 よ り先 に、
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発 見 しよ う と して いた。 っ い に橋 まで行 き着 いた。 …  。 この時 も私 は不

意 に射 たれ るか も知れ なか った。 (野 火)

:〔?こ の時 も私 は不意 に射蟹 か も知れ なか っ た。 〕

(122)(彼 は)ス テ ラの掘 立小 屋 に二九 歳 の妻 と二 歳の 男 の子 と暮 ら して いる。暴

  力 は振 わ な いが、仕 事ぶ りを批判 され る と口を極 め て妻 をのの しり、 プ イ と

  酒 を買 いに出 て しま う。 (貧 困 の精神 病 理)

  :〔?暴 力は振 わ な いが、 仕 事ぶ りを批判 させ る と口を極 めて 妻 をのの し り〕

 (137)(139)に こう いっ た事 情 が あ るこ とは確 かな のだが、 その 一方 で、 それ ぞれ

の状況 は、 「私 」が 「米兵 」の射 つ 行為 を受 け、 「津 田 」が 「お延 」の評価 を 受 け

る、 という事 態で も ある。 したが つて、 その`受 ける'行 為 という面 をと らえ れば

受 身動 詞 によって も表 現 しう るので あ る。(119)で 「お延 か ら」 とカ ラ格 を とって い

るの は、 人 が 人 に対 して行 な う行 為 や態度 を表わ す動詞 で は、 その 受 身文 で行 為や

態度 の主体 が 「～か ら」で表 わ され る こ とも多 いこ と(注16)が 思 い あわ され る。

 一方、 受 身動 詞 の例 で ある(120)は 、 「佃が伸 子 を手伝 う 」 という事態 だが、 「伸

子 」が 「佃 」 に命 じてや らせ る と いっ た面 は感 じられず、 またいわ ゆ る`放 任 の使

役'と い うの で もな い。 む しろ`あ りが た く手 伝 って も らって い る'と いうよ う に

感 じ られ(実 際 「伸 子 」は この と き 「悪寒 が して た ま らな くな つて 」弱 って い る状

況 に ある)、 受 身動詞 はその`受 け る'行 為 という面 を表 わす の にふ さわ しい。 し

か し一 方で、 「伸 子 」 の容 態が 「佃Jに`手 伝 わ ざる をえ な い'と い った気持 ち を

引 き起 こ した とみ るこ と もで き る とす れば、 「伸子 」 を主 語 と して、 その 「佃 」へ

の非 意 図的 で はあ るが一種 の`は た らきか け性'を 表 わす もの として使役表 現 を用

いる こ ともで きるだ ろ う。 た だ し、 小調 査 で は受身動 詞 の 方が はる か に多 く選 ばれ

て い る。 後者 の よ うな解釈 にはや は り無 理が あるの か も しれな い。

 と ころで、(118)で は、 原 文 で使役 動 詞が使 わ れ て いる にもか かわ らず、 小調 査 で

は受 身動 詞が か な り多 く選 ばれ て い る。 「他 人 が 自分 を射 っ 」 とい う行為 を 「自分 」

が積極 的 に引 き起 こす という こ とが やや な じまな い事態 で あ り、 か と いって いわ ゆ

る`放 任 の使 役'と い うのも この場 合考 えに くい。 「自分 が射 たれ る 」こ との迷 惑

性 ・や られ性 が強 く感 じ られて受 身 が選 ばれ たので はな い だろ うか。 (た だ し、 「

射 た れ る」な らば、 「私が射 たれ る 」で はな くて単 に 「射 たれ る」の ほ うが よいか

も しれな い)こ の点、 先の(119)の よ う に 「～か ら評価 させ るJと カ ラ格 を とって い

る例 にお いて は、 「津 田は、 …  自分 がな るべ く高 くお 延 か ら評 価 され るた め に

…  」のよ う に 「自分が 」が共 起 して も不 自然 でな いの と異 な って い る。

 こ こ までみ て きた こ とか らもうか が える よ うに、 この類 の使役 文 ・受身文 にお け

る主語 「P」 は、 「AがPをVt」 とい う事態 に明 らか にま きこ まれて影 響 を受 けて

いる存 在 なの で、 その意 味で は経 験者 「E」 に近 い。 使 役 文 ・受身 文 の主語 が経 験
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者 であ る という点 で この 《D》 〈ア〉類 の使 役 ・受身 は、 〈直 接対 象 が主語 の使 役

・受 身 〉 では あるが、 《A》 類の 〈第三者 が 主語 の使役 ・受身 〉、 《B》 類 の 〈持

ち主 が主 語 の使役 ・受身 〉に近 い性 格 を もっ と考 え られ る。

 この 節 の最初 に示 した文構 造 に お いて、 使 役 の ほう に[Pを]が 含 まれ て い るが、

これは主 語 「P」 その もの で あるか ら、 「Pが Aに P自 身 を Vt一 せ る 」 とい

うこ とで あ る。(118)(119)は 、 その 「P自 身 を 」が それ ぞれ、 「私 を 」 「自分 を 」

で明示 され て いる例 だつた わ けで ある。 これ らの使役 ・受 身 には次 の ような関係 を

みる こ とがで きる。

(118)―a t米 兵 が 私 を 射 つ]

―b (私 が) 米兵 に

―c (私 が) 米兵 に

(119)-a [お 延が 津 田 を

  ―b津 田が お延 か ら

  一c津 田が お延 か ら

(120)―a[彼 が 伸 子 を

  ―b (伸 子 が)

  -c (伸 子 が) 彼 に

次の 受 身動詞 の例 は、

私を 射 たせる

   射たれ る

高 く評価する]

自分を 高 く評価させ る

高 く評 価 さ れ る

手伝 う]

彼 に(自 分を)手 伝わせ る

       手伝われ る

          「自分 を 」な どを加 え れば使 役表 現 も可能 だ ろ う。

(123)そ れ か らそ れへ と丑 松 は考 え た。 一 つ と して不 安 に思 われ な い もの はな か つ

た。 深 く注 意 したっ も りの 自分 の行為 が、 かえ って ひ とに疑 わ れ る ような こ

と になろ う どは ― まあ、 考 えれば 考 え るほ ど用 意 がな さ過 ぎ た。 (破 戒)

:〔 自分の 行 為が、 か えっ てひ とに[自 分 を]疑 わせ るよ うな こ とに〕

(124)柏 木 の約 束 は嘘 で はな か った。彼 は本 当 に二人 の 若 い女 に護 られ て、 改札 口

  に姿 を あ らわ した。 (金 閣 寺)

  :〔 彼 は本 当 に二人 の 若 い女 に[自 分 を]護 らせ て … 姿 を あ らわ した。 〕

(125)「 ボヘ ミア ン」達 にあ つて は、 その 「男 ら しさ」は リス テサ に重心 が移 っ て

  い る。 リステ サ とは 「ず る賢 さJで あ り、 ルール 違 反 と して とが め られ な い

  ギ リギ リの所 で上手 く立 ち回 る こ とで あ る。 そ こ には 「勝 っ か敗 け るか 」 と

  い ったニ ュア ンスが あ り、 危険 にい どむ とい った要 素が 「男 ら しい 」こ とに

  繋 が るの であ る。 (貧 困の 精神病 理)

  :〔 ルー ル違 反 として.[自 分 を]と が め させ な いギ リギ リの所 で 〕

 一 方、 次 の使役 動詞 の例 は、 「自分 を 」 を明 示せ ず、 また 「～ に対 して 」を 「～

か ら」にす れば、 受 身動 詞 に よつて も表現 で き る。

(126)こ れ は もっ と あ との こ とで す が、彼 は あの フライデ ー に対 して も 自分 を マス

タ ー とよ遺 い ます が、 この場合 の マ スター は、 当時 の中小 の工 業生産 者

一215一



たち が マスタ ー とよば れて いた こ とを想 起 させて た いへ んお も しろ いです ね。

(社 会 科学 にお ける人 間)

:〔 彼 は あの フ ライデ ーか らもマ スタ ー とよばれ て い ます が、 〕

 ただ し使役 動詞 「よばせ る」の ほ うが、 「彼 」が 「フラ イデー 」に対 して 「自分

を マス タ ー とよぶ 」 よ う`は た らきか け た'と いうこ とが強 く感 じ られ るだ ろ う。

同 じ引用部 分 の後 半 の 「中小 の工場 生産 者 たち が マスタ ー とよば れて いた」 との違

いが そ こに あ る(注17)。

 この類 の使 役 ・受身 の この よう な関係 は、 「花子が 医者 にみて も らう」 とい う表

現 の性 質 を思 わせ る。 この文 は 「医者 が花子(の 病状)を み る 」の よ うに表 現 され

る事態 を、 「花子 」 を主語 に して 「～て も らう」 という形 を述 語 と した もの だが、

この 「医者 が 花子 をみ る」につ い ては、 「花 子 」 を主 語 と した文 と しては次 の よ う

に使役 文 も受 身文 も一応 可 能で は あ る。

(127)-a [医 者が 花子 を みる]

一b花 子 が 医者 に (自 らを) み させ る

―c花 子 が 医者 に       み られ る

 しか し実 際 にはb,cの よ うな文 は あま り用 い られず、 「～て も らう」 を使 つた

「花子 が 医者 にみ て も らう」の ほ うが普通 で あ ろう。 この 種の 「～て も らう」文 が

表 わ して い るのは、 直接 対象 を主 語 に した使 役文 と受身 文 が表 わ しう る もの とをあ

わ せ含 ん だ ような 内容 の よう に思 わ れ るので あ る(注18)。

 以上、 `人 の人 に対す る行 為'を 表わす 動 詞 のうち、 そ の使役 動詞 によ る文 と受

身 動詞 によ る文が いず れ も可 能で、 それ が接 近す る ような 事象 をみ て きたわ け だが、

実 は、 `人 の人 に対 す る行為'を 表 わす動詞 で あって もそ の多 くには使役 と受 身 の

接近 は起 こ りに くい。 た とえば、 `人 の人 に対 す る態度 的 なは た らき かけ'を 表 わ

す もの、 「ほ める、 けなす、 叱 る、 愛 す る、 尊ぶ、甘 や か す、 さげす 敬、 み くび る」

な どもそ うで ある。 これ らを用 いた 「Aが Pを Vt」 で あ らわ され る事 態 は、 次

の例 の よ う に 「P」 に とって`受 け る行為'で ある ことが はっ き り感 じられ る もの、

ある いは それ を感 じ させ よ う と して叙 述 され た ものが多 く、 そ う いっ た文脈 の もの

は、 「P」 を主語 に した表 現 と して は受身動 詞 で表 わす の にふ さわ し く使 役動 詞 は

な じまな い(注19)。(129)で は、 人 は 「守 護神 」の行為 を支 配 で きな いわ けで、 被

行為性 が 強 く使役 で は表現 しに くい。 また(131)の 「愛 され る 」は、 「愛 す る 」 と対

比 されて`受 ける行 為'と して表 現 されて い る。

(128)実 際、 職工 た ちは町 の お客 様 なの に、 決 して彼 らは、 土地 の者 たちか ら、 ち,

や ほや され る という ような扱 いは受 け て いない よう であ った。 (素 足の 娘)

:〔?土 地 の者 たち にちや ほや させ る というよ うな扱 い〕

(129)人 が死 ぬ と、 人それ ぞ れの守 護 神が、 その人 を あ る場 所へ 連れ て い く。 そこ
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に集 まっ た死 者 た ちは、裁 きを受 け る と、 それ ぞれ の守護 神 に導 かれ て、冥

府 への旅 をっ づ け なけれ ば な らな い。 (死 の思索)

:〔?死 者 たち は、 裁 きを受 け る と、 それ ぞれ の守 護神 に導 かせ て、 〕

(130)自 然 死 のな かで は、衰 弱 と麻痺 か ら来 る死 が、最 もお だや か で楽 な よう に思

  わ れ る。 急激 な死 の なか で は、 圧 しつ ぶ されて死 ぬ よ りも、 断崖 か ら落ち る

  方が こわ い。 鉄砲 で撃 たれ る よりも、 剣 で 突 き刺 され る方 が いや だ。剣 で 自

  決 す る よ りも、 私 な ら、 毒 を飲 む 方を選 ぶ。 (死 の 思索)

  :〔?鉄 砲 で 撃 たせ る よ りも、剣 で突 き刺 させ る方 が いや だ。 〕

(131)…  その狂女 は、 お そ ら く気 のや さ しい ひ とだっ たので あ ろ う。 村 に とっ

  て は老 人 同様、 異端 者 の一 人 では あっ たが、 やは り人 に愛 され、 人 を愛 す る

  生 れ っ きだ った にちが いな い。 (海 肌 の にお い)

  :〔?人 に愛 させ、 人 を愛 す る生れ っ き〕

(132)私 の側 には何 も疾 しいこ とはな か つたの に、 む しろ私 は、私 が 見鎚 た の を

  惧 れて いた。 (金 閣寺)

  :〔?私 は、 私 を見 させ たの を惧 れ て いた。 〕

3. 4. 2  《D》 〈イ 〉

一 直接 対象 が主 語 の使役 ・受身

 Aが Pを Vt

Pが Aを   Vt― せ る

Pが Aに(カ ラ) Vt― れ る

「P」 が感 情の 向か う対 象で あ る場合)

 人の感 情 ・喜 怒哀 楽 な どを表 わす いわ ゆ る 「感情 動詞 」の 中に、 「Aが Pを

Vt」 の構 文で 用 い られ るもの が ある。 「悲 しむ、 楽 しむ、 喜ぶ 、恐 れ る、羨 む、

妬 む」 な ど、 また 「羨 ま しが る、 怖 がる、 いや が る 」の よ う に形 容詞 に 「～が る 」

が っ いて派 生的 にっ く られ た もの も含 め て よかろ う。 これ らの うちの い くつ かで は、

感情 的 な はた らか けの対 象 「P」 を主 語 とす る使役 文 と受 身文 との間 に、 使役 と受

身 の接 近 が み られ る こ とが あ る。 ただ し、 まず 動詞 その ものがか な り限 られて い る

よ うで あ る。 十分 な数 の用 例 か らの観察 で はな い・が、 手元 の用例 の範 囲で は、使 役

と受身 の 接近 が お こるの は 「喜 ぶ 」 「う らや ま しが る 」 「恐 れ る」な どに多 い。 以

下 の考 察 もこれ らの 用例 を中 心 にすす め る ことにな る。

 使役 動 詞 に よる表 現で、 受 身 との接近 が感 じられ る もの には次 の ような ものが あ

る。 まず 「喜 ばせ る 」の例。

(133)こ う した集 団 的な感 動 と、 それ に支 え られ たブー ム をお こ したのは、 たぶ ん、

六 十年 代の い わゆ る 「三 種 の神器 」が最後 で あろ う。 ワー プ ロ もビデオ も フ

一217一



ア クス も、 いずれ も便利 な 道具 と して人 を喜 ばせ たが、 けっ して憧憬 や 羨望
                ﾘ

や興奮 を味わ わせ る こ とは な かっ たの であ る。 (日 本 文化 と個 人主 義)

:〔 いず れ も便 利 な道具 と して人 に喜 ばれ たが、 〕

(134)家 を立派 に して、 一 よ ろこばせ て、 自分 の胸 の 中がす つ と し

  た って、 貴 方 のそ の幸福 を っ くる為 には、 幾人 か を犠牲 に して る事 にな るわ。

  それ を知 らん顔 す るな ンて ひ どい。 (浮 雲)

  〔家 を立 派 に して、家 族 の ひ とたち によ ろこばれ て、 〕

(135)人 々は思 わ ぬ見 ものを 目の前 に して、 後 か ら遅れ て来 た人々 に対 して は得 意

  の 気持 を隠す こ とす ら出来 なか った。 一 こん な具 合 に。 と、 身振 りを伴 い、

  熱演 の あ ま り溝 に落 ちそ こ な う者 も出 て、 それが また人 々 を喜 ばせ た。 (花

  の あ る遠 景)

  :〔 それ が また人 々 に喜 ば れ た。 〕

 受 身 で の表 現 が可 能 な 「喜 ばせ る」の例 か ら気づ かれ る のは、 「喜 ぶ 」主体 「Aj

が いず れ もヲ格 の形 で明 示 されて いる ことで あ る。

次 に 「羨 ま しが らせ る 」の例 。

(136)後 に道 長 の腹 心 とな って道 長政権 下 の 「四納言 」の 一 人 に数 え られ る公任 は、

若 い頃か ら万 能の評 が高 く、 同 じ年頃 の 息子 を持っ 親 を う らや ま しが らせ た。

(大 鏡 の 人 々)

:〔 同 じ年 頃 の息 子 を持 っ親 にう らや ま しが られ た。 〕

(137)隣 の福 地 さん なん ぞは、 己 の内 よ り大 きな構 えを して いて、 数 寄屋橋 の芸 者

  を連れ て、 池 の端 をぶ ら附 いて、 書生 さんを羨 ま しが らせ て好 い気 にな って

  い るが、 内証 は火 の車 だ。 (雁)

  :〔 書 生 さん に羨 ま しが られて好 い気 になっ てい るが、 〕

(138)こ のか え る というの は よ どみ の水 底か ら水面 に、 水 面 か ら水 底 に、勢 い よ く

  往 来 して 山椒 魚 を羨 ま しが らせ た ところの か えるで ある。 (山 椒 魚)

  :〔 山椒 魚 に羨 ま しが られ た ところの か えるで あ る。 〕

(139)彼 女の 立ちす ぐれ た眉 目形 は、 仲 卯の '幸さ レ羨 しが らせ た。 (或 る女)

  :〔 花柳 の人 達 た ちに さえ羨遡Lた 。 〕

 これ らで も、 う らや ま しさを感 じる主 体 「A」 が どれ もヲ格 で示 さ れて いる。(1

39)で は 「花 柳 の人達 たち さえ 」 とな っ て いるが格 助詞 を補 う とす れば 「を」で あ ろ

う。

 で は次 に、 受 身動 詞 による表現 で使 役 動詞 によつて も表 現 で きそ うな ものを みて

い く。 まず、 「喜 ばれ る 」 「羨 ま しが られる 」の例。

(140)釜 の まわ りは石 をち りば め た磨 きだ しで塗 り、 床 は タ イル を貼 っ たが、 新 築

の 風呂 は皆 に よろ こばれ、 毎 晩、 も らい風 呂 にみ え るひ とが 絶 えな かつ た。
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(女 の こよみ)

:〔 新 築の風 呂は皆 を喜 ば せ、 〕

(141)ニ ンニ クや ニ ラの にお い に弱 い父 母 の ため に、 白菜、 玉 ね ぎ、 ミンチ肉 だ け

  の 気 のぬ けた よ うな あんを つ くり、 フラ イパ ンで焼 いたが、毎 日ひ どい食 事

  にな って いた ので家 族 には とて も喜 ばれ た。 (不 良 少女 とよばれ て)

  :〔(焼 いた もの が)家 族 を とて も喜世 た。 〕

(142)「 お おか た詩 で も作 って遊 ん でるん だろ う。 気楽 で いいね。 ゆ うべ も岡本 と

  あ る所 で落 ち合 つて、 君 の お とう さん の うわ さを したが ね。 岡本 もう らや ま

  しが って た よ。 あの男 も近 ごろ少 しひ ま にな つた よ うな もの のや っぱ り、 君

  のお とうさん の よう にゃ いか ないか らね 」津 田は 自分 の父が決 して これ らの

  入 か らう らや ま しが られて いる とは 思 わな か つた。 (明 暗)

  :〔 津 田は 自分の 父が決 して これ らの 人 をう」一 る とは思 わ

  なか っ た。 〕

(143)そ れ で いて私 は少 しの不 足 も感 じませ んで した。 の み な らず数 あ る同級 生 の

  う ちで、経 済 の点 にか けて は、決 して 人 を羨 ま しが る憐 れ な境 遇 にいた訳 で

  は ないの です。 今 か ら回顧 す る と、 寧 ろ人 に羨 ま しが られ る方 だ ったの で し

  ょう。 (こ ころ)

  :〔 寧 ろ人 を羨 ま しが らせ る方だ つ たので しょう。 〕

次 に 「恐 れ させ る 」の例 もあ る。

(144)十 八世 紀 半ば、 カ トリックが マ ンガ レ ヴァ島 に上陸、 トウアモ ツ群 島へ布 教

に入 る までは、 東 トゥアモ ツの人 々 は流浪 の状 態 に近 く、 島f/�,部での侵 略 と

征 服 が くりか え され た。 特 に隣 りの タタ コ トがあ ち こち に征服 の手 を伸 ば し、

近 隣の島 々か ら恐 れ られ た。 (南 太 平 洋 の環礁 にて)

:〔 隣 りの タ タコ トが …  近 隣 の島 々 を恐鍵 た。

(145)南 米 では ブ ラジル が強 国 と して周辺 諸 国 に恐雌 反面、 国 家間 の紛 争 に

  は調 停役 と して期 待 され る。 (貧 困 の精神 病理).

  :〔 ブ ラジル が強 国 と して周辺 諸 国 を恐 れ させ る反 面、 〕

(146)彼 は …  札 幌の 新 聞社 に転 じよう と運動 して いる うち に、 後 に蛮 寅 と呼ば

  れ て代議 士仲 間 に恐 れ られ る当時 の事 務 長小 林寅吉 に殴打 され、 俄 然退 職 を

  決 意 したの だ つた。 (北 帰 行)

  :〔 蛮寅 と呼 ばれ て代 議士 仲 間 を恐 れ させ る当時 の事務 長 小林 寅吉 …  〕

 以 上、 使 役 と受身 が接 近す る と思 われ る感 情 動詞 の例 を みて き た。 た とえば(133

)(140)を 例 に とれ ば、 次 の よ うな 関係で あ ろ う。

(133)-a[人 が ワ ープ ロな どを 喜ぶ]

一bワ ー プ ロな どが 人 を 喜 ば せ る
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一cワ ー プ ロな どが 人 に 喜 ば れ る

(140)―a[皆 が 新 築 の風 呂 を 喜 ぶ]

  ―b新 築 の風 呂が 皆 を 喜 ばせ る

  一c新 築 の風 呂が 皆 に 喜 ば れ る

 「AがPを Vt(感 情動 詞)」 で表 わ され る 「A」 か ら 「P」 へ の感情 的 なは

た らきか け とい う事 態 にお いて は、 また一 面 で は、 「PJの ほうか ら 「A」 に対 し

て その感 情 を 引 き起 こす ようなは た らきか け を して い る とも考 え られ 、 それ を表現

す るの に 「P」 をガ 格 で 「A」 を ヲ格 で示 して 「PがAをVt― せ る 」 という使役

文 を用 い る こ とがで きる。 しか し見 方 を変 えれ ば、 「P」 は 「A」 か らの感情 的 な

は た らきか け を受 ける`受 け手'で もあ り、 それ を表 現す る には 「P」 をガ格 で 「

A」 を 二格 で示 して 「PがAにVt一 れ る」 という受 身文 を用 いる こ とがで き る。

感情 動詞 の表 わす は た らきか けの こう いった特徴 の ため、 上 でみ て き たよ うな 使役

と受 身 の接近 す る事態 が お こるの だ ろう と思 わ れ る。 た だ、 感情動 詞 で表 わ され る

事 態 全体 にい ま述 べ た ような二 面性 が ある とす れば、 多 くの感 情動 詞 による使 役文

・受 身文 に使 役 と受身 の接近 が み られ て もよ さそ うなの だが、 実際 には上 にみ たよ

う にか な り動 詞が 限 られ て いる。 それ が どう いった こ とに よ るの かは、 今 の と ころ

明か で な く今 後 の検 討 を続 けなけ れば な らな い。

 先 に例 を示 した とき に個 々 に触 れ て おい た よう に、 ま た今 の説 明中 にもうか が え

るよう に、 この 《D》 〈イ〉類 で は、使 役表 現 にお いて、 「A」 が 文 中で ヲ格 で表

示 され る。 この こ とは注意 しなけ れば な らな い。 なぜ な ら、 一般 に も との動 詞 が他

動 詞 な らばそ れ に対 す る使役 文 で は、 いわ ゆ る`使 役性'の 強 弱 に関 わ らず、 他 動

詞 の表 わ す動作 の主 体 は二格 で表 わ され る こ とが 多 いか らで ある。

(147)「 あ、 これ は、 今 しが た搾 らせ たばか りの 牛乳 です。 どう ぞ。 これか ら も毎

  朝、 下男に届 けさせましょうか?」(メ キシコか らの手紙)

(148)行 友は自分の猪口を灘 持想Lる と、なみなみ注 いでや った。 (女 坂)

(149)私 は缶詰のジュースを一 飲池 と近づいて仰天 した。

   (南 太 平洋の 環礁 にて)

(150)そ れ な らばわ た しに何 か を食 べ させ る のが筋道 とい う ものだ。 (花 の あ る遠

  景)

(151)明 治天 皇御 製 と明記 され たそ の軸 は、 勢 いこんで 「共産村 」へ とび こん で来

  た その客 に、 意外 の念 を起 こさせ た にちが いなか っ た。 (海 肌 の匂 い)

 も との動詞 が他 動 詞 で、 そ れ に もかかわ らず そ の使 役 文 で 「A」 が ヲ格 で示 され

るこ とは、 使 役 動詞 「喜 ばせ る」 「羨 ま しが らせ る 」な どの、他 動詞 として の独立

性 を感 じさせ る。

で は次 に、 使役 と受身 の接近 が み られ ない例 を い くっ か みてみ る。 は じめ に、使
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役表 現 の うち受 身 との接 近 のみ とめ られ な い ものを順 にみ て い く。 まず 、次 の よ う

に 「Pが Aを Vt一 せ る」の 「A」 が 入で な い もの は受 身動詞 によ る表現 が不 自

然 とな る。

(152)刃 物 と薬 とを、 私 は万一 あ るべ き死 の 支度 に買 っ たの であ るが、 新 しい家 庭

を持 つ 男が何 か生 活 の設計 を立て て、 買 う品物 は さ もあろ うか と思わ れ るほ

ど、 それ は私 の心 を娯 しませ た。 (金 閣寺)

:〔?そ れ は私燃 娯 しまれ た。 〕

 「A」 にっ いて い えば また、 「A」 が特 定 の人 で あ る場 合 に 「喜 ば れ る」 「怖 れ

られ る 」 「楽 しまれ る」は不 自然 にな るこ とが 多 いよう だ。

(153)自 分 た ちのか たわ らに、 何 喰 わぬ顔 を して、一人 の 未来 の犯 人 が火鉢 に手 を

さ しの べ て い る こ と に、 少 し も気 づ か ぬ 彼 らが 私 を 喜 ば せ た。 (金 閣 寺)                    一

  :〔?少 しも気 づ かぬ彼 らが蘇 喜幽Lた 。 〕

(154)私 は木 の根 に腰 を下 ろ し、 水 筒 か ら水 を飲 ん だ。 っ い に 「平 地 」に降 りた と

い う観 念 、 この漠 然 た る安 堵 には、 私 の場 合、 一種 の恐 怖が 混 って いた。 も

し獣 が 人里 に入 っ た時恐怖 を感 ず る とすれ ば、 それ は私 の この 時の感 情 に近

か つ たで あろ う。 道 は人 二人 通 る く らいの幅 で真直 ぐに林 を貫 いていた。 ・

・ ・。 私 を怖 れ させ たの は、 この 道 の持 つ人 間的 な感 じで あっ た。 (野 火)

:〔?難 怖鋭Lた の は、 この 道 の持 つ人 間的 な感 じで あっ た。 〕

(155)「 え えか。 も うお まえ の寺 はな いのや ぜ。 先 は もう、 こ この金 閣寺 の住職 様

  にな るほか な いのやぜ 。 和 尚 さん に可 愛 が って もろ うて、後 継 ぎにな らな あ

  か ん。 …  」私 は動顛 して母の 顔 を見返 した。 しか し怖 ろ し くて正視 で き

  な か つた。 … 。卑 しい野 心の 点火 には、何 か 肉体 的な強 制 力 のよ うな も

  の が あって、 それが私 を怖 れ させ た の だ と思 われ る。 (金 閣寺)

  :〔?卑 しい野 心 の点火 には、何 か 肉体 的 な強制 力 の ような もの があ って、

    それが私 に怖 れ られ た〕

(156)私 が上 原 さん と逢 つて、 そ う して上原 さん をい いお方 だ と言 つ たのが、滋

  何 だか ひ ど く喜麗 た よう で、 …  (斜 陽)

  :〔?私 が ～ と言 った のが、 灘 ひ ど く喜血 た よ うで、 〕

(157)こ の 方は新 婚旅 行 の よう に た くさん の収 入 にはな らな か ったが、 啓 作 に頼 ら

  な いで暮 らしの立 っ明 る い生計 の道 が 出来 た こ とは千 賀子 を喜 ば せ た。 (妖)

  〔?明 る い生計 の道 が 出来 た こ とは 簾 喜血 た。 〕

(158)末 妹 の場合 は、 私 と弟 の と きは一 滴 も出 なか っ た とい う母乳 が あふ れ るほ ど

  出 て、 「…  こんな に出 て、 ほん まに助 か るワ」 と騒 喜 ば せ た。 (不 良

  少 女 とよばれ て)

  :〔?(母 乳 がた くさん出 て、)母 に喜 ばれ た。 〕
                 ﾘ
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(159)環 夫人 は追 いっ め られた密 偵 の よう に見 えた。 夫 人 の計算 が かつ には あ りあ

  り とわ か り、 それが叉 かつ を娯 しませ た。 (宴 のあ と)

  :〔?夫 人 の計算 が かつ には あ りあ り とわ か り、 そ れが叉 撚 娯―L拠 た〕

 た しか に、 先 に使 役 と受身 が接 近す る例 と して あげ た(133)～(139)で は いず れ も

「A」 が不特 定 の人 で あっ た(注20)。 しか し、 次 の使役 動 詞 の よう に受 身動 詞 で

も表 現 で きそ うな もの もあ る。 た だ しニ ュア ン スはやや異 なっ て しま うか も しれ な

い。 た とえば、(160)で は、 使 役動詞 「悲 しませ 」の場合 は、 先 行す る部 分 「自分 の

家 か らお金や 品物 を持 ち 出 して」 が 「悲 しませ 」に直接 か かっ て いき、 その行 為 が

「ママや あな たが悲 しむ 」 こ との 直接 的な原 因の よう に感 じられ るの に対 し、 受身

動詞 「悲 しまれ 」 にす る とそ の関係 がや や薄 らぐよう に感 じられ る。 な お、 これ ら

で も 「A」 は ヲ格 の形 で 明示 され て いる。

(160)そ う して ただ も う、 自分 の家 か らお金 や 品物 を持 ち 出 して、 マ マや あな た を

悲⊥墨 、僕 自身 も、 少 しも楽 し くな く、 出版 業 な ど計画 したの も、 ただ、

て れか くしの お体裁 で、実 はち つ とも本 気で無 か っ たの です。 (斜 陽)

:〔 自分 の家 か らお金 や 品物 を持 ち 出 して、 ママや あな た に悲 しまれ、 〕

(161)マ ミー は片 足 をあ げた まま の格好 で振 り返 っ た。 私 はヱ諏 を' ざ せ オ い

  よ うに低 くしゃがみ …  (サ ーカ ス放 浪記)

  :〔 私 は マ ミー に怖 が られ な いよ うに低 く しやがみ 〕

(162)啓 作 は、 千賀 子 が は じめ て断 髪 した時、 二た 月 も気 づ かず に いて若 い壬無

  をはか なが らせ た 男で ある。 (妖)

  7〔 啓作は、...若 い灘_男 である.〕

 したが って、(153)～(159)で 受 身 表現 が不 自然 な こ とに は、 「A」 の特定/不 特

定 とい うこ とだ けでは な く、 別 の要 因が かか わ って いるの か も しれな い。 これ らの

うち(154)～(159)で は、 「Pが Aを Vt― せ る 」の 「P」 に あた るの がそれ ぞれ

「この 道 の もつ人間 的 な感 じ」 「私 が ～ と言 った こ と」 「啓 作 に頼 らな いで 暮 ら

しの立 つ 明る い生計 の道 が 出来 た こ と」 「母 乳 があふ れ る ほ ど出 た こ と」 「何 か強

制 力の ような ものが ある こ と」 「夫 人の計 算 が かつ にあ りあ りとわか っ た こと 」で

あ りいず れ も具 体的 な ものや 人 で はな く事 柄 で あ る。(153)も 結局 「彼 らが少 しも気

つかぬ こ と」 で あろ う。 先 に受身 との接近 が 感 じられ る と した使役 表 現(133)～(13

9)に は 「P」 が事柄 的 な もの もあ ったが、 使 役 との接近 が 感 じ られ る と した受 身表

現(140)～(146)を は じめ実際 の受 身 表現 の例 で は、 「P」 が 人や物 で ある例 が 多 い。

「P」 の この違 いも(153)～(159)の 受身表 現 が不 自然 な こ とに与 つて いるので は な

いか と思 われ るが、 個 々の動 詞 の語 彙的 な意 味 が関係 して いる可能 性 もあ り、 いま

の とこ ろよ くわか らな い(注21)。

次 に、 受 身表 現 の うち、使 役 との接近 の感 じられ ない も のを二 三み る。
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(163)ふ だんの おや つ に も、 麦 こが しと もは っ た い粉 とも いう麦 粉へ 砂 糖 を入 れ た

も のは喜 ばれ、 …  (女 の こよみ)

:〔?麦 こが しは鹸 、 〕

(164)実 はぼ くは本 好 きの人 の家 な らいたる ところ に本 棚 があ つて も良 いとい う ぐ

  らいの気持 ち で階 段 に本棚 をつ くった のだが 、 それ が予想 外 に喜 ばれ たの は、

  …  (住 ま い方 の演 出)

  :〔?そ れが 予想 外 に喜ば せ たの は、 〕

(165)ま た、 この頃 か ら、 家 庭 で恐凱 る よ う にな っ た大 きな苦 しみ は、老 化 に

  伴 う障害 と痴 呆の 問題 で あ つた。 (日 本 文化 と個 人主 義)

  :〔?家 庭 で 恐れ させ るよ うにな った大 きな苦 しみ 〕

(166)彼 は家屋敷 を見棄 て、 家族 をひ き連 れ て非難 と放 浪 の旅 に出な ければ な らな

  か った。 放 浪 の一 家 は、 身 を落 ちっ け よ う とす る先 々で こわが られ、 指 が

  痛 い と誰 か一 人が 言 い出 した だけで、 一 家が 追 い立 て られ た。 (死 の思 索)

  :〔?一 家 は …  身 を落 ち っ けよう とす る先 々で こわが らせ、 〕

 これ らの受 身 文 には 「喜 ぶ 」な どの主 体 「A」 が 明示 され てお らず、 その まま で

は使役 表 現 にす る こ とが で きな い。 しか し 「皆 を 」 「人 々 を」の よ う に 「Aを 」 を

補 えば使 役表 現 も可 能 だろ う。

(163)'〔 麦 こが しは[皆 を]喜 ば せ、 〕

(164)'〔 それ が 予想外 に[人 々 を]喜 世 たの は、 〕

(165)'〔 家庭 で[人 々 を]恐 雄 る.よう にな つ た大 きな苦 しみ 〕

(166)'〔 一家 は …  身 を落 ちっ けよ う とす る先 々で[入 々を]遡 、 〕

 最後 に次 の例 は 「羨 な 」の受 身 動詞 「羨 まれ る 」が用 い られて い る。 これ を使 役

表現 に しよう とす る とき使 役 動詞 「羨 ませ る 」は不 自然 に感 じ られ、 か わ りに 「羨

ま しが らせ る 」を用 い るほ うが 自然 に思 わ れ る(注22)。

(167)彼 女 は 自分 に与 え られ て い る境遇 は、 きれ いな部屋 で も、 着物 で も、 おい し

い十分 な食 べ物 で も、 お小 遣 で も、 人 に羨 や まれ る一 切の もの が、 ほん とう

は 自分 の受 くべ きもの では な いよ うな気 が漠然 と して い た。 (迷 路)

:〔 食 べ物 で も、 お小遣 で も、人 を羨 ま しが らせ る一切 の もの が、 〕

3.4.3 《D》 〈 ウ 〉

一 直 接対 象が主 語 の使 役―・受 身(「P」 が判 断 な どの対 象で あ る場合)―

 Aが Pを ～ と(～ ヨウニ) Vt

Pが Aに   ～ と(～ ヨウニ) vt一 せ る

Pが Aに(カ ラ) ～ と(～ ヨウニ) Vt― れ る
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 《D》 類 の ひ とつ と しうる もの に、 「P」 が判断 の対 象 と考 え られ るよ うな もの

が あ る。 動 詞が 「思 う/感 じる」な どに限 られて いるの だ が、 「Pが ナ ニナ ニ だ」

とい う判 断 がな され るもので、 判 断 の内容 に あ たるもの を表現 す る 「～ と」な ど

を伴 い、 「思 う/感 じる」が`～ と判断す る'`～ と理解 す る'の 意 に近 くな

つ てい る。

 使役 と受身 の接近 が感 じられ る の は受身動 詞 の方の例 が ほ とん どあ る。次 の例 で

も使役 動 詞 の例 は(168)の み で ある。

(168)己 は女 房 に どうか して夫 が冷 淡 だ と思 わせ まい、 疎 まれ るよ う に感 じさせ ま

い と して い るの に、 却 って 己が 内 にい る時の方 が不 機嫌 だ とす ると、 丁度 薬

を 飲 ませて病 気 を悪 くす る よ うな もの で ある。 (雁)

:〔 己は女房 に どうか して 〈夫が冷 淡 だ 〉 と思わ れ まい、 …  と して い る

の に、 〕

(169)誰 が 他所 者 に、 自分が 知恵 の 足 りない、 世界 に開 か れて いな い未 開人 で あ る、

  と思 わ れた い だろ うか。 (貧 困の精 神病 理)

  :〔 誰 が他所 者 に、 〈…  未開人 で あ る〉 と 思巡 だ ろうか。 〕

(170)(彼 らは)防 衛 と しての過 剰 男性性 を犯 罪の形 で表 現 す る一方 で、 自 らの未

  熟 さ ・子 ども っぼ さを他 人 に罰 して も らう機会 を作 つて いる ので あ る。 ・ ・

  ・。 小犯 罪が 見逃 され た り、 彼 らに とつて充 分な ほ どの罰 が加 え られな い と、

  彼 らは行 為 をエ スカ レー トさせ、遂 に は凶悪 犯罪 を犯 す に到 る こ とが あ る。

  犯罪 に到 らな いまで も人々 の 「良 き習慣 」の裏 をか くよ うな こ とを し、 人 々

  の輩盛 を買 うの を常 とす る者 も また多 い。 「嫌 な奴 」 と人 々 に思わ れ る こ と

  がか れ らの性格 矛 盾 とそれ に伴 う不安 を和 らげ るの であ る。 (貧 困の精 神病

  理)

  :〔 〈 「嫌 な奴 」〉 と人 々 に思 わせ る こ とが 〕(こ の場 合 〔人 々 に 〈 「嫌 な

  奴 」〉 と思 わせ るこ とが 〕 という語 順 の ほ うが 自然 か も しれ な い。 引用 部分

  の初 め の文 に 「罰 して も らう 」 とあ るが、 この 「「嫌 な奴 」 と人々 に思 われ

  る」 も 「思 っ て も らう 」 と して もよ い ような、 その 状態 は 「彼 ら」に とって

  あ りが た い ・楽 な状況 で あ り、 積極 的 にそう いう事 態 を引 き起 こ して い る と

  も考 え られ る。 r思 わせ る 」が 自然 な 表現 なの は その こ と と関 係が あ るだ ろ

  う。)

(171)そ う言 って 由起 は微笑 ん だ が、 どこか媚 びる ような そ の笑 み の 蔭 には、 私 の

  言葉 の重 み を そつ と量 るよ うな醒 め た眼が感 じ られ た。 それ は ま た、 い っ も

  何 か に怯 えて いる少女 の標 え を、女 の 表情 で押 し隠 そ う とす る構 えの よ う に

  も感 じ られ た。 少女 で ある こ と と女 で いる こと との ズ レが、私 の眼 には なぜ

  か痛 々 しいも の に映 っ た。 (北 帰行)

一224一



:〔 それ は また、 〈…  押 し隠 そう とす る構 え の 〉よ う に感 じさせ た。 〕

(最 初 の部 分 の 「感 じられ た 」は 《E》 〈イ〉の類)

(172)…  絶 えず 私 の視 線 を抑 えて微 笑 も う と して いる彼 の顔 は、 単 に圧制 者 に

  気 にい られ よ う とす る、 人 民の素 朴 な衝動 の ほか、 何 もの も現 わ して いな い

  よ うに思わ れ た。 (野 火)

  :〔 彼 の顔 は、 〈・…  何 もの も表 わ して いな い 〉よ うに思遺 た。 〕

(173)父 は 聞 きつ け て、 「何 だ、 それ は?」 と、 言 う。 私 は赤 くな って、 て らう よ

  う に思 われ た ので はな いか と、 いそ いで首 を振 っ て ごまかす の で あつた。 (

  素 足 の娘)

  :〔 私 は赤 くなって、 〈て らう〉 よう に思 わせ たの で はな いか と、 〕

 次 の例 は使役 動詞 「思わ せ た 」の例 で あるが、 これ は文 の主語 にあ た るものが何

であ るかや や あ いま いで、少 な く ともふ た通 りの可能性 が 考 え られ る。 後者 の ほう

だ とす る と 《E》 〈ア〉の類 であ る。 (上 の(172)も[私 が その表 情 に よつて 彼

の顔 を 〈～ 〉 よ う に 思 つた]と も考 え られ そ うで あ る。)

(174)急 に文 平は快 活 ら しくなっ た。 …  。 天 性愛嬌 の ある上 に、 清 しい艶 の あ

る ひ とみ を輝 か しなが ら、 興 に乗 って よ もや まの話 を初 め た時 は、 た しか に

お も しろ い人 だ と思 わせ た。 (破 戒)

:〔 た しか にお も しろ い人 だ と思鐘 た。 〕

(174)-a [女 が 彼 を 〈お も しろい 人 だ〉 と 思 う]

  -b彼 が 女 に 〈お も しろい入 だ 〉 と 思 わせ る

  ―c 彼が 女 に 〈お も しろい人 だ 〉 と 思われ る

(174)―a'[女 が 彼 の話 しぶ りによ って 彼 を 〈お も しろい人 だ〉 と 思 う]

  -b'そ の話 しぶ りが 女 に 彼 を 〈お も しろい人 だ 〉 と 思 わせ る

  一c'そ の話 しぶ りで 女 に 彼 が 〈お も しろい人 だ 〉 と 思 わ れ る

 ところで、 ここで 《D》 〈ウ〉類 として いる ものは、 も との文 が 「Aが Pを

〈～ 〉 と Vt」 という構 造 で、 「P」 は判断 の 対象 で あって この文 の第 一次 的な

補語 で あ り、 そ して それ が使 役文 ・受 身文 どち らもの主語 とな る と考 え られる もの

で ある。 「P」 が 文 の第 一次 的 な要素 で あ るこ とか ら 《D》 類 の ひ とつ と したの だ

が、 一方、 「P」 は判 断部 分 「～ 」 に含 まれ て いる二次 的 な要素 で あっ てrAが

 〈Pが ～ ダ 〉 と Vt」 という構造 であ ると も考 え られ、 そ の いず れ であ るかは

実際 の文 にお いて決 めか ね る ことが しば しば ある。 た とえ ば次 の 文は、 そ の点 でふ

た とお りの と らえ方 がで きる。

(175)そ の 明 るさは私 の 暗 さ とあ ま りに隅 々 まで照応 し、 あま りに詳 細 な対比 を示

して いたので、 時折 鶴 川 は私 の心 を如実 に経験 した こ とが ある ので はな いか

と疑 われ た。 (金 閣寺)
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:〔 鶴 川は私 の 心 を如 実 に経 験 したこ とが あるの で はな いか と疑 わせ た。 〕

(175)―a [私 が 鶴川 を 〈私 の心 を …  の で はな いか 〉 と 疑 う]

  ―b鶴 川 は 私 に 〈私 の心 を …  ので は ないか 〉 と 疑 わせ る

  一c鶴 川 は 私 に 〈私 の心 を …  ので は ないか 〉 と 疑 われ る

(175)-a [私 が 〈鶴 川が 私の 心 を …  ので はな いか 〉 と 疑 う]

  -b'〈 鶴 川は 私 の心 を …  ので はな いか 〉 と 疑 わせ る

  一c'〈 鶴川 は 私 の心 を …  ので はな いか 〉 と 疑 われ る

 っ ま りこの例 では、 判 断内容 を あ らわす 「～ 」が、 「鶴川 」 を含 まな い 〈私 の

心 を …  ので はな いか 〉な のか、 「鶴川 」 を含 んだ 〈鶴 川が私 の心 を …  ので

は な いか 〉 なのか どち らとも考 え られ、 前者 な らば この 《D》 〈ウ〉類 であ るが、

後 者 な らば 《E》 〈ウ 〉類 という こ とにな る。 認識 の きっ か けや 原 因 とな る コ トガ

ラ 「M」((175)で は、 `そ の 明る さは 私 の暗 さ とあ ま りに隅々 まで照 応 し、 あ ま り

に詳細 な対 比 を示 して いた'と い う こと)を 文 の要素 と して第一 次的 な もの とみな

す か第 二次 的 な もの とみなす か で、 両者 を異 な る もの で あ る と、 こ こで は一応 した

の だが、 《D》 類の ひ とつ として 独 立 に扱 う必要 が ある か どうか、 考 え直 すべ きか

も しれ な い。

3.5 《E》 類

 ― 使 役 と受 身 とで主語 が 異な るもの ―

 使 役 と受 身が接 近 す る場 合 と して こ こまでみ て きた 《A》 ～ 《D》 の類 は、 同一

の名 詞(句)を 主語 とす る使 役 文 と受 身 文 によ る表現 が接 近 す るもの で あっ た。 とこ

ろ が次 にみ よ う とす る 《E》 類 は、 使役 文 と受 身文 の主語 が同 じで な く、 したが っ

て それが も との文 で どの よう な要素 で あ ったか も異 なっ て い るに もかかわ らず、 な

お その使 役表 現 と受身 表現 とが接 近 す る ような類 で ある。 た とえば次 の例 には使役

動詞 「感 じさせ る」 と受身 動詞 「感 じられ る 」が用 い られ てい るが、 どち らも使役

と受身 の接 近 が感 じ られ る。

(176)彼 は しば しば私 には理 解 で きな い政 治 用語 を 口に した。 今 の私 は、 それ が ど

ん な言 葉 だつ たのか も よ く覚 え ていな い。 けれ ども それ らの用 語は彼 独特 の

意味 を附与 され て いる らし く、 どこか の組織 や仲 間 の 間で流 通 す る言 葉 の よ

う な、 公式的 で硬 質 な膚触 りは感 じ られ なか った。 っ ま り体 験 やそ の場 の雰

囲気 の な まな ま しさを感腿 言 葉 で あ り、 様 々の文 脈 の中 で微妙 にその

意味 を変 容 させ なが ら浮 き沈 みす る よう な、 個性 を もつた言 葉 だ った。 (北

帰 行)

ふ たつ の 「感 じる 」には次 の よ うな構 文関 係 を考 え る こ とが で き る と思わ れ る。

一226一



(「 感 じ られ な かつ た 」を述語 とす るほ うの 文 は 「それ らの用 語 は」 で始 ま って い

るが、 その後 半 につ いて は 「それ らの用 語 には ～ が 感 じ られなか っ た」 とい う構

文 が み とめ られ よう。)

感 じる]

感 じさせ る

感 じ られる

とい う関係 と考 え られ る。 使 役 文の ほ うの主 語 は 「私が 感 じる」 こ とを引 き起 こ し

た き っか けあ るいは 原 因的 な もの(「M」)で 、 も との文 では 二格 、 カラ格 な どで

示 され る要素 で あ るの に対 し、 受 身文 の ほうの 主語 は 「私 が感 じる 」 という は た ら

きか けの対象(「P」)で 、 も との文 で はヲ格 の補語 をなす もの で あ る。使 役 文 と

受身 文 の主語 が この よ う に異 な つて いる ことが、 《A》 ～ 《D》 と異 な る 《E》 の

特徴 で あ る。

 《A》 ～ 《D》 と 《E》 とにこの よう な違 いが ある こ とか ら、 同一 の名詞 を主語

とす る使 役 ・受身 が接 近 しうる 《A》 ～ 《D》 と異 な り 《E》 で は、 使役 動詞 で表

現 す るか受身 動詞 で表 現 す るかは 主語 の選択 とかか わ る問題 となる。 つ ま り、 認識

の きっ か け ・原 因 とな る ような コ トガラ を主 語 とす る場合 には使役 表 現 で、 認 識の

対 象 とな るもの を主 語 にす る場 合 には受身表 現 で叙述 す る こ とにな るの であ る。 し

たが っ て、 使 役表現 を用 いるか受 身表現 を用 い るかの選択 は、 何 を主 語 にた てて述

べ るか という叙述 の 姿勢 ・文 の流 れ とき りはな して考 える こ とが で きな い。 も とよ

り文脈 的 な影 響が使 役 ・受身 の選 択 にか かわ る要素 のひ とつで ある こ とは 《A》 ～

《D》 にお いて も認 め られ る ことはす で にみ て きたが、 《E》 にお いて は主語 の選

択 とい う問題 がか かわ つ てそれ が かな り大 きな要 因 とな る こ とにな る。

 《E》 類 も以下 で三 っ の場合 に分 けて考 え よう と思 う。 いず れ の類 もそ こに属す

る動詞 が かな り限 られて い る。 「思 う、 思 い起 こす、 思 い 出す、感 じる、窺 う、 偲

ぶ、想 像 す る、 予想 す る、 連想 す る、推 測す る、 予 見す る、推 定す る、 連想 す る」

な どの動 詞(い まか りに思考 ・認 識 を表 わす 動詞 とよぶ こ とにす る)で 、 かつ 構文

的 には、 「～ をVt」 とい うヲ格名詞 を補語 とす る構 文 だ けでな く 「～ と/～ の よう

にVt」 の よう に一種 の引 用句 と とも に用 いる こ とも あ りう る動詞 が ほ とん どで ある。

(176―ア)-a [私 が そ れ らの用 語 に 硬 質な 膚触 りを 感 じる]

―bそ れ らの用 語 が (私 に) 硬質 な膚 触 りを 感 じさせ る

一cそ れ らの用 語 に     硬質 な膚 触 りが 感 じ られ る

(176一イ)-a [私 が それ らの言 葉 に な まな ま しさを 感 じる]

   -bそ れ らの言葉 が (私 に) な まな ま しさを 感 じさせ る

   一cそ れ らの言葉 に      な まな ま しさが 感 じ られ る

こ れ は 略 号 に よ っ て 示 せ ば、

(177)―a [Aが Mに(カ ラ) Pを

―bMが (Aに) Pを

一cMに     旦炬
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3.5.1 《E》 〈 ア 〉

― 「M」 が 思 考 ・認 識 の き っ か け や 原 因 な ど と な る コ トガ ラ で あ る も の 一

 Aが Mに よ っ て Pを  (～ と(～ ヨウニ)) >t

     (カラ/テ"/二/ノセイテ")

Mが     (Aに) Pを  (～ と(～ ヨウニ)) vtせ る

Mに よ っ て       Pが  (～ と(～ ヨウニ)) Vt一 れ る

 (カラ/テ"/二/ノセイテ")

 この類 と考 え られ るもの は、 使 役動 詞 の例 が多 く受身 動 詞の例 が 比較 的少 な い こ

と、 こ とに、 連体 用 法 では受 身動 詞 の例が きわめ て少な い ことが特徴 であ る。

 は じめ に使役 動詞 の例 を動 詞 ご と にみ てゆ く。 まず、 「思わせ る」 のう ち 「思 わ

れ る 」で も表 わ しう る例。 (二 重 下線 、二重 波 線 につ いて は後述)

(178)そ して、船 長 の顔 は黒色 が深 く沈み、 や や紫色 を帯 びて いて、 唇 の紫 は 日陰

の一 思鐘 た。 (花 のある遠景)

:〔 唇の紫か ら日陰のバナナの花が思搬 。 〕

(179)こ の複雑な三層の屋形船が臨んでいる池基 、畿 思狸 た。 (金 閣寺)

  :〔 ～ 池 には、海の象徴が思鑓 。 〕

(180)そ の薄 暗 い運動 場 の ような工 場 で、 二 十数 人 の若者 が右 往左 往 して いる光量

  は、 どこかお お っぴ ら にで きな い仕事 を密か に請 け負 つて い る者撫 想血

  せヱ 、 熱気 と隠微 な興奮 に織 りな され な が ら暗 く鈍 い光 を放 って い るの だ っ

  た。 (北 帰 行)

  :〔 その光景 には、 ～ 仕 事 を密 か に請 け負 って い る者 た ちが想 わ れて、 〕

(181)丘 の上 の、 赤煉 瓦 の建 物基 、 明 る くあか ぬ け して いて刑 務所 と いうよ り臨

  の騰 を思竺 た一が、 …  (死 刑 囚 の記 録)

  :〔 赤煉 瓦 の建 物 は、 …  貴族 の城 館 が思拠 た が、 〕

(182)「 こ こ誰 の お部屋?」 っ いて 来 た悦 子 が 白川 にそっ くりの 白い細 面 の顔 を傾

  け て き くの に倫 は、 「お父 さまが書物 を御 覧な さ るの にお建 て にな った のだ

  よ。 悦 は あっちへ お いで 」 と押 しの ける よう にきっ く言 っ た。 自分 を際限 な

  く犯 して来 る もの に娘 まで犯 され ては な らな い。 必 死 な気構 え が悦子 にはた

  だ顯 こわ い人 だ と思蟹 。 (女 坂)

  :〔 必死 な気 構 えで(ノセイテつ悦 子 には母 が こわ い人 だ と思搬 。 〕

 こ れ ら の う ち(178)～(181)の 「思 わ せ る 」 に お け る 「思 う 」 は 、 「～ を 思 う 」 と

い う 構 文 で 用 い られ る もの で`思 い 出 す' `思 い 起 こす' `想 像 す る'と い っ た 意

味 に 近 く、(182)の 「思 う 」 は 「～ を ～ と思 う 」 と い う構 文 で 用 い られ る も の で`判

断 す る'`感 じ る'に 近 い よ うな 意 味 で あ る 。 次 の例 は 「思 い 出 す 」 「思 い起 こ す 」
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な どの 使役 動詞 の例 で あ る。 (こ の うち(184)は 、 使 役文 でrAに 」が 明示 され て い

るが、 受 身 にす るな ら 「私 は 」は な いほ うが 自然 か も しれ な い。 上 の(182)も 「悦 子

に」 と 「A」 が明示 されて お り、 これは 受身表 現 で もその まま明示 で き る。)

(183)灰 色 の雨 空 と、 淡 い牡 丹色 の 毛糸 と、 その 二つ を組 合わ せ る と両 方が 同時 に

  い き いき して 来 るか ら不思 議 であ る。 手 に持 って い る毛 糸が急 にほ っか り暖

  か く、 っ め た い雨 空 も ビロ ウ ドみ た いに柔 か く感 ぜ られ る。 そ う して、 モ ネ

  ー の霧 の 中の 寺院 の絵 を思 い出させ る。 (斜 陽)

  :〔 そ う して、 モ ネー の霧 の 中の寺 院 の絵 が思 い さ  。 〕

(184)莚 に当 る足 の裏 の盛触基 、 私 に子 供 の頃、 莫 産の 上 で遊 んだ時 の薫 思⊥1

  出豊 た。 (素 足 の娘)

  :〔 莚 に当 る足 の裏 の感 触 で(私 には)莫 産 の上 で遊 ん だ時の こ とが匙 出

  並Lた 。 〕

(185)そ の強迫 的 な まで の上櫨 、 一昔 前 の 日本 の魚 を想 い 己こ せ ほ ど

  強 烈な もの で あ るが、 …  (貧 困 の精神 病理)

  :〔 そ の上昇 志 向 は、 一 昔前 の 日本の それ が想 い起 こされ るほ ど強 烈な もの

   で あるが、 〕

(186)…  太 め の荒縄 を、 船 べ りで 白 く泡 立つ 波 の中か らず るず る と引 き上 げた。

  す る と、 その 荒縄 か ら じか に手 指 に伝 わ って くる海 の水 の ジ ワジ ワ とした触

  感塑 、 自分が いま海 に居 る こ と、 そ して小 さな 島へ と向か って い る誌 を、

  今 更 なが らに思 い起 こ させ た。 (花 の あ る遠 景)

  :〔 ジ ワジ ワ と した触 感 に よって ～ こ とが今更 な が ら思 い起 こされ た。 〕

次 は 「感 じさせ る 」の例。

(187)…  等身 大 の人形 が、 その ときの席 次 の ま ま会 議 を して いる。 ぼ うっ と し

た暗 い電灯 の 下で 見 る と、 それ は、私 の 「日清談 判 」の唄 声 の思 い出 をその

ま まに感ユ懲Lる ので、 しば らくの間、 馬鹿 の よう にな つて見 て い た。 (残

って い る話)

:〔 それ によ って(カラ)、私 の 「日清談 判 」 の唄声 の 思 い出 が その ま まに感 じ

Oの で、 〕

(188)実 際、彼 女哩 撒 を 一、" せカ い こ とは愕 くに足 りた。 (宴 のあ と)

  :〔 彼 女の肌 に年齢 が感 じられ な いこ とは愕 くに足 りた。 〕

(189)し まい には往 生 寺 の山 の上 に登 って、 苅萱 の墓 の ほ とりに立 ち なが ら、大 き

  な 声 を出 して呼 び叫 ん だ時代 の こ とを思 い出 して み る と ― 実 に一 生の光景

  は 変わ りは て た。 楽 しい過 去 の追 憶 は今 の悲傷 を 二重 に して感 じさせ る。 (

  破 戒)

  :〔 楽 しい過 去 の追憶 ニヨッテ今 の悲傷 が 二重 になっ て感 じられ る。 〕(受 身表
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現 にす るな ら 「二重 に して 」 も 「二重 になつて 」 とか え る必 要 が ある)

 「思 う 」 「感 じる 」 以 外 に は次 の よ う な も の が あ る。(190)～(193)は 思 考 ・認 識

を 表 わ す 動 詞 で あ る が、(194)(195)は そ うで は な い動 詞 で あ る。

(190)死 後 、 了以 は 遺 書 に よ っ て 自 分 の 肖像 を 彫 らせ て い るが 、 そ の こ と 自体 が 利

休 の あの 肖像 彫 刻の逸載 偲世 るうえ、 眼光鋭 い意志 的 な像 の表情 と、 手

に した掘 削工 具 が印 象的 に彼 の人 生 を要約 して い る。 (日 本 文 化 と個 人主 義)

:〔 その こ と自体 に利 休 の あの 肖像 彫 刻 の逸 話 が偲 ばれ るう え、 〕

(191)す っ き り した細 い首 に水色 の 衿 を細 くの ぞかせ た越 後上 布 の帷 子が涼 しげ に

  ふ く らむほ ど痩 せの 眼立っ 白川 は、 中 高 の細 面 に常 は意 識 して柔 和 に霞 ませ

  て い る もの の、 折 々き らりと閃 く強 い眼 の光 りが、 モ ノメニ ャ ックな性格 の

  騰 窺 罎 。 しか しち ょっ と見 には、 鬼県令 の片腕 とは見 えぬ清 楚 な風

  采 の紳 士で あ る。 (女 坂)

  :〔 折 々 き ら りと閃 く強 い眼 の光 りに、 モ ノメニ ャ ックな性 格 の片鱗 が窺 わ

  丞Lる。 〕

(192)の ち に私 は、 正 田の 「夢 日記 」 と題す る分 厚 い大学 ノー トニ冊 の手記 を読 ん

  だ。 それ には一九 六 一年 の十 月 か ら六 二年 の末 に か けて、獄 中 で見 た夢 が克

  明 に記録 され ていて、 彼 の 内面生活 を うかがわ せ る。 (死 刑 囚 の記録)

  :〔 彼 の内面 生活 が うかが わ れ る。 〕

(193)艶 子の 方で は、 何 の こ だわ りもな い親 しい笑顔 で い た し、別 に傲 つて い る風

  もなか っ たけれ ど、 その こ だわ りのな さ に、 勝 つ て いる者 の余 裕 もあ る よう

  に私 は 思 うの であ った。 甘 や か され た愛 ら しい少女 のよ うな、 引 っかか りの

  な い美 しさは、 私 な どの思 い も及 ばぬ 幸 せ を想 像 させ た。 (素 足の 娘)

  :〔 少 女の よ うな、 引 っかか りのな い美 しさか らは、 私 な どの 思 い も及 ばぬ

  幸 せが想 像 され た。 〕

(194)し か し、 それ以 上 に重 大 なの は、 この時期 、一 般 の市 民が無 邪 気 に信 じて い

  た ア メ リカの生活 様 式、 い いか えれ ば常 識的 な価値 観 が さ まざ まな方面 か ら

  ゆ るが され た こ とだろ う。 エ スニ ック問 題の 台頭 は、 かつ て民 族 の 「るつ ぼ」

  と信 じ られ て いた囎 を、 民族 の 「サ ラダボー ル 」 と呼ヱ㈱Lる こ と

  にな っ た。 (日 本文 化 と個 入 主 義)

  :〔 エ スニ ック問題 の台頭 に よつて、 …  この 国 が、 民 族 の 「サ ラダ ボー

  ル 」 と呼び か え られ る こ とにな っ た。 〕

(195)そ の結 果、sexの 問題 に対す る タ ブーが影 をひ そめ たので あ り、 蜷 も フ

  ロイ ドの燃 受 け入 れ させ るよ う になっ た大 きな原 因 の一 つ にか ぞえ

  られ る。 (文 化人類 学 のすす め)

  :〔 この事 実 もフロイ ドの性 心 理学 が 受 け入 れ られ るよう にな った大 きな原
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因 の 一 つ 〕

 この ように、使 役 動詞 によ る表 現 の例 で は受 身 に よる表 現 が可 能 な ものが 多 いの

だが、 一方、 受身 動詞 に よる表 現 で使役 との接近 が 感 じられ る例 は実 はそれ ほ ど多

くは見 っ か らな い。

(196)見 たほ うが勝 なの だ。 弁 当 を食べ て い る柏 木 は伏 目で いたが、 私 には彼 の 目

が 自分 の まわ りの世 界 を見 尽 くして いる こ とが感 じ られ た。 (金 閣寺)

:〔(柏 木 の様 子 が)私 に …  こ とを感雌 た。)

(197)姿 が写 る部 分 だ けは窓 の外 が見 えな い けれ ども、 娘 の輪郭 の まわ りを絶 えず

  夕 景色 が動 いて い るの で、 娘 の顔 も透 明 の よ うに感 じられた。 (雪 国)

  :〔(夕 景 色 が動 いて い る こ とが)娘 の顔 を透明 の よ うに盛 ⊥麗 た。 〕

(198)カ ル ノーが この 『省察 』 を書 いた動機 が蒸 気 機関 の改 良 にあ っ た ことは、 そ

  の 書 き出 しの 文章 か ら明瞭 にうかが われ ます。 (物 理 学 とは何 だろ うか)

  :〔 ～ にあ っ た ことを、 その書 き出 しの文章 は 明瞭 にう一 す。 〕

(199)こ の映 画で は 同 じポ リネシ ア に属 す る トゥア モー トゥ諸島 な ど を描 いて いる

  の だが、 前述 の特色 が よ く うかが わ れ る。 (文 化人 類学 のす す め)

  :〔(こ の 映画 の 内容 は)前 述 の特色 をよ くうか がわ せ る。 〕(注23)

(200)死 刑 を恐れず とい った彼 の態 度 に もかかわ らず、 「も し外 に出 た ら …  」

  と いう発 言 が、 期せず して あ り、 無期 囚や 有期刑 にな って、 将来 は社 会 に復

  帰 したい とい う希 望 が潜 在 して いる こ とが 推測 され た。 (死 刑 囚の記 録)

  :〔(発 言が あっ た こ とが)希 望 が潜 在 して いる こ とを推測 狸 た。 〕

 この(196)～(200)の 受身表 現 は使役 との接近 が み とめ られ る例で あ るが、 受身 動

詞 の例 には使役 動詞 によ る表 現 が不 自然 にな る もの も少な くな い。 次 の数例 は、 構

文 的 には使 役 で もよ さそ うだが、 それぞ れの 文 にお いて は使役 は かな り不 自然 で あ

る。

(201)「 故 人 は、 家 族 の者や 知人 たちの 思 い出の な かで、 とき に、 生 き生 き と した

姿 を とって思 い浮 かべ られ るだ けの こ とだ。 …  」(死 の 思索)

:〔?故 人 を、 …  生 き生 きと した姿 を とって(家 族や 知人 に)思 い磁 》

幽 だ けの こ とだ。 〕

(202)け れ ども、 彼 が 自分の無 罪 を証 明す るため に、 右 肩 と右足 の傷 という五 年前

  に受 け た拷 問 の跡 を レン トゲン に撮 って くれ と、 執 拗 に要 求 した、 その必死

  の 形相 は今 で もよ く思 い 出 され る。 (死 刑 囚の記録)

  :〔?そ の必死 の形 椙 を今 で もよ く(私 に)思 い  せ 。 〕

(203)外 科 医 はこの 出来物 にフ ル ンケル という簡 単 な名前 を与 え、 ア ル コール を惜

  しん で、 火 で あぶ って消 毒 したメ スを あてが っ た。 私 は陣 い た。 熱 い重 苦 し

  い世界 が、 私 の後頭 部 で、 は じけ、 萎み、 衰 え るの が感 じられ た。 (金 閣寺)
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:〔?は じ け、i萎 み 、 衰 え る の を感 じさ せ た。 〕

 (201)～(203)で は、 「思 う1と いう心 の動 きの原 因 ・きつか け とな る もの 「M」

が示 され てお らず 文 脈 か らも明瞭 には読み と りに くい。 そ の ため主語 として そ うい

った 「M」 を必 要 とす る使役 文 にな じまない の だ と思わ れ る。 これ らの 「思 われ る」

が いわ ゆ る`自 発'表 現 の よう に感 じ られ る の はその ため だ ろう。 「M」 に注 目し

て、使 役 との接近 が感 じられ る受 身 の例(196)～(200)を み てみ る と、 これ らにお い

て も(198)以 外 は実 は 「M」 にあた る もの が文 中 に明示 され て い るわ けで は ない こ と

がわ か る。 しか しな が らそれ ぞれ の文 で、 `伏 目で いた柏 木 の その様 子'`夕 景 色

が動 くこ と' `映 画 の内容' `彼 が そ ういつ た発言 を した こ と'そ の こ と自体 が 「

M」 に あた る もの とみなす こ とが可 能 であ り、 その ため使 役表 現 が不 自然 でな いの

だ ろう((198)で は 「その 書 き出 しの文章 」が 「M」 にあ た る) 。 で は、 使役 表現

の例(178)～(195)で 「M」 は どう な ってい た だろ う。 二重 下線 を施 した要素 が 「M」

に あた る もの だが、(183)以 外 は 「～が 」 または 「～は 」で文 中 に示 されて いる。 そ

の(183)に お いて も、 名詞 句 と して は示 され て いな いが先行 す る文 で表現 されて いる

内容がrM」 に相 当す る もの と考 え るの は容 易で あろ う。 つ いでな が ら、 これ ら(1

78)～(195)で はいず れ も 「P」(二 重 の波線 を施 した部 分)も 明示 され てお り、 こ

の節の 最後 に述 べ るが、 「MがPをVt― せ る 」の よ うに補 語が 明示 され た用法 が 多

いのが この類 の使役 表現 の特 徴で あ る。

 受身表 現 の うち使 役動 詞 に よる い いかえが不 自然 にな る もの を もう少 し調べ てみ

よ う。 次 の(204)～(211)は 、 「～す る と、 …  」 とい う表 現 に先行 されて い た り、

「つ くづ く」 とい う副詞 句が 用 い られて いる。 この こ とが いわ ゆ る`自 発'的 な`

自然 にそ うな る'と いうニ ュア ン スを濃 く感 じさせ る ため、 使役 動詞 が そ く・わ な い

の では な いか と思わ れ る。 最後 の(210)(211)は 《E》 〈ウ 〉の類 で あ るが、 「～う

ち に 」 「～て くる 」 「～てな らな い 」な どが あ り、共 通 した特徴 が うか がえ る。 こ

の よ うに、 いわ ゆ る`自 発'的 な 意 の濃 い 「思 われ て きた 」は 「思わ せ て きた 」に

よって は表わ せ な い。

(204)遠 く離 れ て いる と、 駒子 の こ とが しき りに思 われ る に もかかわ らず、 さて近

   くに来 て み る と、 な にか安 心 して しまうの か、 …  (雪 国)

  :〔?遠 く離 れ て い る と、 駒 子 の こと を しき りに思 わ せ るに もか かわ らず、 〕

(205)「 わ た くしは カ トリ・ソク によ って人間 に善悪 二っ の ものが あ る こ とが分 りま

した。 カ レル の本 を読 ん で い る と、 自分 の過 去 の悪 が つ くづ く思 い出 されて

反 省 させ られ ます 」(死 刑 囚 の記 録)

:〔?カ レル の本 を読 んで い る と、 自分 の過去 の悪 をっ くつ く思 い出 させて

反 省 させ られ ます 〕

(206)「 あな たのお話 をうかが っ て いる と、 パスカ ル氏 の こ とが思 い出 され ます。
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パ スカル氏 ほ どの冷静 な精 神 の持主 で さえ、 …  」(死 の思 索)

:〔?あ な た のお話 を うか が って いる と、 パス カル 氏の こ とを思 い出 させ ま

す。 〕

(207)こ の こ こ気 づ い み 、 既 に木 谷 に関す る報 告 が先 日雑報 と して師団 か

  ら廻送 され て きて い る ことが思 い   た。 (真 空 地帯)

  :〔?こ の こ とに気 づ いて み る と、 …  報 告 が先 日雑報 と して 師 団か ら廻

  送 され て きて い るこ とを思 い出 させ た。 〕

(208)そ う云 えば、 明 らか に、 雨宮 よ り数 歳 は年上 と見 え る越 智は、 家 族が い る筈

  で あった。 一分 のす きもな い越智 の 身 だ しなみ を見 れば、 越智 の 妻 の行 き と

  ど いた愛 情 が盛腿 。 (花 芯)

  :〔?越 智 の身 だ しな みを 見れ ば、 妻 の行 き と どいた愛情 を感皿 た。 〕

(209)と にか く一 、 この トリは 星 に よる方角 決定 のお そ るべ き正確 な

  能 力 を、 先 天 的 に持 って いる こ とが 推拠 ので あ り、 …  (文 化人類

  学 のす す め)

  :〔?こ う してみ る と、 …  先天 的 に持 って い る ことを推定 させ るので あ

  り、 〕

(210)私 は歩 み を緩 め、 学 生 をっ け よう と考 え た。 そ う して歩 くうち に、少 し左 肩

  の 落 ちた彼 の う しろ姿 が、 私 自身 の う しろ姿で あ る よう に思拠 礁 。 (

  金 閣寺)

  :〔?そ う して歩 くうち に、 …  彼 の う しろ姿が、 私 自身 の う しろ姿で あ

  る よう に思 わ せて きた。 〕

(211)サ ル トル はの ち に淡 々 とそ う書 いて い る。 過去 に束 縛 され ない彼 の 自由な 精

  神 が、 そ こ に胚 胎 して いる よう に思 わ れ てな らな い。 (死 の思索)

  :〔?彼 の 自由な精 神 が、 そ こに胚 胎 して いる よう に思 せ カ カ い。 〕

 とこ ろで これ ら(204)～(209)に お け る 「～ す る と」な どで表 わ され て いる内容 は

意味的 に は 「M」 に近 いもの で あ る。 っ ま り、 た とえば(204)で 「遠 く離 れ て いる こ

と」は 「駒子 の こ とを思 う 」 ことの きつ か け と考 え う る し、(205)で 「カ レルの 本 を

読む こ と 」は 「過 去 の悪 を思 い出 す 」 こ とを 引 き起 こ した要因 で あろ う0他 の例 で

も同様 で あ る。 したが つてr～ す る と」な どで表 わ されて いる内容 を 「～ こと」で

表 して そ れを主語 とす る使役 表現 をっ くれば、 それ は受身 との接近 が感 じられ る も

の とな る。

(204)'〔 遠 く離 れ て いる こ とが駒 子 の こ とを しき りに思 わせ る にもか か わ らず、 〕

(205)'〔 一 自分 の過去 の悪 をつ くづ く思劃 土さ一せヱ 〕

(206)'〔 カ たの舌 》か 炉 こ が パス カル の こ とを思 い  せ ま 。 〕

(207)'〔 この こ こ気づ こ が、 …  報 告 が先 日雑報 と して師団 か ら廻送 され
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て きて いる ことを思 い出 させ た。 〕

(208)'〔 口の だ オ    こ とが妻 の行 き とどいた愛 情 を感ユ豊 。 〕

(209)'〔 一 …  先天 的 に持 つて い る ことを推定遡Lる の で あ り、 〕

次 に、 使役 動詞 に よ る表現 で受 身 で の言 いか えが不 自然 にな る もの をみ てみ る。

まず、 次 の例 で受身 動詞 によ る表 現 が不 自然 な のは、 「疑 わせ る 」が 「～ず にはお

かな い 」に続 くこ とによ る と思わ れ る。

(212)公 判廷 での平 沢 の供述 は しば しば前後 矛盾 し、 誇 張 や記 憶錯誤 に満 ちて いた。

  これは彼 の特 異 な性 格 と関係 が ある事 実で あ り、 検 事へ の 自供 その もの を も

  疑 わ せず にはお かな い。 (死 刑 囚 の記 録)

  :〔?検 事 へ の 自供 その もの もC7  "こ 'か カ い。 〕

 この例 はか りに 「自供 その もの を も疑 わせ る。 」 という 言 いき りの形 で用 い られ

て いれば 「自供 その もの も疑わ れ る 」 とす る こ とが で きる だろ う。

 次 の二 例 を受身 表現 にす るこ との不 自然 さ は、 「～て い る 」形 「感 じさせて いる」

で ある こ とに関係 あ りそ うで ある。 「感 じられ て いる 」は不 自然 で受 身表 現 にす る

な ら 「感 じ られ る 」 とす る必要 が あ る。

(213)積 雪 はそ う多 くな いので、 か えって寂 蓼 と した浜辺 に並ぶ 家 々の たたず まい

は 、 寒 々 と し た もの を 感 じ さ せ て い る。 (北 帰 行)

:〔?寒 々 と した も の が 感 じ られ て い る。 〕

:〔 寒 々 と し た もの が 感 じ られ る。 〕

(214)柔 らか に溶 け込 む よう にカー ル した髪 は、 やや きっ い程 目鼻 立 ち の整 った彼

  女 の顔 を優 しい印象 に包み 込 んで い た し、 薄化粧 を した頬 は僅 か に丸 み を帯

  び て、 女 らしさを感 じさせ て いた。 (北 帰行)

  :〔?薄 化粧 を した頬 は …  女 らし さが感 じられ て い た。 〕

  :〔 薄化 粧 を した頬 は …  女 らしさ一 。 〕

 ま た、 次 の例 は、 「感 じる 」主 体r彼 」 「市子 」を 文中 に明 示 して 「彼 に感 じ ら

れ た 」 「ra に感 じ られ た 」 という受 身表 現 にす る こ とは 不 自然 さを感 じさせ るの

だが、 「彼 」 「市子 」を文 中 に明 示 しな けれ ば受身 も不 自然で な い。 た だ し、 この

ふ たつ の例 は次 の 〈イ〉類(「M」 が 「P」 の あ りか と しての コ トガ ラや モ ノで あ

る もの)と すべ きか も しれ ない。

(215)辰 沼 は梨 香が 妻 に関 して知 っ て いる に違 いな い一切 を、 すべ て訊 きださ な け

れ ばな らな い と思 っ た。 これ は商売 の か けひ きに似 た情 熱 を彼 に感 じさせ た。

(美 しい記憶)

:〔 これ には商売 のか けひ きに似 た情熱 が感 じ られ た。 〕

(216)こ の貝 の、 海 となれ あい、 海 に甘 え、 海 その ものの か さぶ た と化 したよ うな

  気味 のわ る い姿 は、 この部 落 をっっ む、 けだる い よ うな ヌル ヌル と したお だ
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や か さを市 子 に感 じさせ た。 (海 肌 の匂 い)

:〔?こ の貝 の …  姿カラ…  お だや か さが 市子 に感ユ血 た。 〕

 《E》 類 には、連 体 用法 で用 い られ て いる例 もか な りみ られ る。 た だ し、 使役 と

受 身が 接近 す る例 とみ なせ るのは ほ とん どが 使役 動詞 の例 で あ る。 次 の諸例 の うち

(217)～(221)は 「PをVt一 せ る[名 詞]」 という構 文 の例 、(222)～(224)は 「Pを ～

とVt一 せ る[名 詞 」」 と いう構文 の例 で あ る。

(217)こ こで は、 豪 華 さや甘 い雰 囲気や、 奇抜 な イ ンテ リア は意図 的 に排除 され、

逆 に芝居 の書 き割 りを思 わせ る、 一見 キ ッチ ュな仕 掛 けが作 り出 され た。 (

日本 文化 と個 人主 義)

:〔 芝居 の書 き割 りが思 われ る、 一見 キ ッチ ュな仕 掛 け〕

(218)老 婆 は、 慌 た だ し くふ り返 った。 見 る と、年 は六 十 ば か りで あ ろ う。 ・ ・1、

  口 の大 きな、 どこか墓 の顔 を思 わせ る、 卑 しげな 女 で ある。 (楡 盗)

  :〔 どこか墓 の顔 が思並Lる 、 卑 しげ な女 であ る。 〕

(219)そ のい か にも重 々 しい外 見 にもか かわ らず、 全体 の 印象 として はせせ こま し

  く、 ともすれ ば いかが わ しい ところ さえ感 じさせ る男 だった。 (北 帰行)

  : 〔い かがわ しい とこ ろさ え感ユ罎 男 だ った。 〕

(220)初 めて この家 の概 観 を見 た時、 写真 で よ く見 るアメ リカ のテ キサ スや ネバ ダ

  の砂 漠 に建 っ 石造 りの家や、 や は り写真 で 見 る中近 東の レンガ積 みの 四角 い

  家 を連 想 させ る建物 だ と思 った。 (花 の あ る遠 景)

  :〔 中近東 の レンガ積 み の四角 い家 が連髄 る 建物 〕

(221)現 在 の所、 日本 の文化 の性 格構 造 は二つ の型 がオ モ テ とウう と して完 全な 二

  重 構造 を為 して い る とは見 えない。 む しろ、 二っ の型 が併 立 し、 混在 して い

  る よう に見 える。 た だ、 ベ ル ーの 中産 下 層 を連想 させ るよ うな二 極分解 の 萌

  芽 もみ え、 日本 に も再 び階 級社会 が形 成 され るの で はな いか と いう予感 の働

  く余地 は あ る。 (貧 困 の精 神病理)

  :〔 ペ ルー の 中産下 層 が連想 され るよ うな 二極 分解 の萌芽)

(222)た だ私 には、 北海道 を歌 つた啄木 の短 歌 の響 きに、 どう して旅 愁 では な く郷

  愁 の想 いが打 ちひ び いて い るのか、 よ うや くわか っ た ような気 が した。 そ し

  て 彼 がなぜ露 西 亜 に魅 せ られ、 マ カロ フ提督 や ツル ゲー ネフや ク ロポ トキ ン

  を崇敬 す る よう にな ったの か とい うこ と も。 そ して更 に、 どう して現代 の ソ

  連 で啄 木の詩 が持 て嘩 され て いる のか も。 それはず いぶ ん乱暴 な結 びっ け方

  だ つたが、 そ の乱暴 さを 自然 なもの と感 じさせ る風 土感 覚 が、 確 か に雪 国 に

  育 った人間 の なか には 潜ん で いる ような 気が して い た。 (北 帰 行)

  :〔 乱 暴 さが 自然 な もの と感 じられ る風土 感覚 〕

(223)過 去 を滅び ゆ くまま にす る ことへの怖 れ は、私 たち が、 その滅 び を悦 ば しい

一235一



もの と感 じさせ る ような新 しい仕組 み を創 り出せ な いこ とか ら生 まれ る。 (

北 帰行)

:〔 そ の滅 びが悦 ば しいもの と感 じ られ るよ うな新 しい仕組 み 〕

(224)彼 はお延 の置 いて行 っ た書 物 の 中か ら、 その一冊 を抽 いた。 岡本 の所蔵 にか

  か る ものだ け あるな と うな ず かせ るよ うな趣 が そ こ ごこに見 え た。 (明 暗)

  :〔 岡本 の所 蔵 にか かる もの だ けある な とうなず か れ るよ うな趣 〕(こ れ は、

  「うなず かれ る」 にす ると`可 能'の 意が強 く感 じ られ るか も しれな い。)

 この よ うに、連 体 用法 にお け る使 役 動詞 は受 身動詞 に して もそれ ほ ど不 自然 で な

い ものが 多い に もか かわ らず、 実 際 の用例 と して は受身 動詞 が連 体用 法 で用 い られ

て い る例 はきわ めて 少な い。 この こ とは、 《E》 類 の もの が、 初 め に述べ た よ うに

次の よ うな関 係 であ る こ ととかか わ つて いる か も しれ な い。

(225)-a [Aが Mに よっ て Pを  (～ と(～ ヨウニ)) Vt]

―bMが     (Aに) Pを  (～ と(～ ヨウニ)) Vt一 せ る

一cMに よ っ て      Pが  (～ と(～ ヨウニ)) vtれ る

 す なわ ち、使 役 動詞 を用 いた連 体 用法 では 先 に述べ た よ うに 「[PをVt一 せ る][名

詞]」 「[Pを ～ とVi一 せ る][名 詞]」 とな って いる ものが ほ とん どなの で、 修飾 され

る名詞 は 使役 文で は主語 の地 位 にあ る 「M」 だ とい う こ とで あ る。 と ころが受身 動

詞 を用 いて 「[PがVt― れ る][名 詞]」 とす る と、修 飾 され る名 詞 は受 身文 にお いて

こ格 ・カ ラ格 な どの地 位で しかな い 「M」 と いう こと にな る。 この こ とが受 身動 詞

が連体 用法 に用 い られ る例 が少 な い こ とに関 係 して いるの で はな いか と思わ れ る。

 な お、 次 の例 は受 身動 詞 が連体 用 法 に用 い られ て いる例 にあた るか とも考 え られ

るが、 「活 発 さ 」が も との 文で どの ような要 素 だつた のか やや は つ き りせず、 も と

の文 と して少 な く とも(226)―aと(226)―a'と のふ た とお りが考 え られ るとす れ ば、

《E》 類 と して よいか どうか もわ か らない。

(226)夜 まで行 儀 を守 って人 なか に いな けれ ばな らな いの は、彼 女 に少 しうん ざ り

なの で あっ た。 けれ ど も健 康 で活気 が あ る佐 々は、 伸 子 の引 っ込 み思案 を多

くの場 合 う けつ けなか っ た。 彼 は、 六十 歳 に近 い老 人 と思 われ な い活擁 さで、

いっ も伸 子 を引 き廻 した。 そ れ には、 自分が滞 留 して いる うち に、 地理 も覚

え させ 、 交友 もこ し らえて 置 いてや ろ う という心 遣 いが潜 ん で い るの は明 ら

かで あ った。 (伸 子)[s1-54]

(226)-a[他 入 が その 活発 さの せ いで 彼 を 六 十歳 に近 い老人 と 思わ な い]

  ―bそ の活 発 ざが 人 に 彼 を 六十歳 に近 い老人 と 思 わせ な い

  一cそ の活 発 さで 人 に 彼 が 六十歳 に近 い老人 と 思 われ な い

(226)-a'[他 人が その活発 さを 六十歳 に近 い老人ノモノと 思わ な い]

  -b'そ の活 発 さが 人 に 六 十歳 に近 い老 人 と 思 わ せ な い
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―c'そ の活 発 さが 人 に 六 十歳 に近 い老人 と 思わ れな い

 最 後 に、 《E》 〈ア 〉の使役 文 と受 身文 の 関係 にっ いて次 の よ うな こ とを考 えて

お きた い。 上 にあげ て きた例 文か らうかが え る よう に、 この類 の文で は、 思考 ・認

識 の主 体 「A」 が、 不 特 定 ・一般 の人 で ある場 合 がほ とん どで、 しか もそれ は実 際

には文 中 に現 わ れな い こ とが、 と くに受身 文 では、 圧倒 的 であ る。 そ もそ も、 使役

文な ら二格 の形 を とつて 「Aに 」 と明示 しう るが、 受身 文 では適切 な 格 で もって 明

示 す る こ とが むず か しい。 それ に対 し 「M」 「P」 につ いてみ る と、 既 に触 れ た よ

う に、 使 役 の場 合 手元 の 用例 では、 終止 用法 で み る限 り、 「Mが Pを Vt― せ る」

という関 係が 文 中 にはっ き り明示 され て いる ものが 多 く、 連 体用法 で もほ とん どす

べ て 「[PをVt― せ る][名 詞]」 とな って いる。

 これ らの こ とか ら、 やや 勇み 足 では あ るが、 使 役 文 「Mが Pを vtせ る」 と

受 身文 「Mに Pが Vt一 れ る」 との問 に次 の よ うな対応 関係 が ある と考 え られ る

ので はな いか と思 われ る。 「Mが Pを Vt一 せ る」 とい う使 役動詞 文 は独 立 の他

動詞 文 に近 くな って、 コ トガ ラ 「M」 が対 象 「P」 には た らきか ける という事 態 を

表現 す る。 一方 この事態 を、 はた らきか けの 受 け手 であ る 「P」 を主 語 に して受 身

文 で表 現 しよう とす るな らば、 ひ とっの 方法 と して、 「Vt― せ る」の 受身動詞 「V

t一せ られ る 」を用 いて 「Pが Mに Vt一 せ られ る」 とい う受 身文(使 役受身 文)

が想 定 で き るわ け だが、 実 際 には 「Vt」 の受 身動 詞 「Vt一 れ る 」を用 いて 「Pが

Mに Vt一 れ る」 と いう受身 文で 表現 され る とい うこ とで は なか ろう か。 一般 に他

動詞 文 「Aが Pを Vt」 に対 して 「Pが Aに Vt一 れ る」 という 受身 文が あ り、

これ が能 動 一受 動の 対立 をな して いるわ けだ が、 これ と平 行す る もの と して、 《E》

類 にあ た る もの では、 「Mが Pを vt一 せ る 」 という使役 文 と 「Pが Mに V

t一れ る 」 とい う受 身 文 とが、 (疑 似 的 に)能 動 ―受 動 の対 立 をな して い るよう に思

われ る ので あ る。 この こ とは、 上 の例 文 にみ られ た よう に、 「M」 が 「に/に よ つて

/で/か ら」な どで表 わ しうる ことが 多 いこ とに もうかが え る よう に思 わ れ る。 「に

/に よ って/で/か ら」は、 受 身文 にお いて も との動 詞 の表 わ すは た らき かけの 動作主

「A」 が 多 くとる格 だか らで あ る。

(227)「Aが Pを Vt」   ― 「Pが Aに(ニ ヨッテ/テ"/カラ) Vt一 れ る」

(228)「Mが Pを Vt一 せ る」 ― 「Pが Mに(ニ ヨッテ/テ"/カラ) Vt一 れ る」

3. 5. 2  《E》 〈イ 〉

一 「M」 が 「P」 の あ りか と して の コ トガラ ある いはモ ノで あ る もの ―

  Aが Mに Pを Vt

Mが (Aに) Pを V七 一せ る

Mに      Pが V七 一れ る
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 動詞 「感 じる」の場 合 にほ ぼ限 られ る ような のだが、 「M」 が`Pの あ りか'あ

るいは`Pと いう属 性 の もちぬ し'と 考 え られ るよ うな もの があ る。

(229)父 は、 た ま にそん な風 に帰 るべ き時 で な い時 に帰 って き た とき、 妙 に我 が家

  にそ ぐわ ない外所 外所 しい顔 を した。 それ は、私 をお どろ かせ る こ とを気 の

  毒 が る ような弱 々 しい もの と、 主人 の 帰 りの用意 され ない我家 の明 らさまな

  姿 を眺 め る という ような、 しん ね りした 目っ き とを感 じさせ る ので あっ た。

(素 足 の娘)

:〔 そ れ には、 …  弱 々 しいもの と、 …  しん ね りした 目っ きとが感 じ

ち巫 ので あ ったG〕

(229)-a[私 が それ に しんね りした 目つ きを 感 じる]

  ―bそ れ が 私 に しん ね り した 目つ きを 感 じさせ る

  ―cそ れ に   しん ね り した 目つ きが 感 じられ る

(230)暗 闇 に眼 が馴 れ る と、 ぼん や りと男 の顔 が浮 かび上 が つて きたが、 不思 議 な

  こ とにその表 情 には、 あの 冬 の 日に男 を醜 く見せ て い た兇 悪 な ものが、 少 し

  も感 じ られな か った。 (北 帰行)

  :〔 その 表情 は …  兇 悪 な もの を、 少 しも感 じさせ な かっ た。 〕

(230)―a[私 が その表 情 に 兇 悪 な ものを 感 じる]

  -bそ の 表情 が 私 に 兇悪 な ものを 感 じさせ る

  一cそ の表 情 に    兇悪 な もの が 感 じ られ る

 こ の 例 で 、(229)で は 、 「そ れ(=父 の 顔)」 (「M」)に 「弱 々 し い もの と しん

ね り し た 目っ き 」(「P」)が`あ る'ま た は`あ る と感 じ られ る'の で あ り、(2

30)で も 、 「そ の 表 情 」 に 「兇 悪 な も の 」 が`な い'ま た は`な い と感 じ られ る'の

で あ る 。 そ う い う 意 味 で 「M」 が`Pの あ りか'あ る い は`Pと い う 属 性 の も ち ぬ

し'と み な し う る。 構 文 的 に も、 受 身 文 で は 「M」 が 二 格 の 形 で 明 示 さ れ る こ と が

ほ と ん どで 、 存 在 や 属 性 を表 わ す 構 文 「ド コに ナニが あ る/多 い 」 な ど との 似 寄 り

をみ る こ とが で き る(注24)。

 この類 で使 役 と受身 の接近 が み い だされ る もの と しては、 使 役動 詞 「感 じさせ る」

の例 も、 受身 動詞 「感 じ られ る」 のﾘJも 多 くみ られ る。 文 全体 と して 存在や 属 性 を

表わ す表 現 に近 い とい う静 的 な性質 の ため に使役 と受身 との違 いが きわ だたず希 薄

にな るの か も しれ な い。

使役 動 詞が 使 われ て いる もの に次 の ような ものが ある。

(231)一 瞬、 未亡 人が 、私 の母 よ りも年 上 なの を、完全 に忘 れ さつて いた。 未亡 人

の 全身 か ら発散 す る雰囲 気 は、 それほ ど若 々 しく、 む しろ、 ほ のか な初 々 し

さ さえ感 じさせ た。 (花 芯)
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:〔 未亡 人 の全身 か ら発散 す る雰 囲気 は、 それ ほ ど若 々 しく、 む しろ、 ほの

か な初 々 しさ さえ感 じ られ た。 〕

(232)英 国 に住 ん で いた ころ、 こ の季節 にな る と、 毎年 ウ ィンブル ドン に出掛 けて

  試合 をみ た。 会場 の オー ル イ ング ラ ン ド ・クラブ は、 百年 以上 の歴史 を けみ

  して、 独特 の風格 を持 っ。 長 い伝統 の醸 しだす優 雅 な香 り とで も いお うか。

  いか にも落 ちっ い た余 裕 を感 じさせ る。 (朝 日1991.7.5.夕 刊)

  :〔 いか にも落 ちつ い た余 裕 が感瞳 。 〕

(233)わ ら東 を姑 が 砧で 打 ち、 それ を祖父 に預 けてお けば、 暇 をみて 草 履 を作 って

  くれ、 戦 争 中の物 資不 足の と きな どは、 野 良 に出 るの に、 地下 足 袋が わ りと

  してず い分 と この 草履 に助 け られ た とい う。 目の うす くなっ た祖 父の手 作 り

  草履 は、 左右 不揃 いで、 緒 の太 さも大小 あるが、 わ らで作 った もの はゴ ム草

  履 な どと違 って とて もあ た たか く、 見 た 目に も人 の手 のや さ しさを感 じさせ

  一た ものだ っ た。 (女 の こよみ)

  :〔 わ らで作 つ た もの は草 履 な ど と違 って とて もあ た たか く、 見 た 目に も入

  の手 のや さ しさが感 じられ たもの だっ た。 〕

(234)妻 の さだ子 が 門の ところ にた たず ん で見送 った。 朝 の太 陽 がそ の顔 を 白 く し

  て いる。 どこか疲 れて 見え るの は柚木 の気 持 か らか。石 井 との こ とが あつ た

  とは考 え られ な いほ ど情 熱 を感 じさせ な い女 であ る。 二人 の子 供 は父親 よ り

  前 に学校 に行 つた。 (張 込 み)[87―48]

  :〔 石 井 との こ とがあ った とは考 え られ な いほ ど情 熱 が感 じられ な い女 〕

 次 は受 身動詞 が用 い られ て いる もの。(235)は 、 「一言 には、一～ が 感 じ られず、

無 表情 には ～ が あ った 」 とい う述 べ方 で、 「あ る」 によ る表 現 と対 比的 にな って

い る。

(235)(彼 は ほん とうは気 立 ての優 しい少年 な の だ という こ とは)あ ま り当て にな

らなか っ た。 ただ、 最後 に私 に向か つて言 った一言 には、 詰 る ような調 子 も

椰 楡 の響 きも感 じ られず、 その無 表情 には照れ 隠 しの よ うな ぎ こちな さが あ

っ た とい うだ けの こ とだっ た。 (北 帰行)

:〔 そ の一言 は、 詰 る よう な調子 も椰 楡 の響 き も感雌 、 〕

(236)ま ん中 の、 日焼 け した小 ぶ と りの 四十歳 が らみ の男 が委 員長 格 ら しい。他 の

  四人 に くらべ る と彼 には い くらか`闘 志'ら しい鋭 さが感 じられ た。

  :〔 彼 は い く らか`闘 志'ら しい鋭 さを盛搬 た。 〕

(237)「 おや、 それ は お淋 しいこ と」未 亡人 の言 葉 は、 東 京 の山手 ひ び きで、 関西

  な ま りは、 全 然感 じられ なか っ た。 (花 芯)

  :〔 未亡 人の 言葉 は、 山手 ひび きで、 関西 な ま りを全然感⊥遡 ユ た。 〕

(238)一 問 ば か り高 い土 手 の 草 に、 入 影 の う ご め く気 配 が,一、"  た 。 が さ が さ と
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草 につ か ま っ て、 登 っ て 行 く ら しか っ た。 (野 火 〉

:〔 土 手 の 草 は、 人 影 の う ご め く気 配 を 感 じさ せ た 。 〕

 この類 の使役 ・受身 文 が存 在表現 に近 い こと と関係 してい る のだ ろ うが、 受身 文

にお いて 「M」 が広 い意味 で の場所 を 表 わす名詞 で あ るこ とが ある。 ただ し、 「M」

の性 質 に よっ て それ を主語 とす る使 役 文が 不 自然 なもの があ る。

(239)そ の グロ テ スクな まで の生命 力 も、 淫 す る者 のみ が持 つ人 間臭 い弱 さも、札

幌 には感 じられな い。 文 字通 りに無性格 で あ り、 透 明 な光 に包 まれた都 市 な

の だ。 (北 帰行)

:(生 命 力 も …  人 間臭 い弱 さも、 札幌 は感 じさせ な い。)

(240)そ う言 っ て由起 は微 笑 んだが、 どこか媚び るよ うなそ の笑 みの 蔭 には、 私 の

  言葉 の重 み をそ っ と量 る ような醒 め た眼が 感 じられた。 (北 帰 行)

  :〔?そ の 笑み の蔭 は、 …  醒 め た眼 を感 じさせ た。 〕

    〔 その 笑み は、 …  醒 め た眼 を感 じさせ た。 〕

 こ れ らの うち(239)で は、 「M」 が 「札 幌 」 とい う固有 名 詞 で あ り、 これは この ま

ま使 役 文の 主語 に して も不 自然 でな い。(240)は 、 「M」 に あた るもの が 「その 笑み

の蔭 」 とい う場 所 的な もの で、 これ は この ま ま使役 文 の主語 にす るの は不 自然 で あ

り、 使役 動詞 を用 いる な ら 「の 蔭 」の ない 「その 笑み 」を主 語 にす る 必要 があ る だ

ろう。

3,5.3 《E》 〈ウ 〉

Aが Mに よ っ て ～ と(～ ヨウニ) Vt

 (Mが)     (Aに) ～ と(～ ヨウニ) Vt一 せ る

 (Mに よ っ て)  (Aに) ～ と(～ ヨウニ) Vt一 れ る

(※ 上 の表 示 で、 (Mが)、 (Mに よって)(Aに 〉の よ うに して あるの は、 こ

れ らの要 素 が実際 の 文中 には現 わ れない こ とが多 い こと に よる。)

 この類 は、 「M」 が思考 ・認 識 の き っか けや原 因な ど とな る コ トガ ラで ある と い

う点 では 〈ア 〉 と同 じで ある。 しか し、 「思 う」 な どの 内容 を表 わす 部分 は ま った

くそ の ま ま、 す なわち 名詞 の格 の変 更 な どを必要 とせず、 使 役動詞 と 受身動詞 が 入

れか え られ るよ うな類 で ある。 次の よ うな用 例 にそ れが み られ る。 そ れぞれaの よ

うな も との 文 を考 え る こ とがで き る が、(241)は 「思わ せ る 」を 「思 われ る 」 に、

(242)は 「想 像 され る」を 「想像 させ る 」に、 どち らも他 の要 素 に何等 の 変更 も加 え

るこ とな く入 れか え る こ とが でき る。 (そ れぞ れの 〈 〉で括 って あ る部 分が 思 考

・認 識 の 内容。 また波線 をつ けた箇所 につ いて は後述。)
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(241)そ の闇の世 界 は あま りに深 く、 あ そ こに は この ま ま 「夜 明 け」な どと いうも

の は永 遠 にめ ぐって こな いの では な いか と思 罎 ほ どだ つた。 (メ キシ コ

か らの手紙)[81-54]

:〔 その 闇の世 界 はあ ま りに深 く、 〈あそ こ には …  め ぐって こないので

は な いか 〉 と思わ れ るほ どだ った。 〕

(241)―a [わ れ われ が 闇 の世界 の様 子 によって(カラ/⇒ 〈あ そ こには …  め ぐ

  つて こな いの では ない か 〉 と 思 う]

  -b闇 の世界 の様 子 が    我 々 に 〈…  〉 と 思 わせ る

  ―c闇 の世界 の様 子 によ って 我 々 に 〈…  〉 と 思 われ る

(242)桜 並木 の下 を通 っ てい るそ の小径 の周 辺 の草 は、 茂 り放 題 に茂 っ てお り、 夏

  の ころの草 い きれ は どんな だ った ろう と想像 並Lた 。 (宴 の あ と)

  :〔 周辺 の 草 は、 茂 り放 題 に茂 って お り、 〈夏の ころの草 いきれ は どん な だ

  つ た ろう 〉 と想像 され た。 〕

(242)-a [私 が 現在 の小 径 の様子 か ら 〈夏 の ころの草 い きれは どん な だっ たろ

    う〉 と 想像 す る]

一b現 在 の小 径の様 子 が    私 に 〈…  〉 と 想 像 させ る

―c現 在 の小 径の様 子 に よっ て 私 に 〈…  〉 と 想 像 され る

使 役 動 詞 、 受 身 動 詞 どち らの 例 も か な り多 い 。 まず 、 使 役 動 詞 の例 と して は 次 の

よう な も の が あ る 。

(243)動 詞 の 基 本 形 がActive voiceで あ る た めbeatsか らis beatenが 派 生 し

た よ うに思蟹 が、 それ は言語形 式 上 の こ とにす ぎず、 受 動 の概念 は能 動

の概 念の 限定 によっ て派生 す る ような もので はな い。 (文 法 の原 理)

:〔 〈beatsか らis beatenが 派 生 した 〉 よう に思 われ るが、 〕

(245)し か し、逆 に いえば、 この種 の作 品の 出現 が この一 時期 に限 られ 、 ほか には

  な かつ た とい うこ と自体、 む しろこれ まで のわ れわ れの観 察 の補 強材料 で あ

  る か も しれ な い。 それ は鎌 倉期 の東 国 武士 の社会 が かな り特殊 な もので あ り、

  少 な くとも、 イェ社 会 が あれ ほ ど純粋 に機能 したの は、 日本 史の な かで一 時

  の 例外 的 な現 象で はな か っ たか、 と思 わせ るか らで あ る。 (日 本 文化 と個人

  主 義)

  :〔 〈鎌倉 期 の …  イェ 社会 が あれ ほ ど純 粋 に機 能 したの は、 日本 史の な

  か で 一時の 例外 的 な現 象で は なか った か 〉 と思 われ る 〕

(246)彼 女達 は夫 に甲斐性 が な い ことを厭 わ な い。 それ ど ころ か、 一

   に" 'を 窃 っづ け こ とには、 どこか夫 を無 力 な まま に留 め てお きた い

と願 つて い るので はな いか と疑わ笠 る よ うな ところ があ る。 (貧 困の精 神病

理)
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:〔 〈夫 を無 力 な まま …  と願 つて い るの で はな いか 〉 と疑 わ れ るよ うな

ところが あ る。 〕

受 身動 詞 の例 に は次の よ うな ものが あ る。

(247)京 都 を発つ と きあの よう にい きい きと して いた私 の心 は、 今 ま た死 者 たち の

追 憶へ 導か れ た。 有 為子 や父 や鶴 川の 思 い出 は、 云 うに云 われ ぬや さ しさ を

 の にWび   、 私 は死 者 を しか 人間 と して愛 す る こ とが で きな いのか

と疑血 狂 た。 それ に して も死 者 たちは 生者 に比 べて、 何 と愛 され易 い姿 を し

て いる ことか!(金 閣)

:〔 〈私 は死 者 を しか人間 と して愛 す るこ とが で きな いの か〉 と疑 わせ た。 〕

(248) 狽1こ  続 いた 々 ま い'    孟 ま '反って その板 蔀や蒲 簾 の

  後 では、 町 中の人 が悉、 死 に絶 えて しま ったか とさ え疑血 る。 (楡 盗)

  :〔 〈町中 の人 が悉、 死 に絶 えて しま つ たか〉 とさえ疑捷 る.。〕

(249) の日 さ  の暗さ  ま に 々まで照応  あ りに雲糸な対 ヒ 示

  一.時 折鶴川は私の心を如実 に経験 したことがあるのではないか

  と疑拠 た。 (金 閣寺)

  :〔 〈鶴川は私の心を如実に経験 したことがあるのではないか 〉と疑鑓 。

  〕

 これ ら(241)～(249)の 例 で は文 中 に 「M」 が 「Mが 」 「Mに/に よっ て」 な どの形

で 明示 され て いる ものは ほ とん どな い。(245)で は、 「それ は 」で示 され て いるが そ

れ以外 の もの で は、 「～ と思 う 」 「～ と想像 す る」 こ との原 因 ・きっか けに あ

たる 「M」 のあ らわ れ を文中 に求 め る とすれ ば、 そ れぞれ の 例文 の波 線 を施 した部

分 「そ の闇の世 界 は あ ま りに深 く、 」 「…  草 は、 茂 り放題 に茂 って お り、 」な

どの 内容 が 「M」 という こ とにな ろ う。

 《E》 の 〈ア 〉 〈イ〉 では、 思 考 ・認識 の きっか けや 原 因 とな る コ トガラが、 使

役文 で は主語 と して、 受身 文で は 「～ に/～ によっ て/～ か ら」な ど と して文 中 に

あ らわ れ るの で あっ たが、 〈ウ〉 では、使 役 文 ・受 身 文 どち らもほ とん どが複 文的

な構造 にな って いて、 前 半 の いわ ば従 属 節 「～ して、 」 「～ し、 」 「～ ため 」な ど

によって 思考 ・認識 の き っか けや 原 因が表 現 され て いる。 「～ して、 」な どで表 わ

されて い る内容 は 「～ こと」 と名 詞 節 にす る こ とで、

(241一ア)「 …  あ ま りに深 いこ とが、 ～ と思 わせ る 」

    「 …  あ ま り に深 い こ と に よ つ て 、 ～ と思 わ れ る 」

(242一 ア)「 …  茂 っ て い る こ とが 、 ～ と想 像 さ せ た 」

    「…  茂 って いる こ とで、 ～ と想 像 され た 」

の よう に表現す る ことも可能 だが、 は っ きり分化 させ な い まま 「～ して、 」な どの

形 で原 因 ・きっか け を表 わ して い る とも考 え られ よ う。 〈ウ〉類 の使 役 ・受 身 は次
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の よ う な 意 味 あ い の 表 現 な の で は な い か と思 わ れ る の で あ る。

(241一 イ)「 …  あ ま り に 深 く、[ソ ノコトガ]～ と思 わ せ る 」

   「 …  あ ま り に 深 く、[ソ ノ卦 ニヨッテ]～ と思 わ れ る 」

(242一 イ)「 …  茂 っ て お り、[ソ ノ卦 ガ]～ と想 像 さ せ た 」

「…  茂 っ て お り、[ソ ノコトニヨッテ]～ と想 像 され た 」

注

(注1)使 役動 詞 ・受身 動詞 だけ でな く、 「岡 田 を行 き過 ぎさせ て しま つた 」 「岡

1丑に行 き過 ぎ られ て しま った 」の よう に、 動 きの主 体 を表 わす名 詞 をヲ格 ・二

格 で示 した ものが あ る。

(注2)井 上(1976)は 、 「彼 は子 供 を死 なせ た。 」 「花 子 は赤 ん坊 を流 感 にか か ら

 せ た 」な どの使 役文 を 「経験 者 を主語 とす る使 役 文 」 と して いる。 本稿 の 《A》

  《B》 類 の使 役 文 ・受身 文の 主語 が あ らわ す もの は、 もとの動詞 に よって あ ら

 わ され る事 態の 直接 的 な参与 者 では な いが間接 的 に影響 を受 けるっ ま りその事

 態 を経験 す る もので あ る とい う点 で、 この 「彼 」 「花子 」の性 格 に似 たもの と

 思 われ る。 こ う いっ たこ とを参考 に し、 《A》 《B》 類 の使 役文 ・受身文 の主

 語 を 「経 験者experiencer」 という意 味で 「E」 と表 わす こ とに した。

(注3) (注2)を 参照

(注4)使 役 表現 と受 身表 現 との 関係 につ いて これ まで に述 べ られ た ものの うち本

稿 の考察 に参 考 にな つ た もの と して次 の よ うな指摘 が あ る。 た と えば寺村(198

2)は 、 使 役態 といわ ゆ る 「間 接受身 」 との共 通性 にっ いて、 「(両 者 は)本 質

的 に共通 す る部 分 を もち っっ 多 くの部 分で対 立 して いる。 っ ま り両者 は対 称 的

な関 係 にあ る。 」 と し、 「共 通す る とこ ろは、 あ る事 象 に対 して、 その事 象 の

外 にあ る第三者 が か かわ る、 その かか わ り方 を示 す表 現 だ とい う点 で ある。 」

と指摘 して いる。 ま た、 益 岡(1987)で は 「(受 動 態 と使役 態 は)動 的事 象 を、

動 きの作用 や影 響 を受 け る者 の側か ら見 るか 、動 きの原 因 となる 者 の側か ら見

るか という点で、 ま た、 動 的事 象 を、 結果 の 局面 に焦 点 を置 いて 見 るか、原 因

の局 面 に焦 点 を置 いて 見 るか とい う点で対 照 的で あ る 」 と、 野 田(1991)で は 「

(受 動 と使役 は)意 味的 にも、 おお まか に いって、 受 動が 動作 を 受 けるの に対

し、 使役 は動 作 を起 こす とい う ことで、 ち ょう ど反対 の機 能 をも っセ ッ トにな

っ て い る 。 」 と そ れ ぞ れ 述 べ られ て い る。

 こ れ ら よ り古 く、 山 田(1908)は 、 「属 性 の 作 用 を 助 く る複 語 尾 」 で あ る 「る

・らる」 「す ・さす ・しむ 」の うち前 者 は 「状 態性 間 接作用 」 (受 身 ・勢力 ・

自然 勢)を あ らわ し、 後者 は 「発動 性 間接作 用 」 (干 与作用 ・使 令作 用)を あ
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らわす もの と して お り、 とも に 「間接 作 用 」を あ らわ す という点 に共通 性 をみ

て い る と思 われ る。 松下(1924)も 、 「間接 動 態 」の二 種 として 「使 動態 」 と 「

被動 態 」 を と らえ て いる。

(注5)こ れ らの うち、 [親 一子]「 夫 ―妻]な どの関 係 にある もの は、 《B》 類

  〈持 ち主 が主 語 の使役 ・受身 〉 のひ とつ とみ なす こ と もで き る。 た とえば、(b

 )「 彼 が一 人 息子 を死 なせ る」 と(c)「 彼 が一人 息子 に死 な れ る」 とい う使 役文

 ・受 身文 に対 しては、 「死 ぬ 」 によ る文 と して、(a)「 一人 息子 が死 ぬ 」が考 え

 られ るので、 「一人息 子 が死 ぬ 」 という事 態 には直接 関与せ ず それ ゆえ(a)の 要

 素 で もな い 「彼 」が(b)(c)の 主 語 にな って い る という点 で、(b)(c)を 〈第 三者

 が主語 の使 役 ・受 身 〉 とみ な しうるの だが、 その一 方、 この 場合、 意 味的 には

  「彼 の一 人息子 」 という関係 で あるの で、 「死 ぬ 」に よ る文 と して 「彼の 一人

 息壬 が死 ぬ 」を考 え るこ と もで きる。 そ うす る と、

(243)―a[EのPが Vi]

  ―bEが Pを Vi一 せ る

  一cEが Pに Vi― れ る

と い う 関 係 と も 考 え られ 、 《B》 類 との 近 さ が 感 じ られ る の で あ る。 な お 、 松

下(1924)で は 、 被 動 に 「人 格 的 被 動 」 と 「非 人 格 的 被 動(可 然 的 被 動 、 自然 動

的 被 動 、 既 然 的 被 動)」 とが あ る と され 、 さ ら に 「入 格 的 被 動 」 に四 種 あ る と

して(1)「 自 己 被 動 」、(2)「 所 有 物 被 動 」、(3)「 所 有 物 自 己被 動 」 、(4)「 他

物 被 動 」が わ け ら れ て い る。 こ の う ち(3)(4)の 例 と し て 、(3)は 「父 、 子 に 死 な

る 」 「妻 、 夫 に 遊 ば る 」、(4)は 「雨 に降 ら る 」 「自 己 は 失 敗 して 、 人 に成 功 せ

らる 」 が あ げ られ て お り、 「父 の 子 」、 「妻 の 夫 」 と い う 関 係 に あ る(3)と そ う

で な い(4)と が 別 の 性 質 の も の と し て 扱 わ れ て い る。

(注6)本 文(52)の 「戦死 させ て 」 を含 む用例 は、 佐藤(1986p.164)に もと りあげ

 られ て お り、 「を格 の補語 を に格 に とりか えて、 うけ み構造 の 文 で表 現す るこ

 ともで き る。 そ の とき、 主 語 に たつの は不 本意 の うけ手 で あ る。 」 という指摘

が あ る。 た だ し、 この こ とが、 佐 藤 によ って こ こで ひ とま とま りの類 と して扱

わ れ て い るmの 動詞 す なわ ち、 「「死 なせ る、 戦死 させ る、 苦 労 させ る、 (

境 遇 に)し ず ませ る、 貧乏 させ る 」の よ う に、 自分 の 力が お よばず に、相 手 に

不 利 益 を こうむ らせ て しま うこ とを表現 す る場合 」の動 詞 に よる8例 の用 例 の

うち、 どの範 囲 の もの にあて は まるの か、 あるいはす べ て にあ て はま る と考 え

られ て い るの か、 詳 しく説 明 され て はいな い。 あげ られて い る8例 の うち 「う

けみ 構造 の文 で表 現す る こ と」が可 能 で 自然な表 現 で あ るの は、 筆者 には本

 稿(52)の 『浮雲 』の例 のみ の よう に思 わ れ る。

(注7)「 知 らせ る 」は形 態的 には 「知 る」の 使役動 詞 で あろ うが、 人が ある人 に
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は た らか きか け て`そ の 人が何 か を知 る'と いう状 態 を生 じさせ る行 為は 「伝

え る 」 「連 絡す る 」 「(人 に)言 う 」な どで表 わされ るはた らきか けで ある こ

とも多 い。 した が つて 「知 らせ る」は`人 に命 じてVす る よう にす る'と いっ

た意 を表 わす典 型 的 な使 役 動詞 と して では な く、 単 な る伝達 動詞 に近 い もの と

して 用 い られ る場 合が しば しば ある。

(244)(彼 は)秋 田の家 族 とは没交 渉 にな って いた。 ただ一人、 川崎 で看護婦

を して い た妹 とは付 き合 って いた。 こん どの事 件後 も、本 人 は妹 だ け に

は知 らせ てい たが 、故 郷 には黙 って いた。 しか し、弁 護 士 にす すめ られ

て、知鐘 てか ら、 家 では大 騒 ぎ になつ た。 (死 刑 囚 の記 録)

(245)こ のベル は信 鈴 と呼 ばれ、 運転 主 にとって死 角 とな って い る後 ドアで の

  乗 降が終 つた こ とを車 掌 か ら運 転 手 に知 らせ る。 (都 電)

(246)午 前 十一 時半。 よ うや く砲 声 に切 れ 目が出 は じめ た。 街 に いるベ トナ ム

  人 の記 者 仲 間が、 空港 の完全 陥落 を電話 で知 らせて き た。 (サ イ ゴンの

  いちばん 長 い 日)

 た だ次 の(247)の よ うな例 で はい わ ゆる使 役 的 な使 い方 という こ とが で きるか

も しれ な い。

(247)「 …  で、 私が も し、 死 病 だ と言わ れ たよ うな場合 ね、 まさ か、 お 医

者 さん もそれ を私 に言 わ な い し、 周 囲 の もの だ って、 きか せ たが りは し

な いで しょう。 で も私 は それ では 困 るの。 死 ぬ にきま った病気 だ と解 っ

た ら、 そ の こ とをは っ き り知 らせ て貰 いた いのJ(女 坂)

 しか した とえ ば 「生徒 に 『日本 史入 門 』を読 ませ て 日本 の 歴史 につ いて知ム

」土た。 」な どと いう ことは あ ま り自然 と思 えな い。

 文 体 的 にはや や限 られ て い るが、 「知 らしめ る 」な らば使役 的 なニ ュア ンス

が は っ き り表 わ され よ う。

(248)「 社会 を欺 く企 業 を許 して お くわ け には い きませ ん。 人々 に広 く知 ら し

  めヱ 警 鐘 を鳴 らす のが ジ ャーナ リス トの使 命 な のです。 」 (貧 困の精 神

  病 理)

(注8)現 代 語の 問題 と して では な いが、 「知 る 」 につ い ては万 葉集 中の 次の歌 の

  「人 に知 れっ っ 」を め ぐって、 `知 らせ る'こ とと`知 られ る'こ と とが ある

場 合 には近 くな る こ とが論 じられ て いる。

(249)「 春 の野 にあ さる雑 の妻 恋 に己が あた りを人 に知れ っ っ 」(萬 ・1446)

 た とえば細江(1928)は 、 この 「人 に知 れ っつ 」 にっ いて、 「雑 が鳴 声 を立 て

る為、 つ い 自己 のあ りか を人 に知 られ る と云 う事 は その結 果 か ら見 れ ば知 らせ

た事 にもな る」 と述べ、 この 「知 る 」は四段 活用 「知 る」の 中相 であ り、 こう

した 太古 の 日本 語 にお け る 「中相 」が 「一方 に於 て 「所相 」 とな る と同時 に又
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一 方 に於 て は使役 を表 わ した 」 と して い る。 (な お、 細江 では 「知 る 」だけ で

な く 「見ゆ 」 「聞ゆ 」その他 に も、 「中相 」で あ つて なお使役 ・受身 の 「両 面

性 を有す る 」 ものが あ るこ とが 示 されて い る。)

 永 田(1931)も 同 じ く、 「人 に知れ っっ 」の 「知 れ 」 は、 「知 られ 」の意 とも

「知 らせ 」の 意 ともなる もので あ る と し、 「中相 の使 役 的用法 」 とみ な して い

る。 また、 「た らち ねの母 に知 らえず わ が持 て る心 は よ しゑ君 が まに まに」の

「知 らゆ」 も、 受 動の 意で あ る と同 時 に 「知 らす 」 という使役 の 意 で もある と

い う。 朝 山(1942～1943)は 、 この歌 の よ う に 「目的語 を有 す る構 文 の中 」で こ

の 「人 に知 れ っつ 」 とよ ませ て いる部 分 が 「人爾 令知 管 」 とい う用字法 で あ る

こ と に、 「そ の受動 ・使 動意 識 の混 乱が 察知 せ られ る 」 という。 また、 浜 田(1

955)は 、 「四段 活用 形式 の もの に対 立す る同語 幹 の下 二段 形式 動 詞が、 「受 身 」

或 は 逆 に 「使役 」の意味 を表 はす と見 られ る もの が極 め て多 い 」 ことの一例 と

して 「知 る 」(四 段)に 対す る 「知 る 」(下 二段)を 考 え、 この歌 をその例 の

ひ とつ とす る。

 最 後 に、 高木 他(1959)『 日本古 典 文学 体系 』 にお いて この 「人 に知 れっっ 」

に詳 し くふ れ られ て いる補 注 を、 やや 長 くなるが その まま引用 す る。

(「 人 爾令 知管 」の)「 令知 は知 らせ る意で あ る。 だ いた い、 受身

と使役 とは、 全 く逆 の関 係 で あるか ら、 全然 別な ものの よ う に思 わ

れ るか も しれ な い。 しか し、 こ こに、 或 るAと い う事 態が あ っ て、

人が それ を知 る とい うこ とが起 った とす る。Aと いう事態 の 当事者

が、 それ を積極 的 に、 人 に知 らせ よ う とした とす れば、 人 に知 ラセ

タ という こ とにな る。 当事者 が、 そ れ を人 に隠そ う として いた とす

る。 しか も人が それ を知 つ た とす る。 それは、 人 に知 漁 という

ことにな る。 しか も、Aが それ を人 に知誠 よ う と したか、 あ るい

は隠 そう と したの に知 灘 か は、 分 らな い場 合 が あ る。 そ れ を、

傍 か ら 「知 漁 」 と表 現 して も、 「知漁 」 と表 現 して も、事

実 は、 人 が それ を知 っ た とい うこ とで、 同 じこと にな る場合 が ある。

 今 の場合、 令 知 と書 いて あ るこ とは、 人二知 ラセテ イル とい うこ

とで あ るが、 それ は結 果 的 には、 人 に知漁 と いう こ とにな る。

人知れ ず というの も、 こ この ような 表記 が あれば、 起 源的 には人 二

知 ラセ ズ という こ とで あ ろうが、 そ れ はっ ま り人 に知 ラ レズ という

ことにな る。 日本語 で は こう して、 使役 と受 身 との表 現が 結局 同 じ

結 果 にな る こ とが あ る。 」 (波 線 部 は原 文で は、 白い○ 印が施 され

て いる箇所)

現 代語の 「知 らせ る」 「知 られ る」の 表 わす意 味 あ いを考 え るの に これ らの
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 議論 は たいへん 参考 にな る。

(注9)阪 倉(1974)で 、 「能 動の 言 い方 と、 受 動 の言 い方 との、 密接 な関係 を考 え

 る こ とがで き 」 る場 合の ひ とつ として 「母 が子 に乳 を飲 ませ る」 という使 役表

現 にふ れ、 これ は 「も しそれ によ つて困惑 す る母 の立 場か ら言 え ば、 「母 が 子

に乳 を飲 まれ る」 とい う こと にもな る。 」 とされて い る。 この使 役 文 ・受身 文

は も との動詞 に よる文 と して 「子 が母 の乳 を飲 む 」 を考 える こ とが で き、 本稿

の 《B1》 類 にあ たる使役 と受身 の接近 の例 といつて よいだ ろう。 阪倉 には ま

た次 の よ うな 指摘 もあ り教 え られ た。 「他 か らあ る動作 を こ うむ る という こ と

は、 逆 に言 えば、 他 にそ うい う動作 をす る こ とを ゆ るす 一 もっ と積 極 的 に言

えば、 他 にそう い う動 作 を させて お く 一 こ とであ ろ う。 た とえば、 散髪 にい

って 髪 を 「刈 られ る」 と いうの は、 いわば 髪 を 「刈 らせ る」 こ とで あ る。 中世

の軍 記物 に、 「敵 に内兜 を射 戴 て 」な ど と言 うの は、 「射 勲 」た こ とを、

武 士 詞 で、 わ ざ とこんな ふ う に強 が って表現 した もの であ る。 」(波 線部 は阪

倉(1974)で は、 白い○印 が付 され て いる箇所)

 ただ しこの説 明中、 武士 詞(あ る いは武者 詞)に つ いての解 釈 は下 に紹介 す

る長 谷川(1969)の 所説 の ほ うがふ さわ し く思 わ れ る。 ここで 問題 とな る武者 詞

とは 次の よ うな表 現で あ る。

(250)あ ま りに仰 向 きて 内兜 射 さす な

(251)親 は子 を討 たせ兄 は弟 を失 ひ

(252)敵 に右 を取 らす べ か らず

 これ らは いず れ も、 現 代語 にお きか えれ ば本 稿 《Bl》 の使役 文 にあ たる も

の で、 かつ、 使 役 と受 身の接 近 が感 じ られ る例 とい つて よい もの では あ る。

 こ う いつた表 現 につ いて は先 の阪 倉 にもみ られ る よ うに従来、 受 身 を き らっ

た武 士が受 身 の意味 を使 役 の形 で表 わ した、軍 記物 に特有 の(あ る場合 には、

負 け借 しみ の)表 現 で あ る、 とされ る こ とが 多か っ たの だが、長 谷 川(1969)は

この解 釈 に異 を唱 えて い る。 長 谷川 には その証 左 と して、軍 記物 にお いて も、

「射 させて 」 な どの表現 をr引 退 く」 「ひ るな 」 「落 ち行 く」な どです なお に

う け る こと、 ま た、 「射 させ て 」の よ うな表現 よ りも受身 「る」 「らる」の例

が は るか に多 い こ と、 さ らに、 そ もそ も軍 記物 が武 者 の手 に よっ て書 かれ た作

品で はな いこ と、 が あ げ られ て い る。 そ して長 谷川 は、 これ らの用 法 を 「随順 」

とよぶ べ きだ と いう。 随 順用 法 とは、 自 らの外 な るな ん らかの力 の 存在、 その

関 与 に よって 、 そ の状 態 にナ ル、 そ の状 態 の ママ ニナ ル、 といっ た 「自然 発動

的 な 言 い方 」で あ り、 それは 軍記物 に限 らず 、 ま た現 代 の 日常語 にお いて もみ

られ る と い う。

 な お 、 上 の(250)～(252)は い ず れ も三 矢(1908)か ら の例 で あ る が 、 三 矢 に は、
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「使 役 相 と被役 相 との相 通ず る例 」 と して これ らのほ か、 「この事 君 に きかせ

な/き こえ麹 」 「足ふ ま しむな/ふ ま るな 」 「僅 かの 事 にて賊 を逃 れ しめ た り

/賊 に逃れ られ た り」な どが、 ま た使役 相 と可 能相 との相通 ず る例 と して、 「

青年 元 気の消 沈 人 を して長嘆 せ しむ/人 に長嘆 せ らる」 「其の壮 烈 人 を泣 か す

/人 に泣 か る 」が あげ られて いる。 現代 語の捉 え方 に も通 じる点 が あ り興 味深

いQ

(注10)本 文(81)(82)は 、 それ ぞれaの ような も との 文が 考 え られ るの で、 「金 」

 の持 ち主 を主 語 とす る 《B1》 類 の使役 ・受身 と した わ けで ある。

(81)-a[娘 が 俺 たち の金 を まきあ げ る]

(82)―a[同 郷 人が 私の 金 を 巻 き上 げ る]

しか し、 「ま きあげ る」が`人 か ら何 かを奪 う'よ うな はた らきかけ を表 わ

す ものな ので、 もとの文 と して 「俺 たち 」 「私 」 をカ ラ格 で表 わ したa'の よ

うな 文 を考 え る こともで き る。 使役 文 と受 身文 も しめ す。

(81)―a'[娘 が 俺 た ちか ら 金 を 捲 きあ げる]

  ―b'俺 た ちが 娘 に 金 を 捲 き あげさせ る

  ―c'俺 たち が 娘 に 金 を 捲 き あげ られ る

(82)―a'[同 郷人 が 私 か ら 金 を 巻 き上 げ る]

  -b'私 が 同郷人 に 金 を 巻 き上 げさせ る

  ―c'私 が 同郷人 に 金 を 巻 き上 げ られ る

 使 役文 ・受 身文 の主語 が も との動詞 に よる文 にお いて どの よう な要素 で あっ

たか という点 を基準 に して類 を立 てる と いう本 稿 の立場 か らす る と、 この種 の

類 を ひ とつ 別 に たて るべ きか も しれ ない。 しか し、 い まの ところ純粋 にこの類

と考 え られ る用 例 を見っ けえて いな いの で、 独 立 の類 と してた て るのは控 えて

お こ う と思 う。 た だ、 た とえば次 の よう な文 にお いて使 役 ・受身 の接 近 がみ ら

れ る用法 が あ るの ではな いか と思 われ る ので ある。

(253)―a [医 者 が 母親 か ら 子 どもを 預 か る]

  ―b母 親 が 医 者 に 子 ど もを 預 か らせ る

  一c母 親 が 医 者 に 子 ど もを 預 か られ る

 ま た本 文(80)も 「彼女達 か ら 女性性 の 目を 摘 融 」 という も との文 を考 え

る とすれ ば この類 で あ る。

 なお、 上 にみ たの は他動 詞 の場合 で あ るが、 自動詞 の 場合 も 「自立 す る、 逃

げ る、 失 う、 離 れ る」な どを述 語 とす る動 詞 に同 じよ うな類 が あ るか も しれ な

い。

(254)―a [子 供 が 親 か ら 自立 す る]

  -b親 が 子 供 を 自立 させ る

 ,・



―c親 が 子供 に 自立 され る

(255)-a [彼 が そ の 借金取 りか ら 逃 げ る]

  ―bそ の借金 取 りが かれ を 逃げ させ る

  一cそ の借金 取 りが かれ に 逃 れ られ る

 《A2》 類 の(57)は 、 「安 西が週 番士 官 か ら逃 亡 す る」 と いう関係 を考 え ら

れ る とす れば これ に近 い といえ る。

(注11)「 髪 を風 になび かせ る 」は、 「髪 を風 に吹 かせ る 」 と比較 的近 い現実 を表

 現 す るが、 「な び く」 には 「～ をなび く」 という言 い方 はな く、 「長 い髪 が風

 にな び いて いた 」の よ うな 自動詞 的な用 法 しか な い。 また、 受身 文 「*風 に靡

 か れ る」 もきわ めて不 自然 で あ る。

  (256)馬 は、尾 と髭 とを、 長 く風 にな びかせ な が ら、 蹄 に火花 を散 らして、 ま

つ し ぐらに狂 奔 す る。 (楡 盗)

:〔*馬 は、 尾 と叢 とを、長 く風 になび かれ なが ら、 〕

(257)由 起 は無 造作 に束 ねて あ った髪 を解 いて、 激 し く吹 きっ け る海 か らの 風

  に.靡越 。 (北 帰 行)

7〔*由 起は(髪 を)海 か らの風迄 塵か並.〕

 朝 山(1942)に 、 「松 が嵐に 吹 き折 れ る」 「月が 雲 にか くれ る 」な どの 「に」

にっ いて次 の よ う に述 べ られ て いる。 「「嵐 に」 「雲 に」の 「に」は未 だ奪格

的 と言は んよ り、 我 等 の意識 には多 く地 格的 で あ り、 「嵐 」 「雲 」 におけ る、

主動 者 と して の行為 の積 極性 が 其処 に感 ぜ られな いば か りでな く、 又助詞 「に 」

は、 被 動者 「松 」 「月 」 にお いて体験 せ られ た 「吹 き折れ る 」 「隠 さ る 」な る

事 態 の単 なる原 点 を、 唯静 的 に指示 して 居 る に過 ぎな いの で ある。 」 本 稿 の

(83)～(86)な どの 「に」 も同 じよ うに考 え られ るので はな い だろ うか。朝 山(1

942～1943)に は、 「電 車 に揺 られ る 」 「母 子 に死 な る 」な どにお け る 「に」 を

も含 めて、受 動 表現 にお ける 「に 」にっ いて興 味深 い考察 がな され て いる。

(注12)使 役 動 詞 の 文(88)(89)を 受 身 表 現 に す る と、(88)-c「 子 ど も に腰 にす が り

 っ か れ 」、(89)-c「 鳥 に 体 一 面 に ま と い つ か れ 」 と な り、 二 格 の 連 続 が や や 不

自然 に感 じられ るか も しれ な い。 受身 文 の例(93)で は 「A」 が文 中 に 明示 され

て い ないの で この ような こ とは お こ らな い。

(注13)本 文(103)(104)に っ いては、 も との 文 ・使 役 文 ・受身 文の あ いだ に次 の よ

 うな 関係 を考 える こ ともで き るか も しれ な い。 こうだ とすれ ば 〈持 ち主が主 語

 の使 役 ・受身 〉の類 とい うこ とにな ろ う。

  (103)―a'[相 手 が 彼 女の 東京 弁 に 反感 を 起 こす]

一b'彼 女 が 相 手 に 自分の東 京 弁 に対 して 反 感 を 起 こさせ る

―c'彼 女 が 相 手 に 自分 の東京 弁 に対 して 反感 を 起 こされ る
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(104)-a'[同 性 が あ な たの何 か に 反発 を 感 じる]

  -b'あ なたが 同性 に 自分の何 か に対 して 反 発 を 感 じさせ る

  一C'あ なたが 同性 に 自分 の何 か に対 して 反 発 を 感 じられる

(注14)「 驚 く」 は、 「突然帰 国 して 家族 を驚塾 た 」の よ うな使 役 表現 だけ で な

 く、 「突 然帰 国 して 家族 に震魍Lた 」 という 受身表現 も用 い られ そ うな気が す

 るの だが、 手 元の 用例 に は ない。 また、 手 元 の 「驚 かせ る」の用 例 は いず れ も

  「驚 か れる 」 にす る と不 自然 にな る。

(注15)「 喜 ぶ 」 は、(258)の ように 「AがPに 喜 ぶ 」 とい う構 文 を とるこ とも あ

 るが、(259)～(262)の よ うに 「AがPを 喜 ぶ 」とい う構文 を と る ことの ほ う

 が多 く他動 詞 的 で あるの で、 《D》 類 と して よいだ ろ う。

  (258)お 夏 は …  一 寸 した事 に非 常 に泌 か と思 う と、 …  (濁 った頭 〉

  (259)祖 母 や 妻 はそ の 子意 を宣 ん で いた。 (和 解)

  (260)そ の 唄 を、 腹 の中 の児が、 迦 と云 う筈 はな い。 (楡 盗)

  (261)か つ は良夫 が決 して 自分 の 忠告 な どに耳 を傾 けな い で あ るこ とを壷 ん

  で い た。 (宴 のあ と)

(262)長 女 は まだ何 も判 らず、 人 がお おぜ い一 は しゃい でい た

  が、 …  (女 の こ よみ)

(注16)た と え ば 次 の よ う な 例 が あ る 。

  (263)た し か にチ ュ ー 氏 は  の く か ら わ れ"ま れ て い た 。 (サ イ ゴ ン

の いち ば ん長 い日)

(264)私 は、 渦巻 く景気 の 中 にい なが ら、 轍 横姐 、 辱 しめ を 受け て、

  ひ と りで 口惜 しい唇 を噛 むの で あった。 (素 足 の娘)

(265)鬼 県 令 と言 え ば泣 く子 も黙 る と.、 か ら'れ られ た川島 通 明 …  (女

  坂)

(注17) 「Aが Pを ～ と よぶ 」 にお いて、 次 の(266)(267)の よ うに、 「よ ば

 れる 」対象 「P」 が 「A」 への`は た らきか け'を な しえな い存 在で あ る場 合

 には使役 表 現 はで きない 。

  (266)魂 の この状態 こそ、 思慮(フ ロ ネー シス)と 麹 。 (死 の思 索)

  :〔?魂 の この状 態 こそ、 思慮(フ ロ ネー シス)と 麹 。 〕

(267)そ の 二つ が交錯 す る地 点が、 たぶん 都 市 と呼蟹 怪 物 の棲 息す る地 に

ちが い なか った。 (北 帰 行)

:〔?都 市 と呼脳 怪物 〕

 これ らの 「～ と呼 ばれ る 」は、 `～ と名 づ け られる'あ るい は 「土 佐 のデ ン

マー クとい わ れる平野 」な どにお ける`～ といわれ る'と 近 い意 味 を表 わ し、

具 体 的 な動 作 をあ らわす もの では な く、 か な り状 態性 が 強 いも の であ る。 そ れ
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ゆえ、 「～ とよ ぶ/よ ば れ る/よ んで い る/よ ばれ て いる」 の対立 が 希薄 にな

る こ ともある。

(268)こ のイ ェ の存 立 を裏 づ け る間 人主 義、 あ るい は間柄 主義 と呼ば れ る概 念

で あ るが、 これ も また、 …  (日 本 文化 と個 人主 義)

:〔 間柄 主義 と[呼 ぶ/呼 ば れ る/呼 ん でい る/呼 ばれ て いる]概 念 〕

(269)父 系社 会 や母 系社 会 の ご と く、 個 人が どち らか 一方 の親 の血 縁集 団(親

  族)に 属 す るば あ い、 社 会人類 学 では、 単 系的 とよばれ て いる の に対 し

  て、 ポ リネシア社 会 の ご ときを非 単系 的 ある いは双 系的 とよ血 。

   (南 太 平 洋 の環 礁 にて)

  :〔 社 会 人類 学で は、 単 系的 と[よ ぶ/よ ばれ る/よ ん で いる/よ ば れ

  て いる]の に対 して、 ・ …  非単 系的 ある いは双 系的 と[よ ぶ/よ ば

  れ る/よ んで い る/よ ば れて いる。 〕

(注18)高 橋(1985)で は、 「花子 が 医者 にみ て も らう 」 という文 にっ いて 「使役 性

 とう けみ性 をか ね そな えて い る」 とされ てい る。

(注19)こ れ ら`人 の人 に対す る態度 的な は た らきか け'を 表 わす 動詞 で あ って も、

 その 使役 動詞 は 「父親 が母 親 に子供 を叱 らせ た」の よ うな、 いわ ゆ る典型 的な

 使 役 用法 では、 もち ろん用 い られ る。

(注20)次 の例 は受 身 で表現 で きるか否 か微 妙 であ る。 「女房 を悲 しませ るような

 事 」 とい う表現 だ け考 えれ ば 「女房 に悲⊥劃Lる よう な事 」が不 自然 に感 じ ら

 れ な いが、 この部 分が 「女 房 」 に向か つて話 され たこ とが ら と して書 かれ て い

 る こ とを考え る・とやや 不 自然 に感 じ られ る。

  (270)お れは さ かな釣 りが道 楽 で ときど き家 を あ けるが、 それ 以外 には女房 を

悲 しませ るよ うな事 を何 かや っ た こ とが あ るか い? お前 と子供 との生

活 に必要 な条件 はす べ て充 して あ るはず だ。 (そ の最後 の世 界)

:〔?女 房 に悲 しまれ る ような事 を何 かや っ た こ とが ある か い〕

 文脈 な しで単 に 「女房 を悲 しませ る事 」 「女 房 に悲 しまれ る事 」な らば 「女

房 」 は不特定 一 般 の人 を さす と感 じられ るが、 この例 の よう に面 と向 かつて い

る 自分 の妻 に言 う とそ うで な く感 じられ るか らだろ うか。 また、 これ が連体修

飾 に なって いて 「事 」の性 格 づ け を して い る例 で あ る こ とも関 わ つて い るか も

しれ な い。 次 の ような例 で も使役 表現 と受身表 現 の違 いが微 妙 で あ る。

(271)「 妻 を喜 ばせ る贈物/妻 に喜 ばれ る贈物 」

(272)「 赤 ん坊 を怖 が らせ る音/赤 ん 坊 に怖が られ る音 」

(273)「 とも だち を羨 ま しが らせ る境 遇/と もだ ち に羨 ま しが られ る境 遇 」

(注21)本 文の(157)～(159)で は、 「P」 にあた るのが そ れぞれ 「啓 作 に頼 らな い

 で暮 らしの立 つ 明 るい生計 の 道 が(千 賀子 に)出 来 た こ と」 「(母 の)母 乳が
                              ﾘ
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あふ れ るほ ど出 たこ と」 「夫 人 の計算 が かつ にあ りあ りとわか っ た こ と」で あ
                 ﾘ

り、 これ らは いずれ も感情 の 主体 で ある 「A」 本 人 に密 接 に関わ って いる こ と

で あ る。 っ ま り、 「A」 と 「P」 とが別 個 の もの とは いえ な い事 態 で ある。 こ

うい った時 に その 「P」 を主語 と した受 身 文が不 自然 にな る よう にも思わ れ る。

早 津(1991)で 、 「子 どもが 目を輝 かせ て学 校の話 を して い る」 という複文 にお

け る従属 節の 「子 どもが 目を輝狸 る 」 にっ いて、 「子 どもが学 校 の話 を して

い る 」 ときの状態 が 「(子 ど もの)目 が 輝 く」で あ り、 「目を輝 かせ て 」 とい

う使 役表現 は主節 の表 わす 事態 の付 帯状 況 を述べ るもの で あ り、 「主 節 と従 属

節 との ガ格 名詞 を同一 に保 つ て(時 には それを 「は 」で と りたて て)叙 述 しよ

う とす る、 いわ ば構 文 的な要 請 か ら」使 役表現 が 用 い られ たもの だ と述 べ られ

て い る。 「ガ格 名詞 を同一 に保 って 」と いうだ けな ら、 「?子 ど もが を 目に輝

拠 て学校 の話 を して い る」で もよ さそ うだが、 こう いっ た、 早津 の い う 「所

有者 主 語 の使役 」は受身 との接近 が み られな い。 この こと には、(157)～(159)

にっ いて の問題 と共 通す る点 が あ りそ うだが、 さ らに調べ な けれ ばな らな い。

(注22)「 羨 ませ る 」の例 も あるが、 現代 語 と しては あ ま りな じまな い よう に思 わ

 れ る。

  (271)氏 が 凡 ての虚 偽 と堕落 と に飽満 した基督 旧教 の 中 にあ りな が ら、根 ざ し

深 く潜在 す る尊 い要素 に 自分 の けだ かさ を化 合 させ て、巌 の よう に堅 く

そ そ り立 つ その態 度 は、 私 を驚か せ羨 ませ る。 (惜 みな く愛 は奪 う)

(注23)3.5.1の 冒頭 で、 《E》 〈ア〉類 で は、 実 際 の用例 と して は使役 と接

 近 す る受身表 現 の例 が少 な い と述 べ た。 しか し 「窺 う」 には具体 的 な`見 る'

 動作(単 に視覚 的 に`見 る'と い うだけ でな く`様 子 をみ る'と いっ たもの も

 含 む)を 表 わす ので な く(198)(189)の よ う に使 われ る もの として は、 受身 動詞

 の例 もか な りあ る。 この場 合 「うかが われ る」は`知 る こ とが で きる'`み い

 だす ことが で きる'と いっ た意味 で あろ う。 こう いっ た意味 の受 身動 詞 「う か

 が わ れ る」 に対 して は、 も との動詞 「うか が う」 によ る文 として 次 の ような文

 が 一 応考 え られ るが、 実際 には あま り使 わ れな い よう に思わ れ る。

  (198)-a [我 々が 書 き出 しの文 章 に カル ノーの動 機 を うかが う]

  (199)-a [我 々が 映画 に 前 述 の特色 を うかが う]

 「窺 う」 につ いて は別稿 で、 「のぞ く」 「騒 ぐ」な どととも に、 「窺 わ せ る

―窺 われ る 」 「の ぞ かせ る ―のぞ かれ る 」 「騒 が せ る 一騒 がれ る 」な どの対 応

 関 係 を調べ るこ とにす る。

(注24)r感 じ させ る」 「感 じられ る 」の もつ この よ うな性 質 は、 そ もそ も 「感 じる」

は、 「そ よ風 に秋 を感 じる」 の ような 「ドコに ナニを 感 じる 」 という文が 「

ド コにナニが あ る」 とい う存 在表 現 に近 い意味 を表 わす か らであ ろ う。
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 「認 め る 」 「見 る 」 も 受 身 動 詞 「認 め られ る 」 「見 ら れ る 」 が 存 在 表 現 に 近

く な る こ とが あ る 。(272)～(275)は 「認 め ら れ る 」の 例 、(276)～(279)は 「見

られ る 」 の 例 。

(272)文 化 の 性 格 構 造 に は 、 貧 民 街 の 〈母 一 男 〉型 と中 産 上 層 の 〈父 一母 〉 型

  の、 少 な くとも二 つ が認遮 と言 って よい。 (貧 困の精 神 病理)

(273)若 者 を 中心 にサ ラ リーマ ンの余 暇の過 ご し方 には 明確 な変化 が 認麺 、

  こ こで は企 業離 れ の傾 向が まぎれ もな い。(日 本 文化 と個 人主 義)

(274)な ぜ な ら律 法 以前 にも罪 は世蔓 あっ たが、 律法 が な けれ ば罪 は認轍

  ない か らで ある。 (死 の思 索)

(275)そ れ は 中産 下層 の 全域 に わた ってその サ ブ ・カル チ ャーの 一要 素 と して

  認勤 、 …  (貧 困の 精神 病理)

(276)川 の 西岸 に 出 ると、 自動 車 の ゆ ききも人 のゆ き きも絶 え た。 道劃 ⊆夏

  蜜 柑 の畑 が とき ど き見塾 た が、 人の 影 は射 さな か った。 (金 閣 寺)

(277)ア ナ トリアの い くつ かの地 方 の方言の 記 述 は、 す で にオ スマ ン朝 の頃 の

  旅 行記 に見 られ る。 (三 省 堂 『ブ ック レッ ト』84号)

(278)彼 遮 犯罪 者 にあ りがち な生活 の乱脈 さや利欲 へ の執 念が み られなか っ

  た。 (死 刑 囚 の記 録)

(279)こ う してで きあが っ た新 ら しい理 論 は今 まで の精神 分析 学 説 にみ られ た

多 くの欠 陥 を補 な っ て まった く新 ら しい もの とな り、 …  (文 化 人類

学 のす す め)

 これ らの例 で は 「どこ 」にあ た るものが 「～に 」 「～ に わた って 」で 表わ さ

れて い る。 ((274)で は先行節 の 「世 に 」が これにあた ると考 えて よいだ ろう。)

この 点 では 「認め られる 」 「見 られ る 」には 「感 じられ る 」に似 た点 が み とめ

られ るのだが、 こ れ らの 受身 表現 は、 使役動 詞 「認 め させ る」 「見 させ る 」で

表現 す る ことは きわ めて 不 自然 で あ るか、 あ るいは、使 役 動詞 を用 いた文 が も

はや存 在 表現 に近 い とは い えな くな って しま うだ ろう。

(272)'〔?文 化 の性格 構 造 は、 …  二つ を認雌 と言 って よい。 〕

(273)'〔?余 暇 の'ご  は明確 な変化 を認鍵 、 〕

(274)'(?律 法 がな け れば[世 基]罪 を一 か らで あ る。 〕

(275)'〔?そ れ を中産 下層 の 全域 に わたって …  一 要素 と して認鑓 、 〕

(276)'〔?道 鑓 夏 蜜柑 の畑 を とき どき見越 が、 〕

(277)'〔?…  方言 の記 述 を、 オ スマ ン朝 の 頃の旅 行記 は見 させ る。 〕

(278)'〔?彼 遮 …  生活 の乱 脈 さや利欲 へ の執 念 がみ させ なか っ た。 〕

(279)'〔?新 ら しい理 論 は今 まで の精神 分析 学説 に麺Lた 多 くの欠 陥 を補 な

っ て 〕
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 「ドコに ナニが 認 め られ る/見 られ る 」は 「ドコに ナニが 感 じられ る」 ほ

どに は存 在表 現 に近 くはな い という こと だろ う。 これ は、 「認 め られ る」 「見

られ る」 によ る受身文 が た とえ存在 表現 に近 いもの で あっ て も、 「どこ」 にあ

た る ものが 「～ で 」で表わ され るこ とが ある こ とか らもうか が え る。

(280)こ の事 実 はペ ルーの 貧民 街 に限 らず世 界 で広 く認 め られて お り …  (

  貧 困の 精神 病理)

(281)ア ミー ゴ どう しの相互 扶 助 はひ とつ の社会 制度 と言 って よい だろ う。 大

な り小 な りペ ル ーの全 階 層で認 め られ るこ ととは い え、 …  (貧 困の

精神 病理)

(282)さ きの タナ ラ族 にみ られ る義兄 弟 関係 という制度 は、 近 隣 の アフ リカ 中

  近東 の諸 族 の間 では広 くみ られる もの で、 …  (文 化 人類 学 のすす め)

(283) '"'ぐ マ ・ 日 本 で の フ ア ヅ シ ョ ンが す ぐ波 及 す る と い う新 しい 動

  き が 見.ら』Lる 。 (朝 日 新 聞:1987.5.3朝 刊)

(284)こ の家屋の形式は …  ペルーの太平洋岸の砂灘 也螢で広 く見逝 形

  式なのだ。 (貧 困の精神病理)

(285)も ちろ ん啄本 の生 きた時代 と現 代 とでは、 あ らゆ る面 で大 きな相違 が 見

  脳 に違 いな い。 (北 帰 行)
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『或 る女 』有島 武 郎(新 潮 文庫)/『 浮 雲 』林 芙 美子(新 潮 文庫)/『 宴 のあ と』

三島 由紀 夫(新 潮 文庫)/『 美 しい記 憶 』芝木好 子(集 英社 文庫)/『 海 肌の匂 い 』

武 田泰淳(新 潮 文庫)/『 絵 本d田 宮虎 彦(角 川 文庫)/『 大鏡 の 人 々 』渡 辺実(

中公 新書)/『 惜 みな く愛 は奪 う』有 島 武郎(新 潮文庫)/『 お はん 』宇野 千代(

新潮 文庫)/『 女坂 』円地文 子(i日 本 の文学50』 中央公 論社)/6女 の こよみ 』

宮尾 登 美子(角 川 文庫)/『 花 芯 』瀬 戸 内晴美(文 春文 庫)/『 雁 』森 鴎外(新 潮

文庫)/『 鬼龍 院 花子 の生涯d宮 尾登 美 子(文 春 文庫)/『 金 閣寺d三 島 由紀夫(

新潮 文庫)/『 くれな い 』佐 多稲子(新 潮文庫)/『 こ ころ 』夏 目漱 石(新 潮文 庫)

/『 サ ー カス放浪 記 』宇 根 元由 起(岩 波新 書)/『 サ イ ゴンの いち ば ん長 い 日』近

藤鉱 一(文 春 文庫)/『 死刑 囚 の記録 』加 賀 乙彦(申 公新 書)/『 死 にたが る子 』

藤原 審爾(新 潮 文庫)/『 死 の 思索 』松浪 信三郎(岩 波新 書)/『 社 会科 学 にお け

る人 間 』大塚 久雄(岩 波 新書)/『 斜 陽 』太宰治(新 潮 文庫)/『 真 空地 帯 』野 間

宏(新 潮 文庫)/『 素足 の娘 』佐 多稲 子(新 潮文 庫)/『 住 まい方の 演 出 』渡 辺 武

信(中 公 新書)/『 その 最後 の 世界 』石川 達三(新 潮社)/『 楡盗 』芥川 龍 之介(

新 潮 文庫)/『 都 電 』(東 京 外 大教科 書)/『 鳥 』大江健 三 郎(東 京 外大 教 科書)

/『 流 れ る』幸 田文(『 日本 の 文学50』 中央公論 社)/『 二番 目娘 の個 性 』中川 李

枝 子(『 わ た しの少女 時代 』岩波 ジ ュニ ア新 書)/『 日本 文化 と個 人 主義 』山崎 正
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和(中 央 公 論社)/『 残 って いる話 』字野 千代(集 英社 文庫)/『 野 火 』大 岡昇 平

(新 潮 文庫)/『 伸 子 』宮本 百合 子(新 潮 文庫)/『 破戒 』島 崎藤村(岩 波 文庫)

/『 花 の ある遠景 一マチ ョ ・イネ の東 ア フ リカ交友録 』西 江 雅之(福 武 文庫)/r

張込 み 』松本 清 張(新 潮 文庫)/『 ひか りご け 』武 田泰淳(新 潮 文庫)/r貧 困 の

精神病 理 』大 平健(岩 波 書店)/『 物 理学 とは何 だろ うか(上)』 朝 永振 一郎(岩

波新書)/『 不 良少女 とよばれ て 』原 笙子(ち くま文庫)/『 文化 人 類学 のす すめ 』

祖父江 孝 男(講 談 社学 術 文庫)/『 文法 の原 理 』中 島文雄(研 究社)/『 弁護 士 に

か けた夢 』土 井 たか子(『 わ た しの少女 時代 』岩 波 ジ ュニ ア新書)/『 北帰 行 』外

岡秀俊(河 出 文庫)/『 南太 平洋 の環礁 にて 』畑 中幸 子(岩 波新書)/『 む らぎも』

中野重 治(講 談 社 文芸 文庫)/『 明暗 』夏 目漱石(岩 波 文 庫)/『 迷 路 』野 上 弥生

子(岩 波 文庫)/『 メキ シ コか らの手紙 』黒 沼ユ リ子(岩 波新 書)/『 薮 の中 』芥

川 龍之 介(新 潮 文庫)/『 雪 国 』川 端康成(岩 波 文庫)/『 妖 』円地 文子(『 日本

の文学50』 中 央公 論社)/『 よ き隣 人 』庄野潤 三(東 京外 大副 読本)/『 夜 の 香 り』

古井 由吉(福 武 文庫)/『 和解 』志 賀直哉(新 潮文 庫)

(は やつ えみ こ、 東 京外 国語 大学講 師)
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